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前言

日本语能力测试（JLPT）作为目前世界上规模最大的日语能力考试，自2010年开始做出了重大改革。改革的整体目的是让考试成绩更准确地反映出应试者的真实日语水平。作为本次改革的重点之一，考试内容归并为三项：语言知识（文字、词汇、语法）、读解、听力。改革内容反映在“读解”部分上，除了新增信息检索题等应用性问题之外，题量和难度都有所增加。其目的就是考查应试者是否具备快速阅读及准确把握文章含义的能力。

这本N1级读解对策书就是为了应对新日语能力考试的新变化而编写的。由“基础篇”、“题型篇”和“实战篇”三大部分组成。

其中“基础篇”是进入考试内容之前应掌握的基本概念和方法。为本书的热身部分。

“题型篇”是本书的关键部分，目的在于通过考前有限的时间内进行读解的强化训练，以求获取最大的效果。因此，直接选取历年真题的常见题型进行归类整理，分为7节。对于每类问题应采用的方法和要领进行了归纳总结，并在课后安排了练习进行强化，希望能帮助读者真正理解并掌握各题型问题的阅读技巧。

“实战篇”完全模拟考试真题的题型和数量，并在难度上适度提高，旨在让读者能在正式考试中做到游刃有余。

作为常年身居高校日语教学第一线的编者，非常希望能通过此书与读者们分享解答“读解”问题的心得和经验，并期冀此书能对即将参加N1级新日语能力考试的读者有所帮助。

在本书编写过程中，承蒙同济大学日语系吴侃教授审阅稿件，并提出了宝贵的修改意见。在此表示深深的谢意。

同时，我在编写此书的过程中，逢母亲董瑞华不幸辞世，也希望此书的面世能告慰先慈生前的不断激励和无私的支持。

受编者个人的水平、掌握的材料所限，书中难免有错误或疏漏之处。恳请大家批评指正。

编　者

2010年12月


第一部　基础篇





引言

新日语能力考试“读解”部分的考试题型分为：“内容理解”、“统合理解”、“主张理解”和“信息检索”。从题型可以看出，出题用的文章题材各异，侧重各有不同。通常会让人不知从何入手。要做好读解题，究其根本要牢牢把握好以下两点：

（1）文章的叙述内容（第1课和第2课）。

（2）文章的叙事方式（第3课）。

文章的叙述内容，简单说来就是文章说了些什么。

而文章的叙事方式是指如何组织这些内容，就是指文章的层次架构。

如果将文章比喻成衣服的话，叙述内容是布料，而叙事方式则是布料的剪裁和拼接。

我们下面将分课讲解这两大要点。





第1课　开启“读解”大门的钥匙——“报告、推断和评价”

虽然出题文章五花八门，题材各异，但组成文章的每句话（各部分）所陈述的内容不外乎三种：报告、推断和评价。
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所谓报告就是作者对看到、听到和觉察到的事实的汇报。属于从客观角度所做的陈述，较多使用专有名词、数值、具体事例。

报告的内容具有已知的知质，所以通常为已发生、已存在或已确定的事情，在客观上为真实。

使用报告，通常是作者要从已知的事情中引出新的话题，为下文做出铺垫。

推断是指作者根据已知的事情（报告），做出的猜测、推论和判断。通常是作者的主观的理性表达。较多使用主观表达的形式，如：「～だろう（か）·～でしょう（か）·～ようだ·～らしい·～かもしれない·～のではないか·～と思う」
 等等。

推断则因主观性，即作者认为其内容在其主观世界（想象世界）中为真实，所以经常用来表示作者的见解和主张。

而评价则是作者对于陈述的事情表达出的自身的好恶，是作者的情意性表达。

评价通常会使用感情形容词或表示作者个人价值观的情绪化表达方式。如：「～にすぎない·～よかったのに·～ときたら·～ってば」。


评价所表现的内容，通常是在所述的事实基础上加入个人感情。


例1：


A．（看到他正在睡觉）彼はまだ寝ている。


B．（在半夜2点时）彼はまだ寝ているでしょう。


C．（都已经下午1点了）彼はまだ寝ている！


观察上面三个例子，A是作者表达自己亲眼目睹的现实，所以是报告。而B是作者根据目前的时间来推测出他应该还在睡觉，虽然事实上他不一定在睡觉，但作者在自己进行推测的想象世界中认为他在睡觉。而C则是评价，对于他还在睡觉这个事情表示惊讶，认为这个时间不应该还在睡觉。

例如，在以下这段文章中：


例2：
 冬場の小児科医院は忙しい。
 （中略）


子供の受診に付き添うのはお母さんと決まっているようだが、東京·世田谷で長年開業している小児科医のM先生は「近頃の若いお母さんには、まいります」ともらす。（1993年　一級問題から）


第一句的“冬場の小児科医院は忙しい”
 是一项客观陈述，属于报告。而第二句的“子供の受診に付き添うのはお母さんと決まっているようだが”
 是文章作者对就诊的场景这个一般事实所进行的判断。

第三句中包含两个部分，一是对小儿科医生M所陈述的事情进行报告，同时其中M医生说的“近頃の若いお母さんには、まいります”
 则表达了M医生对于最近的年轻妈妈让人犯难的评价。

准确把握文章中的“报告、推断和评价是解读文章的金钥匙。根据这把金钥匙，我们可以将新日语能力考试的读解的题型考点转化理解为：

内容理解＝能否准确理解“报告”、“推断”和“评价”

统合理解＝能否准确理解不同作者间的“推断”和“评价”的差异

主张理解＝能否准确理解作者的“推断”和“评价”

信息检索＝能否准确理解“报告”中的关键信息
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 练习：仔细阅读下面文章，分别使用三种下划线（___
 ；___
 ；___
 ）标出文章中的“报告”、“推断”和“评价”部分。

（1）私たちの文明は、たしかに進行中である。だが、それだけで、未完成なるが故に美しくないのであろうか。古代の都市でも、造営半ばにして放棄されたものは少なくない。それにもかかわらず、その廃墟は美しい。



（栗田勇「われらは美しき廃墟をもちうるだろうか」から）






（2）現代は、情報化社会と言われています。テレビ·ラジオ·新聞·雑誌·パソコン通信などからの多くの情報があふれています。新聞からの情報も決して少なくはありませんが、私たちが受け取る情報としては、テレビからの情報に最も多いのではないかと思います。






（3）現代は情報時代といわれます。マスコミの発達によって、われわれは多くの情報を知らされます。科学的な知識についても、新しい理論や発見が行われれば、マスコミはいち早くそれを報道し、われわれはそれをすぐ知ることができます。（中略）



たしかに現代のわれわれは物知りです。いろいろのことがらについて「知らされ」ています。知識の量からいえば、現代人はおそらく過去のいかなる時代のひとびとよりも多くのものをもっているといえる。



（岩崎武雄「正しく考えるために」から）







（4）先日、あるサークルで会員名簿をもらった。するとそこには会員の氏名、住所、電話番号といっしょに、会員の年齢も印刷されていた。知らない人にとってこれは実際便利であろう。でも、やはり気持ちのいいものではない。少なくとも私には、作る人の気持ちが分からない。


第2课　读解的指南针——主题

在探讨主题的问题之前，我们先来看下面这个由三句话组成的文章：


例1：
 環境問題は深刻である。しかし、今日は日曜日です。鳥が空で飛んでいるから、人間がようやく自分の価値を理解できたのです。


（环境问题很严重。但是，今天是星期天。因为鸟正在天空飞翔，所以人类终于理解了自己的价值。）

虽然上述的每句话（分句）都符合语法，本身没有错误，但是它们组成的文章却是上下文句意割裂，关系混乱，不明所以。其主要原因，就是文章的叙述内容缺少主题。也就是叙述的内容缺少共同的指向。

主题是叙述内容要表达的中心，是将文章统一为一个整体的关键部分。例如：


例2：
 現在の環境問題は大変深刻となっており、種類も多様である。例えば、地球温暖化、砂漠化、森林破壊、酸性雨などが挙げられる。その中でも酸性雨の問題に私は強い関心を持つ。何故なら、酸性雨は人体に影響するからだ。


我们会看到这段文章内容都是作者围绕“現在の環境問題
 （目前的环境问题）这个大主题和“酸性雨
 （酸雨）”这个小主题来进行论述。

上节提到的文章的叙述内容和主题的关系如下图所示，所有叙述内容都是围绕主题来展开的。
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我们平时看到的文章都是例2这样的，而看不到例1这样的怪异文章。也就是说叙述内容成立的前提条件就是要有主题。

能力考试的“读解”另一个要求就是要求在有限的时间内能抓住文章的重点来理解，而理解文章、段落和每句话的主题就是理解文章叙述内容的重中之重。能力考试中所选择的文章都是通俗意义上的“好”文章，所以主题都会保持连贯。
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 常见的主题形式

日语中的主题除了文章中反复出现的频出词和同义（近义）词之外，通常还会有以下的标志，例如：


「は」、「～について」、「～と言えば…」
 和“设问句（疑问词＋～（の）だろうか（でしょうか））”
 等。

其中，「は」
 是日语中最常用的表示主题的助词。除了常见的「名词＋は」
 的形式外，读解中还常见「小句＋という＋名词（もの、の、話）＋は」、「～とは」
 等变体。


例3：
 模倣であれ、後追いであれ、技術開発
 は
 企業を活性化し、発展と成長の原動力となる。（2009年第一回、一級問題から）



例4：
 
同質の社会
 というもの
 は
 、だからといって、必ずしも周囲に気を遣わずに暮らせる社会というわけではない。（森本哲郎「日本語　表と裏」から）



例5：
 
学級崩壊
 とは
 、クラスにおいて授業が成り立たないことをいうのである。（前田和實「現代時事用語辞典」から）



例6：
 
お客様の個人情報の取扱い
 について
 、下記のとおり定め、当社の個人情報保護方針とします。



例7：
 昔は技術
 といえば
 、職人のものだった。親方から厳しい訓練を受けて育てられた熟練が技術の本質だった。（村上陽一郎「高齢化社会と技術」から）


设问句通常是作者为了引出对设问内容的解释和观点而采取的方式，如：


例8：
 では、どうすれば
 この能力を養うことができる
 だろうか
 。それは相手についていろいろ自問自答してみればいいのである。



例9：
 「魚は泣く
 のだろうか
 。」ふと、先生の言葉を思い出し、僕は、じっとサツキマスの目に見入った。吸い込まれるかと思うくらい見入った。不意に、涙がこぼれた。大粒の涙がぼろぼろ、ぼろぼろと、こぼれた。（阿部夏丸「泣けない魚たち」から）



例10：
 一人で歌う歌も自分自身に対する語りかけで、やはり一種の会話だというなら、寺院や教会でうたわれる歌は
 どうだろうか
 。もちろんそれも神への呼びかけにちがいないが、会話という言葉は必ずしも適当ではない。（遠山一行「会話の音楽」から）
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 练习：仔细阅读下面文章，使用下划线（___
 ）标出文章主题部分。同时注意主语和主题的关系。

（1）教育は本来平等を目指すべきものだが、しかし、残念ながらある局面では平等たりえない。ここに教育の矛盾があると思う。（1993年　一級問題から）






（2）まず、ドイツ流の使い方では、一般に「文化」と「文明」を区別し、文化は精神的·理想的な価値の実現としてとらえられ、哲学·宗教·科学·芸術など、民族の生み出した高度の精神的な所産を…意味している。（1996年　一級問題から）






（3）気象と身体の問題は、この二者間の相互作用という構図だけで、はたして十分にとらえきれるのだろうか。たとえば、天気が悪くなり、気温が下がると急に頭が痛くなってくる、というのは身体が気象の影響を受けたものだと、一般にはとらえられる。



（加賀美雅弘「気象で読む身体」から）






（4）私は学生たちに時間の活用法について、「テレビを見ているときコマーシャルの間に大急ぎで何かやる、あの瞬発力を思い出せ」と教えている。



（2004年　一級問題から）







（5）問題点にかんして、徹底的に論争を行い、相手を打ち負かした方が人気を得て選挙に勝つという、民主主義の原点とも言うべき選挙のやり方が、なぜ日本では行われないのであろうか。（2000年　一級問題から）


第3课　通向理解的阶梯——文章层次的划分

能力考试的文章内容涉及语言、艺术、文学、哲学、社会、自然科学、评论和广告等众多领域，但这些文章的共同之处就是，它们是由相对独立的句子和段落构成的。句子与句子、段落与段落之间的连接关系就构成了文章的结构。换言之，我们可以通过句子和段落之间的关系来逐步揭开作者的表达意图所在。

通常，句子可分为主题和述题（对主题所进行的描述）这两大部分。本书所说的段落是指文章的意义段落，有时是文章的自然段落，有时会大于或小于自然段。段落通常也是由主题句和对主题句所做的陈述部分构成的。

文章通过各个句子和段落之间的承接或对立，共同演绎文章的主题。

要在有限的时间内快速读懂文章，首先要学会理解和划分由句子和段落构成的文章层次。文章中出现的各类连词、副词、指示词和词语的反复等都可以体现文章的层次，即标明上下文之间的意义关系，应特别加以留意。

下面我们将观察划分文章层次的基本类型，但要注意的是，这些基本类型并不是完全独立和互斥的，经常会有重叠。
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 主题转换型

与前段内容相比，场面、态度等发生了改变。除了直接转换提示助词「は」
 之前的主题词之外，常见的方式是在段首使用主题转换类（さて·ところで·では等）
 的连词或递进类的（も）
 助词，或者用疑问句来引出话题进行讨论。


例1：
 一方、サルが食べ物をムシャムシャ食べるさい、①食べ物を噛むこと
 は
 機械的におこなわれ、同時に唾液が口中に出てくることも反射によるものですから知能とはいえません。②じゅうぶん噛んでから胃のほうへのみこむこと
 も
 消化管の反射運動ですので知能ではありません。




さて
 、このように③サルで観察される知能的行動と反射的·本能的行動の絡み合い
 は、レベルに大きな差はあるものの、人間の場合にも原則として当てはまると思われます。（1991年　一級問題から）


上例中的主题的转换可以参照下图：

[image: alt]



例2：
 「①彼は本を読むから成績がいいんです
 」



先生は僕を象徴にして読書を推進しようとしている。それ
 は大きな間違いだ。僕の成績がよかったのは普段真面目に授業を聞いているからだし、きちんと家で勉強していたからだ。他の小学生はのびのびと育っていて、誰も勉強などしないから、差が出るのは当然のことだった。




読書をすれば賢くなるという幻想
 は、どうして出来上がったのだろうか
 。僕はその誤解の根源を子供たちにみた。（2008年　一級問題から）


该例的主题转换情况可以看作下图。
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作者先引用老师的原话“作者的成绩好是因为读了书”作为话题，并接下来用指示词「それ」
 来指代这个主题，并指出这个观点是个错误。然后用设问句来将主题进一步引申为“读书就会变聪明的这个幻想”进行论述。
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 视角转换型

前段的视角（叙事人物）或观察问题的角度发生转换。常见于文章中的对话和小说中的场景的转换，以增强文章的临场感。


例3：
 
「大田さん、変わりませんね」




（中略）、四年ぶりにホテルのティー·ルームでお会いした編集者のAさんからそのようにいわれた時、私は見た目のことをいわれたのだと思って、自然ににっこりした。




「Aさんも、お変わりありませんわ」
 （1996年　一級問題から）


从下图可以看出，文章的讲述从A的视角转换到了大田的视角。理解这种视角的转换在小说和随笔等主语省略较多的文章中至关重要。
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例4：
 
「いやな夜ですね」




と私は云った。




「そうですか…」




男は骨ばった長い指で髪の毛をかきあげた。（1994年　一級問題から）


[image: alt]


理解了视角的转换，我们就可以理解「そうですか」
 的说话人是「男」。
 本例同时也可以看作是主题的转换。
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 转折让步型

没有承接前段的内容继续陈述，而是提出与之前内容相反、相对或部分相反的内容。转折通常为偏正关系，即前段为次，后段为主。

常用的标志有：しかし·しかしながら·けれども·ところが·だが·が·しかるに·とはいうものの·だからといって·とはいえ。



例5：
 出来あがった時には満足を覚える作もある。ひと月ふた月は
 見ていられる。しかし
 それ以上
 たつと、かならず不充分なところが目についてきて、見るのも厭わしくなる。


本例中，作者那些完成比较满意的作品可以看上一两个月，但是，超过这个时间后，一定又会发现不圆满的地方，而无心再看下去。
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例6：
 加害者に手厚い現行の諸制度は、人の命よりも車（イコール企業）を重んじる社会だとの筆者の主張には説得力がある
 と私は思っていた。




ところが
 少なからぬ学生の反応は予想をしないもの
 だった。「加害者がかわいそうだ」と言うのである。（2003年　一級問題から）


本例中，虽然我认为「筆者」
 的主张很有说服力，但很多学生的反应却出乎我的意料。
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 对比选择型

通过后段叙述与前段内容相反的内容，来突出差异。对比意义上接近转折，但对比型的前后两段多为并列关系。

常用的标志有：それに対して·～と比べて·一方～他方～·それとも·その代わりに·というよりは·あるいは。



例7：
 他人に与える影響力には、魔法のように目を見張るものがある。つまり相手は
 すぐに、ああ、この人は自分を理解してくれている、と敏感に感じとってくれるようになる。




一方
 、働きかけた当人
 にも同じように不思議な影響力があらわれる。



（アーノルド·ベネットの文章）


这里将受他人影响的人「相手」
 和影响他人的人「働きかけた当人」
 的受影响的情况进行对比。
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 并列递进型

在前段内容的基础上，再增添相同或相近的内容，或表示并列的关系。

常见的标志有：また·そして·それに·あるいは·～も·ともに·と同時に·さらに·そのうえ·しかも·のみならず·それに加えて·まして·もう一つ·それどころか。



例8：
 ここに一枚の紙があるとする。ただの一枚として見過こすのが普通である。しかし、これに何か絵が描いてあるか印刷してあるかすれば目にとまる
 。




そして、
 その絵が美しいものであれば眺めることにもなる
 。（町田誠之「和紙つれづれ草」から）
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 因果展开型

将前面内容作为原因，叙述产生的结果，或者描述前面内容的后续展开。这种类型问题作为考试的常见问题之一，需要大家特别加以注意。

常见的标志有：したがって·だから·ために·ゆえに·それゆえ·～すれば·すると·そこで·結局。



例9：
 電車やバスなどの公共交通機関の中では、携帯電話の使用の禁止を呼びかけている。心臓のペースメーカーに悪い影響を与えるからと呼びかけているが、禁止についての明確な理由はあまり説得力がない
 ようだ。




結局
 、多くの携帯電話使用者は、電話による会話ではなく、メールを使うようになった
 。（2009年第2回　一級試験問題から）


作者认为由于对在公共交通内禁止使用手机的理由（对心脏起搏器有不好的影响）没有做出明确的解释，所以导致了很多的使用者产生误解，只是不用手机打电话，却仍然使用手机发送短信（依然没有消除手机对心脏起搏器的影响）。
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例10：
 この忘れるということは、日常生活ではいろいろの不便を生ずるために、われわれはいつもなるべく忘れまいと心掛けている
 。




したがって
 、忘却のもっている積極的意義をとりたてて反省することはきわめてすくない
 と言ってよい。（外山滋比古　『読者の世界』から）


作者提出由于遗忘会在日常生活中造成种种不便，所以我们努力保持不去遗忘，但也因此很少反省遗忘所具有的积极意义。
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 补充说明型

对前文论述不足的事项进行补充或引申出作者自己的观点。

常见的标志有：なぜなら·～から·というのは·ただし·なお·もちろん·むろん·確かに·のだ（のです·のである）。



例11：
 読書とは、本を買うことである。（中略）



せっかく買ったんだからと、つまらないのを我慢して読みつづける必要はない。
 自分の判断を信じて、すぐに放り出せばいい。




もちろん
 、数多い本の中には、すぐには面白さの伝わりにくいものもある
 。（2002年　一級問題から）


作者认为对于购买的无聊的书籍没有必要忍着去读完，但是同时也对无聊的书籍的认定进行补充说明，不包括其中一些需要深入阅读才能明白其中意义的书籍。
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例12：
 企業が新卒者を採用するときに指定校制度というものがある。（中略）これらを要約すれば、企業にとっては合理的かつ選択のリスクが小さい制度
 なのである。




ただし
 、ここで指定校制度の合理性を指摘することによって、「受験戦争」を肯定する気はない
 。（2001年　一級問題から）


作者评价企业指定毕业生的毕业学校进行录用的制度对企业而言是合理并且降低企业用人风险的制度。但同时对于这种评价做出补充说明，并不认同这种制度下带来的升学考试竞争。
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 阐释示例型

对前文的内容换个说法或角度进行概括、阐释或举例说明。在读解中，阐释后的部分通常是体现了作者的主张和观点的重要部分，并常伴随表示强调和说明的“のだ”。
 需要重点关注。

常见的标志有：つまり·すなわち·要するに·たとえば·言い換えれば·いわば·というよりも·むしろ·いずれにしても·このように。



例13：
 第一印象は決定的だ。（中略）




すなわち
 、第一印象によって形成された先入観ないしは偏見という色眼鏡ですべてが見られてしまうのだ
 。（2001年　一級問題から）


作者先阐述第一印象具备决定性的效果，然后对其具体内容进行解释。
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例14：
 ほとんどの老人が実際の年齢より若いということは論理的におかしな話で、それなら、実際の年齢通りに老けている老人のほうが例外だということになってしまう。（中略）




老人がそう思っているのが希望的な観測に過ぎないことは明らかで、自分の状態よりさらに老けている状態を勝手に「年齢相応」と決め込み、それと自分を比較しているに過ぎない。





つまり
 、老人になればなるほど自分は若いと思いたがるだけで、したがってこのことから当人の老化の程度を判定できるのではないかと私は考えている
 。（1994年　一級問題から）


首先，针对有些老人认为自己比实际年龄年轻的问题，作者的观点认为这其实是老人们自认为比自己目前状态更老的状态才是符合自己实际年龄的状态，然后自欺欺人地通过将这种想象中的状态和自己的目前状态进行比较之后得出的错误结论。

然后，作者对这个问题从另一个角度进行阐释，认为年纪越大的人就越容易认为自己比实际年龄年轻，据此可以衡量老化程度。
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 统分汇总型

后段用不同的事例对前段内容的详细说明，或者后段是对前段的整体说明。常见的标志有：例えば·第一·第二。



例15：
 
二つの理由で
 、「図形の論証」のような難解な教材がカリキュラムに組み入れられるのも止むを得ないし、（中略）




第一に
 、教材は現在の社会の現実にだけ合わせるべきものではなく、（中略）




第二には
 文化とは何か？ということと深く関係がある。（1993年　一級問題から）


作者针对文中提到的两个理由，进行具体的阐述。
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例16：
 
姉
 の名は花子という。




妹
 の名は泰子という。




二人は
 、双子である。


作者针对前文提到的两个事实的关系进行整体的概括。
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 练习：阅读文章，指出划线部分与上文的意义关系。

（1）給与には外的報酬と内的報酬の二つがある
 。




外的報酬とは
 給与そのものやインセンティブといったお金として受け取れるものである。



それに対して、内的報酬とは
 、給与の額には表れないが、その仕事を通して得られる満足の報酬といったものである。（2010年第1回　一級問題から）






（2）昔の女性が我慢していたのは、経済力がなくて夫に養われているという意識があったからだろう。今は、仕事を持ったりパートタイムで働いたりして、ちゃんと収入をえられるようになった。しかも、亭主が汗水たらして働いていても、たいして高い給料をもらっているわけではないのだという現実もわかってくる
 。（2008年　一級問題から）






（3）集団内では、もののやりとりなどの際にも、ふつうあいさつはいらないのである。たとえば、インドでは家族や友人のあいだではふつう感謝の表現はおこなわれない。
 （2002年　一級問題から）






（4）好悪の理由を言語化することは叶わぬ試みなのだ。




では、言葉を話せない乳児は「いい人」と「悪い人」を区別できるのだろうか。
 （2009年第1回　一級問題から）






（5）解決には科学者だけではなく、科学を専門としない人の参画もひつようである。「社会のなかの、社会のための科学」という認識に基づいた科学を専門とする人の行動が必要とされている。一方、市民の側も、専門家に任せず、科学の素養に基づき、自ら、適切な判断や選択をする必要がある
 。（2009年第1回　一級問題から）






（6）次々に欲望を満たしていく行為は、先ほど述べたとおり、欲望の対象を減らしていく行為なのだ。したがって、最終的には、「金で満たせない欲望」に直面し、それこそが自己の根源的な欲望であったと知ることになる
 。（2009年第2回　一級問題から）






（7）何かを伝える文章は、まずロジカルでなければならない。しかし、ロジックには内容（コンテンツ）がともなわなければならない。
 （2001年　一級問題から）






（8）クリーンは長い出産への立会いを終えて病院から帰宅する道で、乳母車を押して歩いている女性に出会い、「お子さんはおいくつですか」と尋ね、「15ヶ月になります」
 とその女性と親しく会話を交わしたことを述べ、（後略）。（1999年　一級問題から）






（9）人間の脳は、“誰かに受け入れられる”という前提のもとに、活発に働くということであった。受け入れられるというのは、どういうことかというと、これはとりもなおさず愛されるということである。ようするに愛し、愛されるという刺激がなければ、人間の脳は活発に働かないし、創造性も高まらないのである。
 （2000年　一級問題から）



第二部　题型篇





引言

在大家了解了文章读解的基础知识后，接下来我们将分析读解考试的常见题型。并针对这些题型提供一些常用的解题技巧。

首先，读解考试全部是四选一的选择题。选项本身不是为了让大家选出正确答案而设计的，多数都是出题者为干扰读者而设计的陷阱。陷阱设计得是否巧妙，也是出题者水平高低的体现。

在平时训练时，除了理解正确选项的意义之外，还要能看破出题者设计的陷阱。

如下图所示，要防止自己陷入出题者的陷阱，找出正确的答案，关键要准确地从文章中
 找出判断答案正确的理由（证据）。一定要避免以个人的主观猜想，盲目作答。

[image: alt]


做选择题的方法有两种：

1）速答法

在查看选项之前，已经从文章中找出了充分的证据，只要从选项中选择符合自己想法的选项。

2）排查法

对选项逐个排查，然后选择出答案。

一般而言，“速答法”是避免陷入出题者陷阱的最佳方法，因为在看选项之前大家的心中已经有了明确的答案，干扰性选项已经排除在考虑范围之外。

应用“速答法”的典型就是接下来第一节的“指示词类问题”，在阅读过程当中，对于指示词的所指内容如果能了然于胸的话，干扰选项基本无法构成威胁。

随着能力考试的难度的提升，目前很多时候我们只能采用“排查法”。而“排查法”中也存在两个方法：

1）排除法

排除明显与文章内容相反的，或者和问题无关的选项。

2）查据法

从待选的选项中选择根据最充分的选项。

通常在简单的问题中，我们会应用“排除法”排除明显错误的答案，在排除后，仍有多个候选答案时，很多人会接着运用排除法，接着找剩余答案的瑕疵，以继续排除错误选项。但是这时多数情况下会很难进行，因为在挑过一遍错误的选项中再去挑错的困难会更大，耗时也会更多。

其实，当用“排除法”排除掉部分选项后，大可应用“查据法”，变被动为主动。

应用“排查法”来排查选项时，选项可以分为三类：
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要注意的就是，当问题是要求选择与文章内容不符的选项时，“依据文章可判断为错的选项”就是正确选项。而“文章中未涉及的内容”的选项总是为错。可以首先排除。

对于常见错误选项的具体的判别方法，有以下几种：
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在实际解题当中，可以根据下列流程来进行：
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第4课　指示词「こ·そ·あ
 」等所指示的内容

指示词的问题属于读解考试中最常见的题型，考试中常见的指示词可以分为三大类。
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1）定语性指示词

常出题的有：この（その·あの）、こんな（そんな）、こうした（そうした）、こういう（そういう）、このような
 等。

该类指示词不能单独使用、必须后续名词。主要是对后续名词起到限定作用。所谓限定，简单来说就是从一个大类中，根据条件分出一个子类。如对于“字典”这个大类，如果使用限定成分“上周买的”，那么就如图所示，从“字典”这个大类中分出了个子类“上周买的字典”。再如针对“山”这个大类，提出“海拔1500米以上的山”，就从“山”这个大类中分出了“海拔1500米以上的山”这个子类。

2）代词性指示词

常出题的有：これ（それ）、こちら（そちら）
 等。

在句中用作名词。

3）副词性指示词

常出题的有：こう（そう）、このように（そのように）、それでは
 等。

用法上等同副词，对动作的样态等进行修饰。

指示词的考题主要考察的是指示词具体所指的内容。

指示词具体所指的内容是同指示词的用法紧密联系的。

指示词有两种用法：

第一、“简洁式指示”，为了实现表达上的简洁，避免重复同样的内容，用指示词来取代前文已经出现过的内容。如：（___
 部分为指示词，部分为具体所指的内容。）


例1：
 
母親は、どの子供も同じように育てているつもりである
 。しかし、子供にはそのこと
 がわからないので、…。


这种情况最常见。原则上指示内容位于指示词之前，并且当符合条件的指示内容有多个时，原则上以最接近指示词的为准（近邻原则）。

因为指示词的指示范围不限、可以是单词、短句，甚至是几个段落。有时我们无法从文中找到贴切的部分，这就需要行补充和概括，甚至需要我们从文章中进行推测（概括补充原则）。对此也无需担心，多数情况下，我们可以从问题的选项中获得已经补充或者概括好的信息，从而选择出答案。另外，当我们的分析或答题选项中存在指示词时，还要明确该指示词的所指内容。

第二、“预告式指示”，用指示词预告后文将出现的具体内容。这类用法多具有“未见其人、先闻其声；先问其事，未闻其详”的引发关注的修辞效果。如：


例2：
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 简洁式指示

在分析指示词时，重点是学会根据指示词类型，对其承接的前文的信息内容进行分析，例如：

1）使用定语性指示词时

此类问题的数量最多，所以应重点掌握。


例3：
 先週ついに辞書を買った。その辞書は…


由于指示词对后续名词起到限定作用，所以只要找到前文对字典进行了限定性描述的相关部分（先週ついに～買った）
 ，然后重新组织为“先週ついに買った”（辞書）
 即可。

在遇到定语性指示词的问题时，后续名词所属的“类”是一个非常重要的概念，要在前文中找到与后续名词同类的名词或内容后，再去寻找相关的限定性描述（后续名词“类”原则）。
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 例题1



大学の講義やゼミナールの場を通し、折にふれ、私は学生諸君に向かって、「せっかく大学に入ったのだから、ひとつでも多く知的感動を味わい、学問を楽しんでほしい」と語りかけている。



しかし、現状を見ていると――もとより私の力不足もあろうが——残念ながら、こうしたメッセージ
 が若い諸君に十分、伝わっているとは言いがたい。



【問】「こうしたメッセージ
 」とあるが、どんなメッセージか。


1　大学に入ったのだから、学問上の面白さを知ってほしい。


2　大学に入ったのだから、学問とは別の楽しみも見つけてほしい。


3　大学での学業をおろそかにしないで、高い学力を身に付けてほしい。


4　大学卒業のために必要な単位をとり、自分の希望をかなえてほしい。



（2002年　一級問題から）



【解析】


（1）首先找到后续名词为「メッセージ」
 （信息）。前文中虽然没有出现相同的名词，根据“类原则”要找同「メッセージ」
 意义上同类或相近的部分，因为「メッセージ」
 （信息）词义本身包含内容性和可传达性，所以判定为「語りかけている」
 的内容部分「せっかく…学問を楽しんでほしい」
 。

（2）观察选项，寻找答案。去掉选项中相同的部分「～てほしい」
 ，简化为：

1　学問上の面白さ


2　学問とは別の楽しみ


3　高い学力


4　自分の希望


（3）观察原文，比对选项：原文「学問を楽しむ」＝1「学問上の面白み」


（4）选出答案1。
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 例题2



赤ちゃんの手のひらを強く押すと口が開く、などというのも、隠れたシステムである。これは手と口が密接な情報関係を持っていたことを暗示する例で、大人になるにつれて、この関係
 が鈍化する。



【問】「この関係
 」とあるが、何を指しているのか。


1　赤ちゃんの、緊張することと口がかわくこととの関係。


2　大人の、緊張することと手に汗をかくこととの関係。


3　大人の手と赤ちゃんの口が情報を伝え合う関係。


4　赤ちゃんの手と口が情報を伝え合う関係。



（2001年　一級問題から）



【解析】


（1）首先分析后续名词为「関係」
 。寻找前文中相同的名词，发现「これは手と口が密接な情報関係
 」
 。但由于包含避免重复的代词性指示词「これ」
 ，所以还要进一步寻找它的所指内容，代词性指示词通常可以考虑为（“限定成分”＋名词），首先看到本句为「これは…暗示する例で」
 、可以看出作者将「これ」
 定义为「暗示する例」
 ，即「これ＝暗示する例」
 ，可知「これ」
 是一个具体的事例，然后向前文寻找具有事例性的内容，发现「赤ちゃんの…などという」
 。

（2）观察选项，寻找答案。筛除选项中相同的部分，简化为：

1　「赤ちゃん」の「緊張」と「口」＋「かわく」


2　「大人」の「緊張」と「口」＋「かわく」


3　「大人と赤ちゃん」の「口」＋「情報」


4　「赤ちゃん」の「手」と「口」＋「情報」


（3）观察原文，比对选项：原文「これは（赤ちゃん）、手と口、情報」＝4「赤ちゃん、手、口、情報」


（4）选出答案4。
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 例题3



西欧から輸入した経済学などの社会科学も、専門家は今までその内容をほとんど疑うこともせず、またそれを使って日本社会を論じてもきたが、そうした態度
 を改める必要も生じてくる。



【問】「そうした態度
 」とあるが、どのような態度か。


1　日本にない考え方を探してそれを紹介するのが専門家だとみなす態度。


2　外国に理想を求めずに日本独自の考えを作り出そうとする態度。


3　文化の異なる国の考えをそのまま日本社会に適用して論じる態度。


4　文化が経済に影響することを理論的に証明しようとする態度。



（2006年　一級問題から）



【解析】


（1）首先分析后续名词为「態度」
 。但是寻找前文没有发现相类似的名词，根据“类原则”，我们要寻找与其同类的表达方式，发现文中能算上表示态度的为「ほとんど疑うこともせず」
 （基本上不加怀疑），然后重点理解这句意义为“对于从欧洲引进的经济学等社会科学，专家（因为是引进，所以非欧洲＝日本的专家）们对于其内容基本上不加怀疑，而且直接就用于讨论日本社会”。

（2）观察选项，寻找答案。筛除选项中相同的部分，简化为：

1　専門家＝日本にない考え方を紹介


2　日本独自のものを作り出す


3　文化の異なる国の考え方、そのまま、日本社会に適用、論じる


4　「文化[image: alt]
 経済」を証明しよう


（3）观察原文，比对选项：原文和选项，文化の異なる国（＝西欧）の考え方（＝社会科学）、そのまま（＝疑うこともせず）、日本社会に適用（＝使って）、論じる（＝論じてきた）


（4）选出答案3。





2）使用代词性指示词时

因为是名词，所以通常都具有内容意义或实体意义。重点是能根据前文所述的事情，适时加入「こと」
 ，对内容进行事件化或实体化来补充出完整的意义（实体化原则）。
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 例题4



日本語の大きな特徴には、母音が多いと言うこといがいに、唇をあまり使わずに、口の奥で構音する（言葉を作る）と言う点もある。つまり、口元を動かさずに、喉で言葉をつくっている感じだ。だから、日本語をしゃべっていると、能面とかポーカーフェイスと言われる無表情な顔になる。外国人にとって、これが
 すごく不気味に思えるらしい。



【問】「これ
 」とあるが、何のことか。


1　母音が多いこと。


2　表情を変えずに話すこと。


3　喉から音が出てくること。


4　発音のしかたが違うこと。



（2004年　一級問題から）



【解析】


（1）根据指示词的“近邻原则”，首先从前文找到指代的名词内容为「無表情な顔になること」。


（2）观察选项，寻找答案。选择选项与原文相近的：


「無表情＝表情を変えずに」


（3）选出答案2。
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 例题5



成功した企業は規模拡大に突き進み、関心は自社の時価総額に移ってくる。そして、収益につながらない研究部門や向上を軽視し、経営効率を求め規模拡大の路線をひた走るようになり、これ
 と引き換えに、徐々にではあるが未来への夢とロマンが失われていく。



【問】「これ
 」とは、何を指すか。


1　経営効率のために求められる企業の規模拡大


2　成功した企業が関心を寄せる自社の時価総額


3　技術開発のために欠かせない管理技術の向上


4　市場での企業間のシェア争いによる価格競争。



（2009年第1回　一級問題から）



【解析】


（1）根据指示词的“近邻原则”，首先从前文找到指代的名词内容为「経営効率を求め規模拡大の路線をひた走るようになること」。


（2）观察选项，寻找答案。选择选项与原文相近的：

（3）选出答案1。





3）使用副词性指示词时

此类问题出题不多，通常是指代副词性成分。也有如「それに」
 （递进）、「それでは」
 （话题展开）、「こうして」「このように」
 （事情经过或综述）、「そう」
 （认可和赞同）、「それなら」
 （将前述内容作为前提条件）等，可以指前面段落的整体内容。
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 例题6



明治以降の近代化の過程も、価値観を多様化するというよりは、大きな国家目標に従って、価値観をひとつにまとめる方向が重視され、教育も社会制度も、そのように
 プログラミングされてきた。



【問】「そのように
 」とあるが、どのような意味か。


1　個人が生き方を選択できるように


2　誰もが同じような表現能力を持てるように


3　存在する異なった価値観が共存するように


4　国家の目標に合う価値観にまとまるように。



（2009年第1回　一級問題から）



【解析】


（1）先根据指示词的“近邻原则”，再根据指示词属于副词性的性质，从前文找到的内容为「大きな国家目標に従って、価値観をひとつにまとめる方向が重視され」。


（2）观察选项，寻找答案。选择选项与原文相近的：


「国家目標に従って＝国家目標に合う」、「価値観がひとつにまとめる方向が重視され＝価値観にまとまる」


（3）选出答案4。
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 预告式指示

预告式指示也适用于“近邻原则”，即指示的内容出现在靠近指示词之后的部分。之前讲过，预告式的指示在表达上的意义就是先吸引读者的关注，然后再对内容进行说明。首先，该类指示多用于引用出场人物的话语，在修辞上有“未见其人，先闻其声”的倒置效果；其次就是指示词所指示的内容，通常都是说话人或作者要强调其与众不同之处或者花大量篇幅来做重点解释的，在内容上属于重要部分。

同简洁式指示相比，预告式指示出题不多，但题目难度较大，要仔细分析。
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 例题7



ぼくたち、とりわけ明子は、親に似すぎている娘のそういう傾向
 をなんとか食いとめ、逆転すべく、必死だった。だれでもいい、友達がほしい。こういう切実な思いは、弟の方の充実した遊び世界の興奮を一方で目の当たりにしている親にしてみれば、実現不可能であるはずのないことに思える。が、よその子を親が呼びに行くのも、娘をつれて友だちを探しに行くのも不自然だ。親にできることは、祈る思いで周辺の子供たちに気を配ることしかなかった。



【問】「そういう傾向
 」とはどのような傾向と考えられるか。


1　感受性が鋭すぎて、仲良くできる友だちが限られてしまう傾向


2　他人に気を使い、友だちが増えるような工夫をあれこれ考える傾向


3　社交的に振舞えず、自ら友だちをつくろうとすることができない傾向


4　友だちがいないことで解放感を抱いて、好きなように振舞う傾向。



（2009年第1回　一級問題から）



【解析】


（1）本题出现在文章开始部分，在使用“近邻原则”之前，先请大家回忆我们基础篇讲过的“报告、推断和评价”，根据作者的用词“食いとめ（阻止）、逆転すべく
 （要逆转）”等来判断，此处属于作者的评价，即认为女儿的「そういう傾向」
 是不能任其发展的一种倾向。再根据“近邻原则”发现，这之后一句“だれでもいい、友だちがほしい”，
 这也是作者表达自己的感情，就是“想要朋友，朋友是谁都不要紧”。综合这两句的评价关系，是属于对立关系，即前一句表达的是作者想要在现实中阻止的一种倾向，而后一句则表达作者想要在理想中实现的一种状态，即作者通过这样的强烈对比关系来强调出自己的愿望。综上来简单考虑，「そういう傾向」
 就是指这样一种现实状态“誰とも、友だちができない”。
 （如果能再进一步阅读后面的文章部分，理解起来就更容易。如：从父母来看，这种殷切的期望（找到朋友的期望），并不是不可能实现的（现实中却是没有实现的）。

（2）观察选项，寻找答案。选择选项与原文相近的：


「友だちができない」＝「自ら友だちをつくろうとすることができない」


（3）选出答案3。
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 练习：阅读下列文章，回答问题。

（1）日本人は、水をめぐって古くから争ってきた。日本は比較的に雨が多い国なので、水には不自由していないはずである。しかし、日本の川は流れが速くて利用が難しく、地下水がでるところも限られているため、水を得るには大きな苦労が必要であった。水がないために、米はもちろん、作物さえもほとんど作れない地方もあったのである。この事情は、基本的には現在も変わっていない
 。大きな川がない市や町では、隣の市や町に、金を払って水道の水を分けてもらっている。



（2000年　2級問題から）



【問】「この事情は、現在も変わっていない」とあるが、この事情とはどのようなことか。


1　水を得るためにしばしば争いが起きるということ


2　日本は雨が多い国なので水が豊かであるということ


3　水を手に入れるのは簡単なことではないということ


4　水が不足していて米や作物が作れないということ






（2）たしか寺田寅彦であったろうか、花火のなかには「序·破·急」のリズムがある、と書いた随筆家があった。始めはゆっくりと動きを起こし、なかほど激しく開花すると、やがて暗闇にむかって永遠に消えて行く。この三段の生成のリズムは、古くから日本の伝統的な芸術の骨格をかたちづくって来た。能の大成者、世阿彌によれば、この「序·破·急」は水の流れにも鳥の鳴く音にも認められる。舞や歌はもちろんのこと、とんとひと踏みする足音のなかにも、この日本的なリズムが働いているという。



始めがあり、中があり、終りがあり、それが整然たるリズムに乗って展開するとき、われわれはものごとが「完結」したという印象を受ける。変化のなかにはっきりした段落があり、その段落
 が互いに響きあっているときに変化は全体としてまとまりを見せる。よく訓練された徒手体操が美しいのは、それが変化のなかに「完結」しているからであり、隙のない「序·破·急」のリズムに貫かれているからである



（山崎正和「渾沌からの表現」から）



【問】「その段落
 」とあるが、「その」は何を指すのか。


1　花火


2　日本の伝統的な芸術


3　序·破·急


4　完結した印象






（3）現代人の多くは、めぐまれた境遇にいる時は、その幸福は自分でつかんだものと思い、逆境に落ちると、自分は運が悪かったと考えます。しかし、大切なのは、その反対に考える
 ことでしょう。



（中村光夫「幸福について」から）



【問】「その反対に考える
 」とあるが、「その反対」とはどういうことか。


1　めぐまれた境遇にいる時は、その幸福は自分で獲得したもので、逆境に落ちたら、自分は運が強いこと


2　めぐまれた境遇にいる時は、その幸福は他人の力によるもので、逆境に落ちたら、自分は努力が足りなかったこと


3　めぐまれた境遇にいる時は、その幸福は他人の力によるもので、逆境に落ちたら、自分は天才であること


4　めぐまれた境遇にいる時は、その幸福は偶然ではないもので、逆境に落ちたら、自分は幸運なのだということ






（4）人生の味わいも、この能力
 を生かせばずっと違ったものになるだろう。



それが他人に与える影響力には、魔法のように目を見張るものがある。つまり相手はすぐに、ああ、この人は自分を理解してくれている、と敏感に感じとってくれるようになる。



一方、働きかけた当人にも同じように不思議な影響力があらわれる。ある人を理解し、その境遇や希望や悩みを自分のものと感じられるようになると、その人のよさがしみじみとわかってきて、相手に好意を持つようになるのである。あなたがその人になりきれたからこそ好きになったのである。その人の言い分に耳を傾けてやれるし、真っ正面から攻撃するかわりに、やんわりと忠告してやれる。その人が、自分でもどこにいるのかわからずに途方に暮れているとき、あなたは安全な避難場所をつくっておいてやる。



その人は、そこで待ち受けているあなたの姿を見てほっとする。その人の人生の悩みは軽減されることになる。



では、どうすればこの能力
 を養うことができるだろうか。それは相手についていろいろ自問自答してみればいいのである。「この人が、いま一番してもらいたいのは何だろう。なんだって今日はふさぎこんでいるのだろう。なぜあんなにはしゃいでいるのかな。心配事は何なのだろう。こっちのことをどう思っているのかな。どうしてぼんやりしているのだろう。もし自分がこの人の立場だったら、どんな気持ちだろう。」




この能力
 は筋肉と同じように、発達もし、萎縮もするのだ。



【問】三つの「この能力
 」とあるが、「この能力」はどんな能力か。


1　他人を理解できる能力。


2　他人に影響を与えられる能力


3　相手の好意を感じられる能力


4　他人の悩みを軽減できる能力


第5课　主张和观点

作者在文章中的主张和对某事的观点在读解考试中历来都是重中之重。这基于两个方面，第一是出题量大，第二是答错率高。

要提高这部分的正确率，根本的解决方法就是对文章的全面理解。如果能熟练应用以下技巧，将在实际中起到事半功倍的效果。

在考试中要想做到万无一失，首先要了解常见的日语文章结构：
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1）总分型

文章先提出论点和结论，然后就论点说明和举例。也称为演绎型。


例1：
 ペンギンは鳥の仲間であろう。何故なら、翼があり、卵を産み、空ではなく、水の中を飛ぶからだ。


2）分总型

先陈述事例和有关事例的说明，之后总结出论点。也称为归纳型


例2：
 ペンギンは鳥と同じように翼がある。卵も産めるし、空ではなく、水の中を飛べる。だから、ペンギンは鳥の仲間であろう。


3）总分总型

先提出论点，然后举例和说明，最后再次强调论点。


例3：
 ペンギンは鳥に似ている。何故なら、翼もあり、卵を産み、空ではなく、水の中を飛ぶからだ。ペンギンは鳥の仲間であろう。


4）起承转结型

先提出事例，接着展开事例，然后举出反例或补充，最后总结出论点。


例4：
 ペンギンは翼がある。卵も産める。空を飛べないが、しかし、水の中を飛べる。だから、ペンギンは鳥の仲間である。


了解文章结构后，要进一步分析句间和段落间的关系，如下图所示，诸如对于从抽象观点转入具体事例的段落，进行结构上的划分。在平时练习时，要养成将文章结构转换成可视的图形的习惯。
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在绘制可视化图形时，主要原则是便于大家自己的理解，所以使用的方法和符号可根据自身习惯来制定，不必要求所有人都一致。如：


例5：
 ①「コミュニケーション」という言葉はふつう、双方がメッセージを伝え合うこと、②あるいは意思を疎通させること、といった意味合いで用いられているが、③これはじっさいのコミュニケーションの全体像をとらえてはいない。④たとえば、黙して何も語らないこともコミュニケーションの行為であり、⑤また視線の動きやちょっとしたしぐさだけでも、⑥十分にコミュニケーションは成立する。（2010年第1回　一級問題から）
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其次，熟知作者通过推断和评价来表达主张和意见的手法。

[image: alt]



一、连词：作者的意见位于连词的前后


1．当出现概括性连词（「要するに」、「つまり」、「言い換えれば」等）
 和因果性连词（「そこで」、「だから」、「したがって」等）
 时，作者的意见通常位于连词之后。

2．当使用理由性连词（「なぜなら」、「というのは」）
 时，作者的意见位于连词之前。

3．当出现「確かに～が、（しかし）；～と思う人がいるかもしれないが、しかし」
 等让步表达时，「～」
 部分表示的是一般事实，而非作者的意见。作者的意见位于「が」
 之后。另外，对于「しかし」
 引导的偏正结构的转折句，「しかし」
 之前是叙述的前提，重要的部分（结论等）位于「しかし」
 之后。

此外，对于举例性质的表达：

4．「このように、こうして」
 等连词的前面表示事例，不是文章的主张。

5．「たとえば、～で言えば」
 等后续的部分，通常都是事例，而非意见。


二、句型和惯用表达：表示作者的评价和主张的句型和惯用表达


1．直接表达型：「べきだ」、「なければならない/なくてはいけない」、「～たいものである」、「～こそ～である」、「以外は考えられない」。


2．间接表达型：

使用疑问方式表示否定意见：


「～だろうか＝～ではない！」、「だれが～するだろう＝だれも～しない！」、「なんのために～だろう＝なんのためでも～ない」


使用疑问方式表示肯定意见：


「～ではなかろうか」、「～ようではないか」、「問題ではないか＝問題だ」、「～と言わざるを得ない」



三、表达情绪的词语和句型


1．感情形容词：「たい·てもらいたい」、「ほしい·てほしい」、「いい」


2．虚拟语气的句型：「したかった」、「するつもりだった」、「～ば（·たら）～のに」、「～たものを」


3．副词表达：「さすが」、「せめて」、「どうせ」、「むしろ」、「なにより」



四、文章末尾句


通常文章的第一句多是为了引起读者的兴趣，而末尾是作者表达自己的主张和建议的最常见的位置。

第三，设问也好，作者在文章中的观点也好，通常会包含文章中频繁出现的关键词，要重视与关键词意义相近（相对比）的表达方式。特别是对比性的概念和表达，经常用来从反面来说明作者的观点，应该特别加以注意。
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 例题1



調べることと書くことは、もっぱら私のようなジャーナリストにだけ必要とされる能力ではなく、現代社会においては、ほとんどあらゆる知的職業において、一生の間必要とされる能力である。ジャーナリストであろうと、官僚であろうと、ビジネスマンであろうと、研究職、法律職、教育職などの知的労働者であろうと、大学を出てからつくたいていの職業生活のかなりの部分が、調べることと書くことに費やされるはずである。近代社会は、あらゆる側面において、基本的に文書化されることで組織されているからである。



「人を動かし、組織を動かし、社会を動かそうと思うなら、①いい文章
 が書けなければならない。いい文章とは、名文ということではない。うまい文章でなくてもよいが、達意の文章でなければならない。文章を書くということは、何かを伝えたいということである。自分が伝えたいことが、その文章を読む人に伝わらなければ何もならない。



（後略）



【問】①「いい文章」とあるが、筆者はそれをどのようなものと考えているか。


1　調べることと書くことに時間を費やした文章


2　人々を感動させて社会を動かそうとする文章


3　自分が伝えたいことが相手に十分伝わる文章


4　小説家が書くような豊かな内容の文章



（2001年　一級問題から）







【解析】


（1）首先观察问题，发现问题为「いい文章」
 ，要从文章中找出同义的关键词和作者对此关键词的见解和看法。

（2）找到「いい文章≠名文≠うまい文章＝達意の文章＝自分が伝えたいことがその文章を読む人に伝わなければ何にもならない」
 。注意「なければ何にもならない」
 这种直接表示作者观点的句式。

（3）观察选项：

1　文章开始虽然涉及这部分内容，但不属于设问的范围。

2　这是「いい文章」
 将发挥的作用，不属于「文章」本身。

3　「自分が伝えたいこと、相手（＝その文章を読む人）に伝わらなければ何にもならない＝達意」


4　文章未涉及的内容。

（4）选出答案3。
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 例题2



「日本型の食事は健康によい」とよく言われますが、その理由の一つは、ごはんなどの糖質からとるエネルギーの割合が高いということが挙げられます。



（中略）



主食を減らすと、おかずで脂肪をたくさんとることになり、結果的に摂取するエネルギーを増やすことになります。また、糖質のとり方が少ないと、体の中で脂肪がうまく燃焼できません。



肉類の多い欧米型の食事の欠点は、「動物性脂肪のとりすぎによる脂肪過多にある。」といわれますが、裏を返せば「糖質が少なすぎる」ということです。



【問】筆者の言う日本型の食事のよい点とは何か。


1　おかずに含まれている糖質から、エネルギーが十分とれること


2　主食よりもおかずから摂取するエネルギーが多いこと


3　糖質が少ないので、体の中で脂肪が燃焼できること


4　米などの糖質からエネルギーが十分とれること



（2003年　一級問題から）







【解析】


（1）首先观察问题，发现问题为「日本型の食事のよい点」，
 要从文章中找出同义的关键词。

（2）观察文章结构，本篇文章首先就提出观点「日本型の食事は健康によい」
 ，然后提出理由「ご飯などの糖質からとるエネルギーの割合が高い（＝日本型の食事のよい点）」
 （从米饭等糖类摄取的能量比例高）。

（3）第二段是对比说明。说明如果削减「主食（＝ごはん）」
 就会导致从菜肴中摄取大量脂肪，结果导致摄取能量的增加，而且糖分过少会让脂肪无法充分燃烧。

（4）第三段是总结，说明与日本相对比，以吃「肉類＝（おかず）」
 居多的欧美饮食的缺点就是「動物性脂肪（＝肉類＝おかず）のとりすぎによる脂肪過多」＝よくない点。


（5）观察选项：

1　与文章观点相矛盾。

2　与文章观点相矛盾。

3　与文章观点相矛盾。文章中是“糖分太少是无法充分燃烧脂肪的”。

4　「米＝（ご飯＝主食）」、十分とれること＝割合が高い。


（6）选出答案4。
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 例题3



私は学生たちに時間の活用法について、「テレビを見ているときコマーシャルの間に大急ぎで何かやる、あの瞬発力を思い出せ」と教えている。30秒か1分の間にトイレに駆け込んだり、冷蔵庫を開けて何か食べ物を取り出したり、われわれは敏捷に行動する。あの要領で物事を処理すれば、相当沢山の仕事ができるものなのだ。また、頭をそういう風に使うことによって、錆びつきがちな脳に刺激を与えるよすが（注1）にもなる。



それをもう少し延長して5分間仕事をいつも幾つか持っていることも大事だ。馴れれば人を待つ5分間で葉書1枚くらい書くことができる。手帳を開いてスケジュールのチェックをしたり、ショッピングリストを作ったり、いろいろなことが5分間で果たせる。だいたい、そういうハンパな時間は雑草のようなもので、気がつかないうちに、はびこってしまう（注2）。（中略）無駄なく使えば、それだけ人生は豊かになる。



（注1）よすが：助け



（注2）はびこる：いっぱいに広がる



【問】人生を豊かにするために、筆者が勧める時間の使いかたはどれか。


1　少しでも時間が空いたら、小さな仕事を片付けるようにする。


2　脳の刺激になるように、沢山の仕事を一度に集中して行う。


3　大切な仕事は、あまりあせってしないで、慎重に処理する。


4　忙しい人生の中、ハンパな時間ぐらいはゆっくりすごす。



（2004年　一級問題から）



【解析】


（1）首先观察问题，发现问题为「時間の使い方」
 ，要从文章中找出同义的关键词。

（2）观察文章结构，本篇文章首先提出文章主题「時間の活用法（＝時間のつかい方）」
 ，然后举出看电视时有效利用插播广告的时间来做事的具体事例，接着进行初步的总结性说明「あの要領で…よすがにもなる」
 ，说明这种做法，第一可以处理很多事情，第二还有助于刺激大脑。

（3）第二段是对第一段论述的进一步拓展，首先要注意表示作者评价的词语「（5分間仕事をいつも幾つか持っていることも）大事
 。」
 ，表明作者说明利用5分钟时间处理工作的重要性。之后又是关于此观点的举例（「葉書を書く、スケジュールのチェック、ショッピングリストをつくる」）。


（4）最后一句是作者的最终结论，先是将「そういうハンパな時間（＝テレビを見ているときのコマーシャルの間＝5分間）」
 （这种零碎的时间）比喻成杂草，杂草如果不加以注意任其滋生的话，其生长势头不可小觑。相反，如果能不浪费地加以利用，则「人生は豊かになる」
 （使人生变得丰富）。

（5）观察选项：

1　少しでも時間（＝5分間＝ハンパな時間）、小さな仕事（＝5分間仕事）


2　对大脑的刺激是有效利用时间所产生的效果，不是该方法本身的内容，同时这是文章的第一段的小结论，不是最终结论。

3　文章没有涉及的内容

4　该句是说“在繁忙的人生中，至少零碎的时间是要悠闲度过的”，和文章意见相反。

（6）选出答案1。
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 例题4



人称代名詞われ
 （私）の複数はわれわれ
 （私たち）だと通常考えられている。多くの場合それでいいのだし、実際にもそういうふうに使われている。けれども、われわれ
 がいつでもわれ
 の複数といえるかとなると、そうとばかりはいえないだろう。自分を含んだ複数の人間をひとまとめにしてわれわれ
 というとき、ことわるまでもなくそのわれわれのなかで自分と他の人々とは、なんらかの意味で親和的な間柄にある。たとえばグループ、学校、会社、党派、家、国など、性格や規模こそちがえ、一つの同じ集団に属していて、心の、あるいは利害の上で互いに結びついていることが前提になっているわけだ。しかしこの場合、自分と他の人々とは、それぞれの集団の外部に対しては同一の集団に属するものとして結びつきを持っているにしても、それぞれの集団内部を考えてみれば、自分と他の人々との間柄が対立を含んでいないとはいえない
 。自分にとって近い集団から遠い集団へ、自分を含む小さな集団から大きな集団へという方向で、一般的には集団内部の自他
 の対立は大きいが、たとえ小さな身近な集団の中でも自他の対立はなくなるわけではない。それどころか、ときには近親憎悪
 と呼ばれるような、近い間柄であることがかえって激しい憎しみを相互に惹き起こすことさえあるのだ。このようなわけで、集団内部の自他の対立を問題にし出すと、われわれ
 ということは簡単に言えなくなる。もっといえば、ありえないことになる。つまり、われ
 には複数はない、そこにあるのはつねにただ自己
 と他者たち
 だ、ということになるのである。



【問】①「自分と他の人々との間柄が対立を含んでいないとはいえない
 」という筆者の考えから言えることはどれか。


1　他の集団に属する人間とは、親和的な間柄になることは難しい。


2　同じ利害で結びついていない人間同士には、対立関係が生じやすい。


3　身近な関係以外の人間には、激しい憎しみを持たないとはいえない。


4　同一の集団にいる身近な人間との間でも、親和的になるとは限らない。



（2007年　一級問題から）



【解析】


（1）首先要解析问题。本问题的实质是要对设问部分「自分と他の人々との間柄が対立を含んでいないとはいえない」
 （不能说自己和他人之间的关系中不包含对立）做出解释。同时要注意的是，设问句为双重否定，简化意义为“自己与他人的关系中包含着对立”。

（2）观察文章结构，文章在设问句前的「（…前提になっているわけだ。）しかし…」
 处可分为前后对立的两部分（前一部分是将我们看作我的复数的看法，后半部则是不把我们看作我的复数的看法），考虑到设问句出现在「しかし」
 之后，所以应从后半部分开始寻找。

（3）后句中存在「（一般的には集団内部の自他
 の対立は大きいが、たとえ小さな身近な集団の中でも自他の対立はなくなる）わけではない
 」。
 用于说明的句式，此处正是对设问句的说明。同时后续句为「それどころか…のだ」
 是表示添加的进一步说明。因此应重点理解这两句。

（4）观察选项：

1　文章未涉及其他的集团。

2　与文章内容相矛盾，注意文章谈论的不是「同じ利害で結びついていない」
 而是「利害の上で互いに結びついている（同じ集団）」


3　与文章内容相矛盾，注意文章谈论的不是「身近な関係以外」
 而是「身近な集団のなかでも」


4　「同一の集団（＝同じ集団）、身近な人間との間でも（＝近い間柄＝近親）、親和的になるとはかぎらない（＝自他の対立はなくなるわけでない＝激しい憎しみを相互に引き起こす）」


（5）选出答案4。
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 例题5



人々はよく、何か問題があると、その原因をひとつのものに代表させて集中攻撃し、それによって問題すべてが解決したかのように思い込むことがある。今その格好の例となっているのがレジ袋だ。スーパーやコンビニエンスストアでお金を払うとき、買ったものを入れてくれるビニール袋のことである。地球温暖化が進む現在、このレジ袋はごみになりやすいとして、商店は消費量を減らすことが義務付けられた。だが、そのほかのプラスチックについては何も言われない。ペットボトルも食品を包む透明なラップもジュースを飲むストローもこれまでどおりである。レジ袋を断ったひとが大量のペットボルト飲料を買っているのを見るにつけ、何のためのレジ袋規制なのか分からなくなる。



【問】筆者の言いたいことは次のどれか。


1　レジ袋規制だけを促進しても、プラスチック全体の消費量はそう減らないだろう。


2　レジ袋制規制は無駄なことであるので、すぐやめるに越したことはない。


3　レジ袋規制で他のプラスチック製品にもその効果が波及する可能性がある。


4　レジ袋規制によって地球温暖化の深刻さが認識されるのは歓迎すべきことだ。



（2008年　一級問題から）



【解析】


（1）对于询问文章整体主张的问题，首先观察文章结构，本文首先是抛出问题，「人々はよく、…ように思い込むことがある」
 ，注意作者使用的是「思い込む」
 （自认为）这个带有负面价值的词语，表示作者是不赞同“出现问题后将原因全部归咎为某一项代表性的事物，力图通过对其的全力攻击来解决问题”这种观点的。

（2）之后文章举出的现实中的例子，即「レジ袋」
 （购物袋）。购物袋成了地球温室化效应的罪魁祸首，并限制使用。而其他同为塑料材质的饮料瓶、保鲜膜和吸管等却一如既往地被使用。作者还举出在大量购买塑瓶饮料的同时却拒绝使用购物袋等行为，用于说明这种做法的荒唐之处。

（3）观察选项：

1　「レジ袋だけ（＝ひとつのものに代表させ）、プラスチック全体（＝ペットボトル、ラップ、ストローなど）、そう減らない（＝これまでどおりである＝何のためのレジ袋の規制なのかわからない）」。


2　属于过激表达（注意「無駄」、「すぐやめる」
 等表达过度的词语），文章中并未涉及类似观点。

3　作者对于只限制购物袋是持否定态度的，所以与文章观点相矛盾。

4　作者对于只限定购物袋的做法是持否定态度的，所以与文章观点相矛盾。

（4）选出答案1。
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 例题6



足·手·口を動かすというのは、大まかな括りで言えば、脳の運動系と呼ばれる機能を使うことです。



活性化させたいのは思考系なのに、なぜ運動系の機能を使うのかと思われるかもしれませんが、その理由は、次のように考えると納得されやすいでしょう。



私はここに、多くの現代人が脳に関してもっとも誤解している点があるような気がしますが、人間の脳は、思考系がそれだけで存在しているわけではありません。人間に至る生物の進化の過程や、赤ちゃんが人間らしい高度な思考力を獲得していく過程を考えてみても分かる通り、思考系以前に感情系や運動系などの機能があります。



（中略）その前段階の機能を十分に動かしておくことが、実は、その日の思考系を活性化させるのにも有効な手段になります。



【問】筆者の言う、脳についての正しい理解はどれか。


1　生物の進化の過程を見ていくためには、脳の運動系の機能が重要である。


2　運動系の活性化のためには、脳の高度な思考系の機能を獲得すべきである。


3　脳をよりよく発達させるためには、思考系の機能の活性化が不可欠である。


4　脳の思考系の活性化のためには、運動系の機能を働かせておくことも必要である。



（2009年第1回　一級問題から）



【解析】


（1）首先观察问题，找出选项中所涉及到的关键词，了解选项中出现的关键词之间的关系，是本文读解的关键。

（2）文章的第二段通过设问的方式提出的本篇文章的主题：「活性化させたいのは思考系なのに、なぜ運動系（=足·手·口を動かす）の機能を使うのか」
 （本来是要激活思考系统，但为什么要使用运动系统呢？），而对此问题的解释是「人間の脳は、思考系がそれだけで存在しているわけではない＝思考系以前に感情系や運動系などの機能があります」
 （人类的大脑不仅仅是只存在思考系统的＝存在的感情系统和运动系统的功能是先于思考系统存在的）。最后一句是总结，“要激活思考系统，应该先使先于思考系统的各项功能（=感情系统和运动系统）发挥作用”。

（3）观察选项：

1　脑的运动系统功能的重要性是用来说明激活大脑思考系统的，而不是说明生物疾患的过程。该选项属于对文章内容的过度延伸。

2　弄错了文章中的主次关系，与文章观点相矛盾。

3　文章叙述的是思考系统和运动系统的关系。该选项属于文章未涉及的内容。

4　「脳の思考系の活性化のため（＝活性化させたいのは思考系）、運動系の機能を働かせておく（＝その前段階の機能を十分に動かしておく）」


（4）选出答案4。
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 例题7



ネット社会の匿名性は完全に透明人間の心理です。自分がどこにアクセスしているかなど、みんなにわかってしまうなら、やっても面白くないはずです。それだと制限のある普通の社会と同じだから。ですから、ネット社会の匿名性というのは、心理的
 には透明人間の世界なのです。しかも初期には規制はほとんどなかった。今でも巨大匿名掲示板「2ちゃんねる」などでは、犯罪を起こした場合は摘発されますが、そこまでいかなければ、何を書いてもいい社会になっています。



【問】筆者が考えるネット上の透明人間の世界とは、どのようなものか。


1　情報の発信者が誰なのかが見えてしまう社会


2　犯罪を起こしても誰からも気づかれない社会


3　どんな情報を発信しても犯罪にならない社会


4　誰がどこに接続しているのかわからない社会



（2010年第1回　一級問題から）







【解析】


（1）首先观察问题，发现问题的关键词为「ネット上の透明人間の世界」
 ，要从文章中找出同义的关键词。

（2）观察文章结构，发现文章第一句即切入主题，将「ネット社会の匿名性」
 和「透明人間」
 关联起来，第二句是对第一句的说明，从反向说明，如果使用者让众人了解自己的所作所为，就会失去乐趣，所以再次得出「ネット社会の匿名性というのは、心理的には透明人間の世界なのです」
 这个结论。所以造成「透明人間」
 的心理的关键就是「ネット社会の匿名性」
 （网络社会的匿名性）。

（3）观察选项：

1　与文章内容相矛盾（匿名性≠見えてしまう）。


2　与文章内容相矛盾（犯罪を起こした場合は摘発≠きづかれない）
 。

3　与文章内容相矛盾（犯罪を起こした場合は摘発≠犯罪にならない）。


4　「だれがどこに接続しているのかわからない＝自分がどこにアクセスしているかなど、みんなにわからない＝匿名性」


（4）选出答案4。
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 例题8



給与には外的報酬と内的報酬の二つがある。



外的報酬とは給与そのものやインセンティブといったお金として受け取れるものである。



それに対して、内的報酬とは、給与の額には表れないが、その仕事を通して得られる満足の報酬といったものである。



たとえば、こんな給与はどうだろうか。



外部の人と知り合う機会がある「出会い給与」、そこにいるだけで新しい情報に触れられる「情報給与」、専門的な技を習得できる「技磨き給与」、気の合った仲間と一緒にいられる「ふれあい給与」、そして一流のひとをそばでウォッチできる「おそば給与」など、そんな給与の名称はないが、あると嬉しい給与である。



私の場合、外的報酬よりも内的報酬を増やすことを心がけてきた。



たしかに、同僚よりも低く評価されたショックは今でも忘れられないし、同期とのボーナスの差が何十万もあって愕然としたこともあった。



しかし、生活が脅かされるほどの額でもないと割り切れば、目に見えない給与を増やすほうが個人的な満足は高いことがわかったのである。



また、仕事を長く続けていくには、内的報酬がちゃんとなくてはつとまらないということもわかってきた。



仕事を成し遂げたときの「達成感」や、自分が成長していることを実感できる「成長感」こそ仕事の原動力であって、他人からの評価という、自分の努力ではいかんともしがたいものにとらわれすぎるのは得策ではないと気づいたのである。



（中略）



どんなに外的報酬が高くても内的報酬が極端に低い仕事だと、長く続けることはできない。また、そこで得たお金は身につかないことが多い。



いっぽう、内的報酬の高い仕事なら、もしかしたら将来ビッグな報酬に化けるかもしれない。その可能性は充分にあると言っていい。たとえ戻ってこなかったとしても、続けていけるよさはある。



私の友人に、編集部で十年間アルバイトを続けた人がいる。正社員に比べて給与は低く、ボーナスも、退職金ももちろんない。



しかし、その後フリーになった友人は、正社員よりもはるかに多い報酬を得るようになった。アルバイトの十年間で技術を身につけ、人脈を培い、仕事の幅を広げた、まさに内的報酬と外的報酬へと実を結んでいったのである。



時価で給与を計るより、心の満足を含めたトータルかつ長期の視点で報酬をとらえないと、結局のところ給与は増えていかないのだと思う。



【問】この文章で筆者が最も言いたいことはどれか。


1　人脈や仕事の幅を広げて高い収入を得ることができれば、それが仕事の原動力になる。


2　すぐに高い収入に結びつかなくても、心の満足感を重視して仕事続けることが大切だ。


3　おおきな収入を得たいと考えるなら、アルバイトを続け高い技術や人脈を得ることが大切だ。


4　見えないところで努力して仕事をすれば、他人が高く評価してくれ、いつか収入も高くなる。



（2010年第1回　一級問題から）



【解析】


（1）首先观察问题，发现问题为关于整篇文章的主旨进行的提问，所以应通读文章来寻找答案。

（2）仔细观察文章结构，文章在开始就提出了涵盖整篇文章的两个对立概念，“外的報酬”和“内的報酬”。因此重点把握这两个概念在文章中的具体含义。

（3）整理出「外的報酬」＝「給与＝インセンティブ＝ボーナス＝退職金＝時価で計る給与」，「内的報酬」＝「満足感＝出会い給与＝情報給与＝ふれあい給与＝おそば給与＝達成感＝成長感＝心の満足」


（4）关于两者的关系，有两句关键句，其一，「私の場合、外的報酬よりも内的報酬を増やすことを心がけてきた。」
 （我个人对内在报酬的关心要大于外在报酬。）其二，是文章的最后一句，「時価で給与を計る（＝外的報酬）より、心の満足（内的報酬）を含めたトータルかつ長期の視点で報酬をとらえないと、結局のところ給与は増えていかないのだと思う。」
 （我认为，比起用时价来计算工资，而不站在包括心理上的满足的整体和长期的角度来理解报酬的话，最终而言工资是不增长的。），也就是作者认为两者相比，内在报酬更为重要。

（5）观察选项：

1　说的是重视外在报酬，与文章观点相矛盾。

2　すぐに高い収入（＝外的報酬）、心の満足感（＝内的報酬）を重視


3　对文章内容理解太过片面，作者并未强调「アルバイト」
 的作用。

4　前半部属于文章未涉及的内容，后半部分与文章观点相矛盾。文章提到了「目に見えない給与」
 （看不见的工资），但并未提到“見えないところで努力”
 （在看不见的地方努力）。同时对于「他人からの評価という、…得策ではない
 」
 ，作者认为不应过度关注别人的评价。

（6）选出答案2。
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 练习：阅读下列文章，回答问题。

（1）われわれは何にでも意味を見つけたがります。どんなものでも意味がなくては落ち着きません。意味とは、とりもなおさず、わからないものをわかるようにする働きです。目の前に得体の知れないモノを突き出されると、われわれの心は当惑します。必ず「それ、何?」と聞きます。あるいは思わず手を伸ばして触ろうとします。触って何かわかろうとするのです。あるいは、それほど素直でない人は、心の動揺を隠して、知ったかぶりをしつつ、心の中では必死になって、それが何かを知ろうと手掛かりを求めます。意味がわからないままではわれわれの心は落ち着きません。それが生物としての自然な傾向
 です。



（2009年第1回　一級問題から）



【問】筆者の「生物としての自然な傾向」とは次のどれか。


1　手掛かりを求めて素直になる。


2　得体の知れないものに必死になる。


3　ものごとを理解し心を安定させる。


4　知ったかぶりをしていることを隠す。






（2）講演とか発表とかで、「日本人は弁解からはじまり、欧米人はジョークによってはじまる」とは、よく言われるところである。「本来なら私などはこのようなところで発表するべき人間ではありませんが
 」などと、ながながと弁解する日本人の姿は、欧米人には奇妙に見えるし、日本人としては極めてまじめにやるべきところでジョークを話す欧米人を、不思議に思うことがある。



笑いは対人関係において二面性を持っており、笑いを一同で共有するときは、全体としてのまとまりを感じさせ、関係の強化の方にはたらくが、笑う者と笑わない者などの分離が生じるときは、むしろ一体感を壊し関係を弱くする方にはたらく性質を持っている。このために、人間関係における笑いは、やや危険な側面を持っているのである。



日本人の場合は、人々の集団ができると、集団を通底する一体感のようなものが非言語的にできてくるところが、欧米人と異なるところである。ただし、日本人の一体感は一種の平等感のようなものに裏づけられているので、一人で演壇に立つ人は、自分はもともと皆さんと異なる能力や才能を持っている者ではない、ということを表明しなくてはならない。すでに聴衆の方にある種の一体感があるので、自分もそれにつながってゆく努力を払わねばならない。



欧米人の場合は、たとえ集団でいても、一人一人の個人としての自我は他と区別されるものであることがはっきりと意識されているので、日本人のように簡単に一体感は出て来ない。そこで、演者はジョークを言って、全体としての笑いの共有体験を誘うことによって、ある程度の一体感を持たそうとする。それのみではなく、演者は笑いを誘うだけの適切な距離を、自分が話の主題に対して持っていることを示して、聴衆に安心をさせることもできるのである。



西洋近代に確立された自我は、特に対象化とそれに対する適切な距離を保つことを大切にし、また自らを対象化する能力を身につけることが必要とされている。



このような切断を経た上で、なおかつある程度の一体感を持つためには、笑いは非常に大切な方策であり、彼らがジョークを好むのもよくわかるのである。



【問】筆者の「本来なら私などはこのようなところで発表するべき人間ではありませんが
 」とは、次のどれか。


1　聴衆に対して距離を保とうとする発表者の説明


2　聴衆に対してとらなければならない発表者の礼儀


3　聴衆に対して笑いを誘おうとする発表者の演技


4　聴衆に対して近づいてゆこうとする発表者の努力






（3）現在は過去の蓄積の上に成り立っている。現在の自分のありようは、これまで自分が努力してきた成果の蓄積によるものである。



だが、世の中には、人生は本人の努力だけで決まるのではなく、よい機会にめぐりあうとか、よい指導者や先輩に恵まれるとかいった、運や縁に大きく影響されるのだと言う人も少なくない。確かにそのような考え方もあるであろう。しかし、人生の本当の価値というものは、それ以外の要素で決まってくるものである。人生を価値あるものにするためには、直面する問題の一つ一つを自分の努力によって克服していくことが必要である。それを積み上げていくことによって、すこしずつ将来への展望が開け、いずれは、自分の納得のいく人生が築かれていくことになる。そのためには、今携わっている仕事、今いる場でベストを尽くすことだ。たとえどのような仕事であっても、この世の中に不必要な仕事などというものはない。だれかがやらなければならない仕事なのだ。とすれば、どのような仕事にもその意義を見いだして、その仕事に全力を尽くすことである。その努力の不断の積み重ねによって人々の信頼が集まり、だれもが認める成果が現れてくることになる。人生は、こうした地道な努力の積み重ねの上に花開く。そして、このことは、現在の自分のことだけにとどまらない。現在の自分が過去の努力の蓄積の上に成り立っているのと同じように、将来の自分は、明日からの努力にかかっていると言えるのである。



さらに進んで考えてみると、これは自分の人生のことだけでもない。この世に人類が誕生する前から、植物も動物も、生きるための精一杯の努力をし、進化してきた。人類全体が、無数の小さな努力の積み重ねによって、これまで進歩発展してきたのであり、小さな部分ではあっても、だれもがその一部を担ってきたし、現在も担っているし、これからも担っていかなければならないのだ。だから、未来をよりよいものにするためには、過去、現在のみならず明日からの人生において、よりよい努力を積み重ねていくことが必要であり、人として生まれたものの生きる意味と責任が、ここにあると言えるのである。



年齢がいくつになっても、どのような役割を担っても、常にベストを尽くす—それが自分や家族の未来だけでなく、人類全体のよりよい未来に必ずどこかでつながっていることを自覚し、努力する姿勢を保ち続けたいものである。



【問】努力することについて、筆者が言いたいことはどれか。


1　直面する問題のみに焦点を絞って克服する。


2　世の中のどんな仕事に意義があるのかを見いだす。


3　よい指導者や先輩に恵まれて最善を尽くす。


4　よりよい未来にするために今後もベストを尽くす。






（4）われわれの言語は過去の長い人間関係の歴史によって枠をはめられている。その枠のことは日本人同士では気づかずにいるが、いったん外国人と交渉をもつようになると、いやでも意識させられるようになる。



われわれは一民族一言語の歴史をながくつづけてきているから、日本語は小範囲の伝達のためにはじつによく発達しているが、未知の人間との意志疎通にはあまり有効でないころがある。日本人が比較的閉鎖的な小社会に定住していた歴史の長かった証拠である。



われわれは家族を相手に、ジェスチャーたっぷりの演説を試みたりはしない。家族間の会話はもっとも親密なもので、それだけにニュアンスに富んでいる。半分まで言えばわかってしまう。こういう間柄では言葉の微妙な変化にも敏感であるから、大きな身振りのことばにはテレる。－そういった言葉の特質が日本語全体を通しても認められるのである。小味で、適当にアイマイで、情緒的で、敬語が多いというわけである。



それにひきかえ、たとえばアメリカのように異民族の混淆のいちじるしい社会では、伝達範囲はずっと大きくて開放的である。どこの馬の骨かもわからないような人間を相手にして、こまかいニュアンスやことばのアヤを問題とするのは賢明ではない。自然、最小限必要なことをわからせようとすることになるであろう。論理とレトリックが発達せざるを得ない。



日本語は論理的でないからダメだと悲観する人があるが、これは日本語がヨーロッパの言語のような論理性をもたない、また、もつ必要のなかった背後の言語生活を考慮に入れない見当違いの意見である。論理とレトリックを軸とする大陸的コミュニケイションではどうしてもうるおいに欠けるが、それを補うものとしてヒューマーやジョークが発達する。人を笑わせる話術にすぐれている。さきの国際会議でもさかんにたえずみんなを笑わせたそうである。



こう考えてくると、国語の違いこそ、人間関係の独自性の証人だということができる。普遍的言語や一般的人間関係というものは存在しない。あるのは特定社会の人間とその言語で、「ことばは国の手形」だというが、両者の間には切っても切れない関係がある。外国語の翻訳はその意味からいえば不可能になる。



（外山滋比古「省略の文学」から）
 〗


【問】この文章では、筆者の最も言いたいことはつぎのどれか。


1　日本語が論理的でないのは日本語の欠点とはいえない。


2　日本語の小味でアイマイで情緒的で敬語が多いという特質は日本語の長所である。


3　国ごとの言語の違いはその国の人間関係のあらわれである。


4　日本語は日本の人間関係の長い歴史によって規定されている。


第6课　含义相同的词和短语

读解中还有以「～とは、何（どういうこと·もの）か」、「～とは、どのような意味か」、「～NとはどんなN（相同的名词）か」（～関係とはどんな関係か）
 等句式出现，询问「～」
 部分的意义的题型。这部分题目属于读解考试必考的题目，其重要性不言而喻。

这类问题，不是询问常用的词语在特定情况下的具体意义，就是询问特殊词语在文章中的定义和含义。因为「～」
 部分都是文章中的原文，因此首先要仔细阅读包含问题在内的问题句，明确问题所包含的关键词和类义词。有时问题会以比喻或举例的形式出现，这时就要明确比喻和事例的具体内容。之后要快速从文章中找到与问题部分相同的词、近义词或类义词。整个过程应遵循由近及远的原则。

这类问题的答案一定要从文章中寻找。问题的关键词多数都是文章的主题内容或与主题有关的重要内容，因此在原文中通常会存在类义或近义的不同说法，所以在文章中寻找答案时，要特别注意指示词的所指和「つまり·すなわち·要するに·いわば·言い換えれば」
 等表示换说和概括的词语。

如果大家能熟练地从文章中找出关键词和关键词的类义词和近义词，就等于掌握了读解考试中的最重要的一项技巧。如果能融会贯通地掌握这门技巧，不仅仅是解答本节中的相关问题，对于准确把握文章的结构和意义都会起到决定性的作用，可以在考试中无往不利。

要学习这门技巧，我们最容易忽视，但最应该去关注的一个问题，就是入选读解的文章都是经过选择的“好”文章。也就是试卷中不会出现一篇逻辑混乱、枯燥乏味、表达混乱的文章。

尽管“好”文章有很多标准，但基本前提就是意义上的连贯。
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 意义上的连贯

在读解的文章中，意义上的连贯的基本表现就是针对叙述的主题，文章内容（所传递的信息、所陈述的概念、所表达的主张等）不断深化和细化。简单而言就是主题意义的不断具体化。

我们先观察下面这个例句：


例1：
 小王是我的同学。他今年十八岁，性格开朗，喜欢运动，是班里人人都喜欢的帅哥。
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通过上面的例句，我们对“小王”这个主题所代表的人物有了深入和具体的认识。

“小王”这个主题既然具备了这么多的意义，那么反过来说，这些描述都属于主题“小王”的含义，也就是说它们是对主题从不同角度进行的描述，因此，它们与主题具有相同的含义。
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也就是说，“小王”＝“我的同学”＝“今年十八岁的（男孩）”＝“性格开朗”“喜欢运动”（的男孩）＝“班里的小帅哥”。

那么，当文章中再次提到“小王”的时候，就可以使用的“我的同学”，或者使用“小帅哥”这些含义相同的说法。例如：


例2：
 （小王是我的同学。他今年十八岁，性格开朗，喜欢运动，是班里人人都喜欢的帅哥。）小帅哥也有他的烦恼，就是受到了很多其他男同学的妒忌。

这时，如下图所示，主题“小王”此时又增添了新的意义。
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文章由于意义上的连贯性，必然会附带这种含义相同但描述角度不同的表达方式，能意识到、找到并理解好这些表达方式，是读解最重要的技巧。

[image: alt]
 文章是作者的主观世界

在寻找含义相同的部分时，常见的错误是读者没有耐心地从文章中去寻找答案，而是按照自己对问题的理解和解释去作答。这是考试中的大忌。读解考试要求的是客观地透彻地理解作者的意图，而不是对作者观点的是非曲直做出评价。

这种错误产生的根本原因，是读者对于“文章其实是作者的主观世界”缺乏理解。

正如作者在文章中可以认为“小王身高1米6，属于高个子”，而对于身高1米8的你或多数人来说，这个观点可能无法接受，甚至是可笑的。

但在作者的主观世界中，错误可以是“美丽的”，谎言可以是“善意的”。而读解恰恰要求尊重并理解作者的意见。

也就是说，读解中重要的不是你对作者提出的这个问题怎么看，而是作者对这个问题怎么看。

因此，在解答这类问题时，找出文章中的表示作者的“推断”和“评价”的部分是至关重要的，因为这些是作者主观世界的入口。

关于文章结构的划分和作者的观点分析等具体技巧可以参考第5课。
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 例题1



日本語の大きな特徴には、母音が多いということ以外に、唇をあまり使わずに、口の奥で構音する（言葉を作る）という点もある。つまり、口元を動かさずに、喉で言葉をつくってる感じだ。（中略）



試しに、鉛筆やボールペンが何かを、横向きにくわえてしゃべってみよう。



日本語だとちゃんと聞き取れるようにしゃべれるが、たとえば英語だと、何言ってんだかわからなくなる。（中略）



母音が多いだけでなく、発音のしかたからしても、日本語は喉声向きにできている。逆に日本語だからこそ、喉声が完成されたのかもしれない。日本語はつまり喉語
 なのだ。



【問】「喉語
 」とは何か。


1　口元をあまり動かさず、口の奥で言葉をつくる特徴を持つ言語


2　口元をよく動かしてながら、口の奥で言葉をつくる特徴を持つ言語


3　ボールペンを横にくわえると、発音することが不可能になるような言語


4　ボールペンを横にくわえると、母音が聞き取りやすくなるような言語



（2004年　一級問題から）



【解析】


（1）首先观察问题词语出现的一句，确定线索。本句中发现「日本語＝喉語」
 ，同时注意到「つまり」
 这个词，我们第3课讲过，该词属于概括型，所以是对前文描述的概括。所以要向前搜寻具体描述。

鉴于本篇文章较短，可以从文章开始阅读（如果文章较长，可以从近邻段落开始寻找）。从文章开始处发现


「日本語



＝母音が多い



＝唇を使わず、口の奥で構音



＝つまり、口元を動かさず、喉で言葉をつくる



＝ボールペンを横にくわえてしゃべっても聞き取れる



＝発音の仕方からしても、喉声向きにできている」


其中看到「つまり」
 这个词要重点关注，因为属于作者的概括和总结。

同时发现同日语相对的概念。


「英語＝ボールペンを横にくわえてしゃべったら、言う内容がわからなくなる」


（2）观察选项，筛选关键词，对选项化简，对比原文。

1　口元、動かさず、口の奥、言葉をつくる


2　口元、よく動かし（×）、口の奥、言葉をつくる


3　ボールペン、発音不可能（[image: alt]
 英語、ですから×）


4　ホールペン、母音が聞き取れやすくなる
 （文章中没有涉及的内容，×）

（3）选出答案1。
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 例题2



いままで、盛んに「学力」という言葉を使ってきたが、「学力」とは何であろうか。私たちが身近に使っている「学力」という言葉は、驚くなかれ、外国語に翻訳できないのである。それは、学習してどこまで到達したかという、学んだ成果を示す「学力」のほかに、学ぶ力という意味での「学力」があり、この両者が一体となって、わが国では「学力」という言葉をかたちづくってきたからである。従って、ひとくちに「学力低下」というときに、どちらの学力が低下しているのかをきちんとしておかないと、誤解が生じることになる。（後略）



【問】筆者が考える「学力」とは何か。


1　学習して身に付けた知識の量


2　外国語学習における知識と学ぶ力


3　学んだ成果と学ぶ力とを合わせたもの


4　どのようにして学んだらよいかを考える力



（2004年　一級問題から）



【解析】


（1）本题的「学力」
 在文章中多次出现，属于关键词的问题。

从篇首开始分析，


「学力＝盛んに使ってきた言葉＝身近に使っている＝外国語に翻訳できない＝それ＝学んだ成果＋学ぶ力＝この両者（学んだ成果＋学ぶ力）＝わが国の『学力』」


可知，「学力」
 包含两个方面，即（学んだ成果＋学ぶ力）
 。但这是不是作者的看法呢？从最后一句「従って…誤解」
 这句来判断，当本句中的「学力低下」
 如果不说明是两个方面中的哪个方面的话，会存在“误解”。因为误解属于从方向来表示作者观点的词语，可知作者认同「学力」
 包含两个方面的观点。

（2）观察选项，筛选关键词，对选项化简，对比原文。

1　知識の量（文章中没有涉及，但近似于学んだ成果）


2　外国語学習（文章中只提到不能翻译成外语，×）、知識と学ぶ力


3　学んだ成果、学ぶ力　あわせたもの


4　考える力
 （文章中没有涉及，×）

（3）选出答案3。
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 例题3



教育には体制を維持する保守的な側面と、新たな社会を創造する革新的な側面があるが、環境教育はまさに後者である。（中略）環境教育の目指す人間像は、時間的に次世代を、空間的に全世界を視野に入れ、行動できる人間である。



（後略）



【問】この文章では「環境教育」をどのような教育としてとらえているか。


1　将来のことや世界全体のことを考え、よりよい社会をつくるための教育として


2　今まで受け継いできた社会を次の世代にそのまま残すための教育として


3　住みなれた社会を守るために、新しい体制を否定する教育として


4　世界中を回り、生活の基盤をなす環境倫理を広める教育として



（2006年　一級問題から）



【解析】


（1）本题也是关键词的释义的问题。首先找到文中所有的关键词，发现「環境教育はまさに後者である」
 （环境教育正是后者）。在寻找「後者」
 在文中的解释，为「新たな社会を創造する革新的な側面がある（教育）」
 ，然后再向下寻找，于是


「環境教育



≠（体制を維持する）保守



＝後者



＝（新たな社会を創造する）革新」


然后还发现


（環境教育）の目指す人間



＝（時間的に次世代を、空間的に全世界を視野にいれ、行動できる）人間


所以，「環境教育



＝時間的に次世代を、空間的に全世界を視野にいれるもの」


（2）观察选项，筛选关键词，对选项化简，对比原文。

1　将来のこと（＝時間的に次世代）、世界全体（＝空間的に全世界）、よりよい社会（＝新たな社会）


2　そのまま（＝保守，文章所反对的，×）


3　新しい体制を否定（＝革新でない。文章所反对的，×）


4　環境倫理を広める（文章没有涉及，×）


（3）选出答案1。
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 例题4



人間の会話というのは、言葉としては案外成り立っていないことが多い。ずっと昔、母親と話をしていてそう痛感したことがある。



たとえばの話。私が母に「このあいだより太ったみたいだけれどどうしたの」と訊く、すると母は「服を買いにいったら大きなサイズの店にいけと言われて腹が立った」とつづける。「甘いものを食べすぎなんじゃないの」と私が言うと、「どこそこの店の大福を買ったらまずくて食べられたものじゃなかった」と母は言う。



このように書き記してみれば、会話としてまったく成り立っていない。双方が双方の思うまま口にしているだけである。



私はこの母とよく口論になった。この「思うまま会話
 」がどんどん進んでいくと、最後に決まって母は「小説なんか書いていないで結婚したらどうか」という方向に結論付け、「あなたが太った話がなぜ私の結婚問題に結びつくのか」と私は突っかかり、口論になるわけである。（後略）



【問】「思うまま会話」とあるが、どのような会話か。


1　相手に通じないとあきらめて、はじめから相手を理解しようとしない会話


2　相手の話しを十分に聞かず、自分の言いたいことを言うだけでかみ合わない会話


3　相手が興味をもっている話題について、相手の話の流れに合わせてする会話


4　相手の話を聞いていて腹がたつ内容が含まれているので、口論になりやすい会話



（2007年　一級問題から）



【解析】


（1）本题是关键词的释义的问题。首先发现关键词的前面存在定语型指示词「この」
 ，要先分析该指示词所指内容。观察前句，为事实论述“我经常和妈妈发生争吵”，而仔细观察问题句，问题句较长，句末为「口論になるわけ」
 （因此发生争吵），可见，问题句本身是对发生争吵的原因进行解释。

该句为，当「この『思うまま会話』」
 在向下进行时，最后妈妈肯定会说到作者的结婚问题，而作者会抵触说“为什么你发福的问题会牵扯到我的结婚”。所以可见，作者和妈妈的争吵是前段会话的延续。所以问题句的答案要从本段前寻找。

（2）观察第一段，文章是典型的论点加事例的结构，先说明“人类的对话，很多时候在语言上是无法成立的”，然后举出作者自己和妈妈之间的对话＝「この『思うまま会話』」
 作为事例。事例之后又重复了一遍论点「会話として成り立っていない」
 ，同时又做出的新的解释「双方（＝私と母）が双方の思うまま口にしているだけである」
 。

（3）观察选项，筛选关键词，对选项化简，对比原文。

1　文章未涉及。

2　自分の言いたいことを言うだけ（＝双方の思うまま口にしているだけ）、かみ合わない（＝会話として成り立っていない）


3　与文章内容矛盾。

4　内容上的错位，「この『思うまま会話』」
 本身不包含争吵，而是导致了争吵。

（4）选出答案2。
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 例题5




僕はかたよっている。
 何がかというと、たとえば映画が観たいと思うと何本も立て続けて見る。観るのではなく、見るというのがふさわしい。本も読む時間がなくてイライラしてくると、バカ買いして本を眺めている。読むのではなく、眺めている。友達と会いたいと思うと、何人にも電話をする。会ってる時間がないのに約束しようとする。肉を食べ過ぎていると思ったら半年食べなかった。白菜がうまいと思ったら毎日食べてたときもある。車が運転したくなって夜中に河口湖周辺まで行った。なぜか僕はかたよっていて、ちょうどいい感じということを知らない気がする。つくづくバランスが悪いと思う。



（後略）



【問】「僕はかたよっている」とあるが、それはどういうことか。


1　興味を持てるのに、映画しかないということ


2　不必要なものでも、何も捨てられないということ


3　イライラしてくると、本しか読めないということ


4　一度興味を持つと、それをやりすぎてしまうということ



（2007年　一級問題から）



【解析】


（1）从结构上来看，本段文章属于典型的总分总的结构，先叙述论点「僕はかたよっている」
 ，然后举例说明，最后再重复论点。而论点本身作为问题，所以可以从最后重复的论点着手「僕はかたよっていて＝ちょうどいい感じをしらない＝バランスが悪い」
 。再用事例加以印证，「バランスが悪い＝映画を見る例＝本を読む例＝友だちに会う例＝肉と野菜を食べる例＝車の運転の例」。


（2）观察选项，筛选关键词，对选项化简，对比原文。

1　文章虽有涉及，但只提出电影是不全面的，×。

2　文章没有涉及。

3　前半句文章虽有涉及，但后半句与文章不符，×。

4　やりすぎてしまう（＝バランスが悪い＝ちょうどいい感じを知らない）


（3）选出答案4。

[image: alt]
 例题6



（前略）しかしながら、我々は生活の中で、環境音楽と考えてかえって不必要な音や音楽を流しすぎていないだろうか。いや、たれ流しているといってもいいぐらいだ。ドイツの大指揮者カール·ベームは、筆者も何回も来日の折に聴いているが、ある時東京のデパートのエレベーターに乗り、そこに流れていたドイツの古典音楽を聞いて非常に憤慨したそうである。いとも安易にクラシック音楽が東京の町中に氾濫していることにベームは業を煮やしたのであろう。遠山一行さんのような批評家がいう、「クラシック音楽は他者との出会い」という厳しいストイックな見方
 と現実は大きく違ってしまい、我々はあまりにイージーに音楽を氾濫させていると筆者は思う。そして、それが非常に商業主義と結びついていることが多いと筆者は危惧しているのである。



【問】「厳しいストイックな見方」とはどのような見方と考えられるか。


1　外では音楽をまったく流さず、他人が不愉快にならないよう配慮する。


2　クラシック音楽を聴くには、ふさわしい時と場を選ぶ必要がある。


3　増大しつつある騒音は、種々の音楽を流すことで緩和するべきだ。


4　日常生活を妨げる騒音は、社会にあってはならないので排除する。



（2008年　一級問題から）



【解析】


（1）首先，问题句中存在一个重要线索，就是「見方」
 的对立概念「現実」
 。要想明确问题的概念，其对立的概念可以作为重要的线索。文章中的现实指的在后句中有解释：「あまりにイージーに音楽を氾濫させていること」
 。

（2）重新观察本段，发现本段的结构也是总分总结构，先提出观点：「我々は生活の中（＝現実）で、不必要な音や音楽を流しすぎていないだろうか（＝あまりにイージーに音楽を氾濫させている）だろうか」
 ，然后是举出德国指挥家对东京百货店电梯里也播放古典音乐表示愤慨。认为：「いとも安易にクラシック音楽が東京の町中に氾濫している＝あまりにイージーに音楽を氾濫させている＝不必要な音や音楽を流しすぎている」
 。这种观点就是和现实相对立的概念。

（3）观察选项，筛选关键词，对选项化简，对比原文。

1　和文章叙述相矛盾。

2　ふさわしい時と場（＝必要な＝イージーに音楽を氾濫させない）


3　此处文章未涉及。

4　文章未涉及。

（4）选出答案2。
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 例题7



人が何に価値を見いだすかは、その人が自分で決めるものである。他人に言われて、規則で決まっているから、はやっているからとかいう「外にある権威」に従うのではなく、何が自分にとって価値があるかは、自分の「内にある権威」に従って、つまり、独自の体験と論理と直感によって決めるものだ。その意味で、価値を認知する源は「閉じて」いる
 。



【問】「価値を認知する源は『閉じて』いる」とあるが、どんな意味か。


1　その人自身が認めることは、その人以外にとっても価値がある。


2　何に価値があるかという判断基準は、その人だけが持つものである。


3　価値があると他人が思うことは、自分の価値観によっても肯定される。


4　体験、論理、直感の源は、その人が価値を見いだせるものの中にある。



（2009年第1回　一級問題から）



【解析】


（1）本题首先是使用了比喻的表达方式，是用「『閉じて』いる」
 来描述「価値を認知する源」
 。因此，先要找到「価値を認知する源」
 （认知价值的源头）的同义部分，然后再寻找关于同义部分的相关描述。还是从文章开头入手，看到第一句「何に価値を見いだすか」
 （从何处来寻找价值）就发现「何に＝源、価値を見いだす＝価値を認知する」
 。进而在观察后续描述，「その人が自分で決める」
 （该人自己来做决定），再观察后续部分。进而发现下列关系即：「価値を認知する源=何に価値が見いだすか＝何が自分にとって価値があるか」。


而『閉じ』ている



＝その人が自分で決める



＝他人の意見、規則などの「外にある権威」に従うのではなく



＝自分の「内にある権威」に従って、つまり、独自の体験と論理と直感によって決める


其中「つまり」
 部分一定要重点留意，一般都是作者的总结。

（2）观察选项，筛选关键词，对选项化简，对比原文。

1　その人以外にとって価値がある（文章没有涉及，×）


2　何に価値があるか（＝価値の認知）、判断基準（＝内にある権威、＝体験と論理と直感、＝源）、その人だけがもつ（=その人が自分で決める、＝独自によって決める）


3　価値があると他人が思うこと（＝外にある権威）、自分の価値観によって肯定される（对于外部的权威，文章中是「従うのではなく」（不去遵从），×）


4　体験、論理、直感の源は、その人が価値を見いだせるものの中にある（文章中的提法是利用体验、逻辑和直觉来寻找价值，即它们是因，价值是果，而这个选项却倒置了这个因果关系。×）


（3）选出答案2。

[image: alt]
 例题8



消費の個人主義化は、ある意味では消費の民主化と言い換えることもできる。その結果生ずる、ものの個人所有は、所有の民主化だといえるかもしれない。また、所有の民主化は、個々人をますますばらばらの存在にしていく。（中略）ものによってしきりができるからだ。一つの道具を共有することは、好むと好まざるとにかかわらず、共有しているメンバーとの集団的なつながりが形成される。



「平等な消費」という思考は、個人の欲望にしたがって消費を許す
 ということで、それは集団主義（全体主義）から個人主義への流れを強化していった。こうした傾向は、社会的な共同体だけではなく、家庭にまで及んだ。それは、さまざまなもののデザインにおいても見ることができる。多くのものが集団で使うことより個人で使用できるようなデザインになっていった。小型のラジオや電話は、ポータブルになった結果、その使い方が変化したが、それだけではなく、使用者を個人化したのである。



（後略）



【問】「個人の欲望にしたがって消費を許す」とは、どういうことか。


1　ある道具をさまざまなデザインでいくつも持てる。


2　欲しいものはどんなものであっても持てる。


3　一人一人がそれぞれ自分のための道具が持てる。


4　好むと好まざるとにかかわらず道具が持てる。



（2009年第2回　一級問題から）



【解析】


（1）观察问题句，发现本题的设问部分为1「平等な消費」
 的定义。属于本段落的关键句，因此，先观察本段落的其他句，依次发现「平等な消費＝集団主義から個人主義への流れを強化＝こうした傾向＝家庭にまで及んだ＝それ＝さまざまなもののデザインにおいてもみられる（举例）＝多くのものが個人で使用できるようなデザインになっていった」
 。然后具体举例，如「小型のラジオ、電話」
 ，最后总结出：「使い方が変化しただけでなく、使用者を個人化した」
 。整段结构为总分总结构，因此重点观察最后一句。

（2）观察选项，筛选关键词，对选项化简，对比原文。

1　与文章说明不符，不是拥有多项设计，而是设计面向个人，×。

2　注意表达过激「どんなものであっても」
 （无论什么），×。

3　それぞれ（＝使用者を個人化）自分のため（＝個人で使用できるデザイン）


4　文章虽有部分涉及，但整句与文章不符。文章原文是：不管是否喜好，都形成了共享成员之间的集团性关联。×）

（3）选出答案3。
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 练习：阅读下列文章，回答问题。

（1）世間には、「のせ上手」の人がいる。たとえば、相手がしゃべりたくもないことをうまくリードして、いつの間にかその気にさせてしまう人である。



こういう人は案外、「聞き上手」な人に多い。大汗をかいて馬を引っ張って水飲み場に連れて行くのではなく、なんとなくお尻をたたきながら、いつしか自分
 の意思で馬を水飲み場へ行かせてしまう人なのだ。



友人に後で悪く思われることもない。なぜなら、のせられる人も、隠したいことほどしゃべりたい話がだからである。



（1997年　一級問題から）



【問】「自分」にあたるのはどのような人か。


1　相手をその気にさせる人


2　馬を水飲み場へ行かせる人


3　のせられる人


4　聞き上手な人


（2）現代のわれわれは、冷暖房などのいわゆる人工気候に慣らされ、多少の天候の変化にはまったく無関係でいられるものと信じきっている。しかし、一方では、ちょっとした天気の違い、気象の変化にわれわれは思いのほか敏感に対応している。天気しだいで気分も変われば、一日の身の振り方まで変わる。晴耕雨読の言葉通り、気象はわれわれの日常のごくささいな行動にまで影響している
 のである。そこで、常に抜かりなく無駄なく行動するために、先々の気象状態がつかめればありがたい。天気予報への注意を怠らないのはそのためである。



（加賀美雅弘　「気象で読む身体」から）



【問】「晴耕雨読の言葉通り、気象はわれわれの日常のごくささいな行動にまで影響している
 」とあるが、どういうことか。


1　人が働くには、たとえば太陽の下で耕して次の雨を予測するというように気象の変化を読み取る必要があるということ。


2　人は行動するとき、たとえば耕作には晴れを読書には雨を選ぶというように気象の変化を意図的に利用するということ。


3　人の日々の生活は、たとえば晴れたら耕作し雨が降ったら読書をするというように気象の変化とともにあるということ。


4　人の気分は、たとえば晴雨に関係なく仕事をし本を読むというように気象の変化に左右されないものであるということ。






（3）人間は生き物の一つたけれど、しかし特殊なところがあるというとき、その特殊性の最たるものは「言葉」であり、それが子どもと深く結び付いていることはとても自然なことですが、これまで子ども時代をこのように明確に位置づけたものはありませんでした。このように考えてみると、子ども時代がくっきりと浮かび上がってきます。親ならだれもが子どもたちのつぶやきを聞いて、「この子は天才じゃないかしら。」と思った経験をもっていると思います。実は、「この子」ではなくて、「子どもは皆」言葉の天才であり、それを思う存分生かすことが、その人が一生を自分らしく生きるための基本を作るのだということなのでしよう。改めて、「人間の子ども」のもつ意味
 を知らされた思いがします。



（中村桂子「科学技術時代の子どもたち」から）



【問】「『人間の子ども』のもつ意味」とあるが、どういうことか。


1　子どもはだれでも、優れた能力をもつ人になってほしいという大人の願いを受けて、成長していく存在であるということ。


2　人間にとって子どものころとは、隠れた才能を大人に認めさせるために、自分らしさを発揮する時期だと考えられるということ。


3　子どもの時代は、特有の能力で言葉を身につけ、その人なりに生きる基礎を固める時期として位置づけられるということ。


4　人間の子どもは、言葉と深く結び付いているという特殊性をもっていても、結局は生き物の一つにしかすぎないということ。






（4）生活はどの時代にも、どこの世界にもある。芸術はそうはゆかない。芸術は文化の一部であり、文化とは生れて死ぬものだ。京都へ行く度に私の感じることは、実はただ一つしかない。要するにそこには動かすべからざる緊密な秩序、生活のすべての要素を密接にむすびつける一個の全体としての文化があったということである。その寺の屋根の反りと民家の壁、その春と秋、その山と夕陽と女の顔だち、言葉の抑揚、「古典」の概念、「教養」という確かな実体の手応え、——そのすべてがどの部分をきり離してとり出すこともできないほど、密接に関連し、調和し、一体となっている。その全体が文化であって、芸術もまたその文化のなかでしか生涯の念願となりえなかったろう。生活の芸術化とは、京都とその文化を前提としてはじめて成りたった夢想である。日本の文化の伝統の一つは、このような生活の芸術化という志であり、それは茶人において徹底したと、私は思う。茶人にとっての「生活」は、彫刻家にとっての「石」である。われわれの先祖は石を彫らなかった。だから生活を彫ったのだ。これが少くとも十六世紀以降の状況であった。



（加藤周一　「現代日本文学の状況」から）



【問】「茶人にとっての『生活』」とは、何を意味しているか。


1　芸術


2　目的


3　原点


4　素材


第7课　原因与理由

关于原因和理由的问题历来都是读解考试的重点。这类问题出错的主要原因是对原因和理由缺乏深刻的理解。特别是对理由的认识不足，导致找不到正确答案。

虽然我们通常对原因和理由都是当作同义词来使用的，但严格说来，原因导致了结果，而理由则是用来说明事实和结论的。

通常，原因和结果之间首先在时间上存在严格的区分先后的不可逆的关系的，即先有原因，然后再有结果。例如：


例1：
 道が分からなくなって、止まった。（我不认识路了，就停了下来。）



（先出现“道が分からなくなって”这个原因→然后导致“止まった”这个结果）。


而理由和结论不同，首先理由和结论之间可以不受时间先后这个限制，如：


例2：
 あした出張があるので、先に帰ります
 （明天我还要出差，所以先走了）。

这是以明天要发生的事情作为理由，来引出当前的决定。

其次，理由之所以在时间上是可逆的，是因为理由最根本的性质是作者对一个事实和结论进行解释和说明。而原因的最根本性质在于陈述事物之间的因果关系。

这种可逆的关系也体现在叙事顺序上，即先举出事实和结论，然后再进行理由上的说明，例如：


例3：
 私は止まった。道が分からなくなったのだ
 。
 （我停下了。不认识路了。）


（“止まった”这个事实←“道が分からなくなった”这个理由）


虽然不认识路是原因，但此处主要是表示对停下来这个事实的说明，所以将其看作为理由。


例4：
 私は帰ります。あした出張があるのだ
 。
 （我回去了。明天要出差。）

理由中还会伴有作者的主观看法和心情的词。


例5：
 私は止まった。とうとう/やはり/
 道が分からなくなったのだ。


（我停了下来，终于/果然
 不认识路了。）

理由还会藏在句子当中（定语、目的状语和引语等），用来陈述动作发生的理由。如例6和例7，这时的理由还可以理解为目的，具体的动作则是实现该目的的手段。


例6：
 長年面倒を見てくれた彼に感謝します。
 （我感谢他对我多年来的照顾
 。）（感谢的理由是“对我多年来的照顾”）


例7：
 敵に見つからないように、彼は息を殺していた。
 （他屏住呼吸以免让敌人发现
 。）（屏住呼吸的理由是“以免敌人发现他”）


例8：
 お客さんが来たよと彼は電話してくれた。
 （他打电话通知我客人到了
 。）（打电话的理由是“通知我的客人到了”）

做好此类问题的前提是要求大家对于理由的灵活性要有充分的认识。

另外，在考试中常见的原因和理由有两大类：

（1）以作者描述的“「出来事」（事件）”作为原因和理由的（客观、具体的）

（2）以作者的“「気持ち」
 （心情）”和“「考え」
 （想法和观点）”作为原因和理由的（主观、抽象的）

相对来说（2）类型的问题比较难，在答题时，要仔细研究文章中的“会话”、“态度”和“观点”等“推断”和“评价”的内容来进行判断。

在实际解答这类问题时，文章也会提供给我们一些解题的线索。
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 明显的线索——原因和理由的直接表达方式

首先要在问题句之前，观察是否有表示原因和理由的表达方式，包括句型、单词和连接词等。

如：から、ので、だけあって、せいで、おかげで、～のあまり、だから、そのため、それで、そこで、したがって、～て（動詞して/し、形容詞くて/て）、～で、わけ、理由、原因等。


还要观察问题句之后是否存在表示理由的表达方式。

如：のだ（のである、のです）、から/ため/せい/おかげ/わけだ、なぜなら、というのは等。
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 例题1




手紙というのが、どうも苦手である。
 手紙を書く必要に迫られたりすると、当然クシャミがとまらなくなったり、おなかをこわしたりする。



もともと、文章を書くのがいやだ、と言うこともある。が、それ以上に手紙を書くのがいやなのは、あの形式のせいである。



まず、「拝啓」というのが気に入らない。（後略）



【問】「手紙というのが、どうも苦手である
 」とあるが、その一番の理由は何か。


1　文章を書くのが好きではないから


2　手紙の形式が好きになれないから


3　手紙をどう書き出せばいいかわからないから


4　手紙を書こうとすると体の具合が悪くなるから



（2003年　一級問題から）



【解析】


（1）首先注意本题所问的是“最大的理由”，所以可以想象理由会有多个。

本题问题出现在首句，问题句表达的是作者不善于写信这个事实。然后，是关于不善于写信的具体表现（不停地打喷嚏或者闹肚子）。

然后出现了一个解释「もともと」
 （本来），在询问理由的问题中，要特别注意这类表示解释的词语，这句叙述的是，作者本来就讨厌写文章，而信也是文章的一种，所以可以说作者不善于写信的理由之一是讨厌。

再向下看，发现「それ以上に」
 （更甚于此的），这个词同选项中的「一番」
 是类义词，所以也要重点关注，观察到说明理由的句型「～のは～せいである」
 。比起写文章来说更不愿意写信是因为「あの形式」
 （其形式）。

（2）观察选项，筛选关键词，对选项化简，对比原文。

1　文章を書くのが好きでない＝（文章を書くのがいや、讨厌是个理由，但不是最重要的，×）


2　手紙の形式がすきになれない＝（その形式がいや）


3　手紙をどう書き出せばいいか（文章没有涉及这个内容，×）


4　体のぐらいが悪くなる＝（クシャミが·おなか、是讨厌的具体表现，不是其原因。×）


（3）选出答案2。

[image: alt]
 例题2



微生物の中にも、人間と同じようなものをエサにするものもいるし、人間が嫌うものをエサにするものもいる。まずいエサとかおいしいエサという判断は生物それぞれ異なるというごく常識的なことが、案外理解されていないようである。このために、悪臭物をエサにする微生物は、特殊で変な微生物だという誤解が生まれる。（後略）



【問】悪臭物をエサにする微生物が特殊で変だと誤解されるのはなぜか。


1　微生物がなぜ悪臭物に集まるか、ということが解明されていないから。


2　微生物は常に人間とは違うものを好む、ということが理解されていないから。


3　人間と微生物では好むものの判断が異なる、ということが理解されていないから。


4　人間と微生物ではもっている検出部が異なる、ということが明らかになっていないから。



（2007年　一級問題から）



【解析】


（1）先观察问题句，发现前文有一个「このために」
 （因此），所以寻找指示词所指代部分为本题的关键。根据近邻原则，找到前一句，「エサの判断は生物それぞれ異なるという常識が理解されていない（ため）…誤解が生まれる」。


（2）观察选项，筛选关键词，对选项化简，对比原文。

1　解明されていない（文章没有涉及，×）


2　常に
 （一直）（和文章叙述有出入，观察第一句，微生物中有选择和人一样的饵料，也有选择人类讨厌的饵料。所以不是一直和人不同，×）

3　好むもの（＝エサ）の判断が異なる（＝判断がそれぞれことなる）


4　検出部が異なる（文章没有涉及，×）


（3）选出答案3。
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 例题3



秋に入ると学校では、読書週間という奇妙な週
 がやってくる。普段は図書館に足を踏み入れもしない子供たちが、みんな指定の図書を探して、嫌々やってくるのを僕は不思議に眺めていた。読みたくもない本を読んで感想文を書け、と先生から指令がくだるのだ。（後略）



【問】「読書週間という奇妙な週
 」とあるが、どうして奇妙なのか。


1　いつもは図書館に来ない子供たちが図書館で好きな本を読むから


2　本を読めば世界のことがよくわかったり心が豊かになったりするから


3　先生が推薦した本を学校の図書館で探して読まなければならないから


4　子供の気持ちを大切にせずに無理に本を読ませようとするから



（2008年　一級問題から）



【解析】


（1）该题也是问题句也是首句，同时注意问题当中包含一个表示作者评价的词语「奇妙」，所以作者对于这个问题是有主观的评价在内的。

首先作者陈述了一个事实，秋天很多学校都搞读书周的活动。

然后第二句就是关于这个事实的具体描述，作者不可思议地看到很多平时不进图书馆的孩子会很不情愿地来找指定的图书。

接着就是使用「のだ」
 对这个情况的解释，也就是事实的理由。因为老师下了命令要求（孩子们）去读他们不想读的书，并且写感想文。

（2）观察选项，筛选关键词，对选项化简，对比原文。

1　好きな本（文章中写的是「指定の図書」（指定的书）=「読みたくない本」
 （不想读的书），×）

2　世界のこと、心が豊か
 （文章没有涉及，×）

3　这是读书周的客观解释，不包含对「奇妙」
 这个主观评价的解释，×

4　「子供の気持ちを大切にせず」＝（子供が嫌々にやってくる、読みたくない本を読む）


（3）选出答案4。
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 例题4



余暇市場は、景気変動に強く左右される分野である。しかしながら、現在の余暇産業の低迷は、景気の低迷が理由ではなく、これまでの金銭消費型レジャーから自己実現を重視したレジャーへの変化という、人々の余暇行動と消費パターンの変化が原因である。実際レジャーに対する「実需」（実際の重要）はむしろ拡大しており、余暇消費の機会はますます増えている。違うのは、人々の余暇消費能力の向上とともに、お金の使い方が、より慎重に、合理的に、そして効果的になってきたという点である。



【問】現在の余暇産業は、なぜ低迷しているのか。


1　人々の余暇の活動内容とお金の使い方が変化したから


2　人々がレジャーに使えるお金が大幅に減少したから


3　景気の悪化に伴って余暇市場における需要が縮小したから


4　余暇消費の機会の増加により金銭の消費が増大したから



（2009年第2回　一級問題から）



【解析】


（1）首先在文章中找到问题的出处，发现问题在第二句。注意第二句的句型「余暇産業の低迷は、景気の低迷が理由ではなく
 、…人々の余暇行動と消費パターンの変化が原因
 である」。
 直接表示原因是“人们的休闲度假活动和消费模式的变化”。鉴于文章较短，可以继续向下阅读。发现「違うのは」
 （与以往不同的是＝“変化”）这句，这是对变化的进一步说明。可知「お金の使い方」＝「消費パターン」。


（2）观察选项，筛选关键词，对选项化简，对比原文。

1　余暇の活動内容（＝金銭消費型レジャーから自己実現を重視したレジャー＝余暇行動）、お金の使い方＝（消費パターンの変化）、変化した＝（変化）


2　使えるお金が大幅に現象（文章中是「実需はむしろ拡大」（实际需求在扩大）、「余暇消費能力の向上とともに」
 （休闲消费能力的上升），可见可用的资金不是大幅减少，反而是增加。×）

3　余暇市場における需要が縮小
 （同选项2的解释，实际需求在扩大。×）

4　「余暇消費の機会の増加」导致「金銭の消費が増大した」
 （这两项在文中不存在因果关系。而且注意休闲度假市场的现实是低迷的（即消费不旺），不存在金钱消费增大这个事实，×）

（3）选出答案1。
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 隐藏的线索——原因和理由的间接表达方式

（1）首先要注意「ば、と、たら、なら」
 引导的条件从句，如：


例9：
 春になると、花が咲く。
 （一到春天花就开。）

春天来临是花开的前提条件，但同时也是引发花开的原因。重点注意条件句其实是因果句的特殊形式。

然后要注意由条件表达方式构成的各类句型，首先是虚拟事实的句子。


例10：
 そのときちゃんと話してくれれば、こんな誤解を生じることはなかった。
 （当时你要是和我说了，就不会有这样的误解了。）

事实是当时对方没有说，但说话人通过虚拟这样一个事实和结果来间接阐述产生误解的理由（因为对方没有说）。

还有就是用条件句表达的预料之外的情况，


例11：
 家で歌を歌ったら、母に叱られた。
 （我在家里唱歌，结果被妈妈骂了。）

也是间接地表达被妈妈骂的原因是因为自己唱了歌。

（2）注意表示说话人心情的引语。


例12：
 私には間違いがないと彼女は弁解した。
 （她辩解道：“我没错。”）

辩解的理由是她认为自己没有错。


例13：
 なぜこんな馬鹿なことをするのかと、彼は怒った。
 （他生气地说：“为什么干这种傻事？”）

生气的原因是由于有人做了傻事。

（3）当问题是询问作者的行为或情绪的原因时，要注意邻近的前后文中表示作者观点、评价等主观看法的词句。

如：なんて、～とは、～てくれる、～される、そんな、～てしまった、～ざるをえない
 等。
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 例题5



ツバメは季節の変化にあわせて、くらす場所をかえる渡り鳥です。日本が冬の時期は、暖かくてエサの豊富なオーストラリアや東アジアでくらしています。卵を産んでひなを育てる繁殖期が近づくと、春になってえさとなる昆虫が一気に増える日本へ向けて、いのちがけで海を渡ってきます。



【問】ツバメが日本へ渡ってくるのはなぜか。


1　南半球で雛が育ち、えさとなる昆虫が不足するから。


2　日本が春になるごろ、ひなが海を渡れるようになるから。


3　日本が暖かくなるとえさが増え、子育てがしやすいから。


4　日本が冬になっても、他の地域より温かくてえさが豊富だから。



（2010年第1回　一級問題から）



【解析】


（1）先找到问题在文中的出处，发现「（ツバメは）、…日本へ向けて」
 这句。然后重点观察关键词「日本」
 的定语部分——“每当（燕子）产卵育雏的繁殖期接近时，春天的来临让作为饵料的昆虫迅速增加”。发现其中存在两个原因，一是由于繁殖期的临近（表示条件的「と」
 ），二是由于春天时日本的饵料比较丰富。

（2）观察选项，筛选关键词，对选项化简，对比原文。

1　南半球で昆虫が不足するから
 （文章没有涉及，×）

2　ひなが海を渡れるようになる
 （文章没有涉及，而且渡海的不是雏鸟而是成鸟，×）

3　暖かくなると（＝春になって）えさが増え（＝えさとなる昆虫が一気に増える）、子育てがしやすい（雛を育てる繁殖期が近づく）


4　日本が冬になっても
 （文章没有涉及，×）

（3）选出答案3。
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 例题6



これは、終戦後間もないころ、友人から聞いた話である。彼は、だいたいが慎重な運転をする男だったが、ある日のこと、横丁から突然、そば屋の青年が自転車で飛び出してきて、彼の自動車と衝突してしまった。



幸い青年にけがはなかったが、自転車はメチャメチャ。さっそくおおぜいの人垣ができ、警察官もやってきた。友人が、「私には責任はない。その青年の不注意だ」と主張すると、その話を聞いた警察官は、とにかく五千円払えば立ち去ってもよい、と言ったという。



友人が、「ちょっと待ってください。私には落ち度（注）がないのに、なぜ罰金を…」と問い返すと
 、彼は「いや罰金じゃない。青年がかわいそうじゃありませんか」と答えた。その青年はおそらく店にいられなくなるだろう。だからせめてメチャクチャになった自転車の代金の一部だけでも、と警察官は考えたのだろう。（後略）



（注）落ち度：誤り、失敗



【問】「問い返す
 」とあるが、友人はなぜ問い返したのか。


1　自分には罪がないと思ったから


2　周りの人々に罪があると思ったから


3　青年に罪はないと思ったから


4　警察官に罪があると思ったから



（1992年　一級問題から）



【解析】


（1）该题首先要注意“引语”中的内容，「私には落ち度がないのに、なぜ…」表示说话人对警察的决定有质疑，所以才「問い返す」
 （反问）。

（2）观察选项，筛选关键词，对选项化简，对比原文。

1　自分には罪がない（＝私には落ち度がない）


2　周りの人々に罪がある
 （文章没有涉及，×）

3　青年に罪はない
 （文章中说话人曾说过「私には責任はない。その青年の不注意だ」，×）


4　警察官に罪がある（文章没有涉及，×）


（3）选出答案1。

[image: alt]
 例题7



（前略）（あるとき、マッチポイントを三つも握っているのに負けた私は）



コーチのところへ行き、



「相手が一枚上手でした」



と言った。すると、コーチは、私の頭をラケットの柄で殴り、



「負けたのは、相手が強かったからか？違う。お前が弱かったから負けたんや。相手が強いなんていうのは、負けたのを相手のせいにしてるんや」



と叱り、さらに、こう怒鳴った。



「ゲームが終わって、相手と握手をしたときの、お前の顔は、いったい何や。相手の顔から目をそむけて、ただ手だけを出しやがって。お前、いったい、何のために、テニスをやってきたんや。もういっぺん、相手のところへいって、心からの笑顔で、『おめでとう』って言ってこい。それができんのなら、もうあしたから部室に来るな。テニスなんて、やめてしまえ。」



なきそうになりながらも、私はコーチの言うとおりにした。



【問】コーチが筆者の頭を殴ったのはなぜか、考えられる理由として最も適当なものはどれか。


1　筆者が自分が負けたのは相手がうまいせいだと弁解したから


2　筆者が試合の後に逆上してテニスコートを出てきたから


3　筆者が力を込めずに手だけ出すという形で握手をしたから


4　筆者がマッチポイントを三つも握っていたのに負けたから



（2006年　一級問題から）



【解析】


（1）该题首先要找到问题在文章的出处，然后观察周围，找到「すると」
 （表示承接前文的连词），再向前寻找引发「すると」
 的部分，就是「相手が一枚上手でした」
 （对手比我强）。也就是这句话，引发了教练的「殴り」
 。注意，这不过是引发事件的原因，但是理由其实是教练所说的话，“負けたのは、相手が強かったからか？違う”
 （你输是因为对手强吗？不是的），是教练认为“我”将失败归咎于对方强过自己。

（2）观察选项，筛选关键词，对选项化简，对比原文。

1　相手がうまい（＝相手が一枚上手でした＝相手が強かったから）、せい（＝負けたのを相手のせいにしているんや）、弁解（＝（私は）言った）


2　逆上
 （大发脾气）（文章没有涉及，×）

3　力を込めずに
 （文章没有涉及，教练批评的是态度不够真诚，×）

4　教练没有责怪“我”比赛输球，而是“我”不甘心，不构成教练打“我”的理由，×

（3）选出答案1。
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 例题8



（前略）かなりの文化人であっても、女性の中には年齢を公にしたがらない方がけっこういらっしゃるようだ。あるシンポジウムに参加した時、パンフレットのパネラー紹介で、私のところだけ年齢がなかった。他のパネラーは男性で、全員、ちゃんと年齢が記されている。どうしてでしょうと問い合わせると、女性の方は年齢を入れないでほしいとおっしゃる方が多いので、と言われた。つまり、勝手に気遣って、私だけ年齢を伏せてくださったというわけだ。よけいなお世話である。ひとこと、どうしますかとたずねてほしかったのに、かえって腹がたった。




【問】「かえって腹がたった」とあるが、なぜ腹が立ったのか。


1　年齢を書かれたくなかったのに、書かれてしまったから。


2　パネラーは自分だけが女性で他の人はみな男性だったから。


3　文化人であっても年齢を公にしたがらない女性が多いから。


4　相手が筆者も年齢を書かれたくないだろうと考えたから。



（2000年　一級問題から）



【解析】


（1）该题询问的是作者生气心情的原因。重点要寻找表示作者主观评价的词语。同时发现问题句中存在表示作者评价的句型「…のに」
 。注意此处使用了虚拟事实的句型，即“希望（对方）问自己一下该怎么办（事实却是没问）”，这句话直接表达了作者生气的原因，但因为这句话中包含省略，所以还要继续观察，省略了什么，即具体应该问什么？再向前找，发现了两个关键句，一个是「つまり…わけだ」
 ，说明，对方自作主张隐藏了作者的年龄。另一个是「余計なお世話である」
 （多此一举）。这属于作者对此事的负面评价，对于了解作者的态度是非常关键的。

（2）观察选项，筛选关键词，对选项化简，对比原文。

1　不想被人把年龄写出来，结果却写了出来（这同文章的内容正好相反，作者是不希望隐藏自己的年龄，但对方却自作主张地没写作者的年龄。×）

2　讨论者中只有自己是女性，其他均是男性。（这是文章表述的事实，这不属于作者生气的原因，×）

3　很多女文化人不希望公开自己的年龄（这是文章表述的事实，但构不成生气的原因，×）

4　对方认为作者也不希望写出年龄（=余計なお世話である＝ひとこと、どうしますかとたずねてほしかった。）


（3）选出答案4。
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 练习：阅读下列文章，回答问题。

（1）
「黙って俺について来い」
 という指導者は、日本では長続きしない、と言われている。日本の指導者は、先頭に立って集団を引っ張っていくのではなく、いくつもある意見の調整役なのだ。つまり、強い個性と明確な方針を持っているような人物は、自分の意見にこだわりすぎるため、他の意見を受け入れない。すると、彼によって受け入れられなかった人々が、もともとはそれぞれ違う意見を持っていたにもかかわらず、団結して反乱を起こし、彼は指導者の地位を追われてしまうことになる。それよりは、一つ一つの意見に耳を傾け、何とか妥協点を見つけて、だれもが賛成できるようなひとつの結論へとみんなを導いていく、そのような人物がありがたがられるのである。



（2000年　1級問題から）



【問】日本では「黙って俺について来い」という指導者が長続きしないのはなぜか。


1　はっきりした見解や意見を述べようとしないので、人に信頼されないから。


2　自分の考えを強く持ち、他人の意見を聞かないので、敵ができてしまうから。


3　民主主義的な選挙を行わず、指導者として失格だと見なされるから。


4　他のひとと論争になったとき、相手を打ち負かすことができないから。






（2）「あの人は、私が話し始めて一分とたたない内に、話題を自分の話にすりかえてしまう」と言われる人のなかには、決して聞き上手ではないけれど、不思議と嫌われない人がいる。



話を奪われたひとも、「私の話よりずっとおもしろそう。私の話が宙に消えてもしょうがないか」という寛容な気持ちになる
 のだろう。



もちろん、私は「だから、話上手になればいいんですよ」とは言わない。ただ、「聞き上手でないことが帳消しになるほど話上手な人のしゃべりは、ちょっと研究してみる価値がありますよ」とご提案したい。（後略）



（2010年第1回　一級問題から）



【問】寛容な気持ちになる
 とあるが、なぜそうなるのか。


1　相手の話が自分の話よりおもしろくて引き込まれてしまうから。


2　話を奪ってしまった人の態度が堂々としていて魅力的だから。


3　自分の代わりに話上手な人が話をしてくれれば助かるから。


4　相手は確かに話上手だけど、聞き上手とは言えないから。






（3）われわれが植物保護、緑の復元あるいは自然保護を叫ぶのを、すべて植物や自然が破壊されてかわいそうだからと、心情的な立場からだけで、懸命にとなえていると思う人がいたら、その人は実におめでたい人である。実は、人間が植物や自然を保護するという言葉感覚こそが逆である
 。緑の植物や自然は、どんなに人間が破壊しようと人の十世代程度の時間で必ず復元する。自然のもっとも弱くて、敏感な構成要員こそは人間である。また緑の植物に寄生している人間が生きるためには、好むと好まざるとにかかわらず、まわりに、じゅうぶんな緑の自然が準備されていることが不可欠の前提条件である。



【問】「人間が植物や…感覚こそが逆である」とあるが、その理由はどれか。


1　人間は生存環境のバランスを壊してきたのに、今更、自らを弱い存在だとするのは身勝手な考えに過ぎないから。


2　人間は緑の自然なしには生きられない弱い存在なのに、復元力のある植物や自然の保護を叫んでいるから。


3　人間はよりよく生きるために、日夜学習や仕事にはげんでいるのに、結果的には緑や自然を破壊しているから。


4　人間は緑や自然を破壊しているのに、自然が破壊されてかわいそうだと言うのは矛盾した考えであるから。






（4）ぼくは、母親から汽車の寝台券を買う用事を言いつけられた。国鉄のＳ駅でそれを買い求めた。五円札を出したはずなのに、お釣りが七円何十銭もあった。ぼくは、再びＳ駅の切符売り場に来て、五円札を駅員に返した。



最初、駅員はなんのことか分からなかったらしく、けげんそうにぼくを見返していたが、やがて、「あれ、そうでしたか？」と、自分の過ちに気がつくと、たちまち恥ずかしそうな、それでいて愉快そうな笑いを顔いちめんに浮かべながら、



「や、どうもすみません、わざわざ…。」と、礼を言って五円札を受け取り、紙幣をぴんと伸ばして指先ではじいたついでにその指で自分のおでこも軽くたたいて、「陽気のかげんか、ここんところ、おれもどうもいけねえや。ほんとに、すみませんでした。」と、もう一度、ぼくにおじぎをした。思いがけないといえば、こういうぼくの気持ちこそほんとうに思いがけないことだったのかもしれない。そんなに礼を言われて、初めは逃げ出したい気持ちばかりだったが、Ｓ駅の切符売り場を離れて、また私鉄の駅の階段を上るころから気分が落ち着いてきたせいか、頭の中がすっきりとして、すがすがしい心持ちになってきた。いつのまにか雨は上がり、ぼくはホームの真ん中より先のほうへ出て、夜空を仰ぎながら胸いっぱい空気を吸いこんだ。肺の中で一つ、「カーン」と、澄んだ鐘の音が聞こえるような感じだった。ぼくは心の底からわいてくる喜び
 に満足した。電車が走りだし、目の下に家々の小さな灯がまたたいているのを見ても、この満足感は新しい形で、よみがえった。ああよかったな。



ぼくはなによりも、窓口の鉄格子の向こう側に座っていた駅員の横顔が、こっちを振り返って笑ったとたんに、一人のふつうの青年の顔になって感じられたことが、意外でもあったし、うれしい気もした。



この喜びはむろん、家へ帰り着いても消えずに続いた。「ただいま。」



玄関の戸を勢いよく開けると、ぼくはたたきに立ったまま、出迎えた母に寝台券と釣り銭を渡しながら、今晩の出来事のてんまつを話して聞かせた。



「いやあ、そのときの駅員の顔つきったら、なかったよ。こっちも照れくさかったけれど、向こうはそれ以上にすっかり照れて、逆上しながら喜んでやがんのさ。」



だが、母はぼくの話にいっこう、なんの感動も表さなかった。のみならず、ぼくの渡した釣り銭とぼくの顔とを不思議そうに何度も見比べたあげく、とうとう、「ばかだねえ、おまえは。」と世にも腹立たしげな声で言った。「さっきおまえに渡したのは、あれは十円札なんだよ。」



ぼくは目の前で灯が消え、急に辺りが真っ暗くなる気がした。



（安岡章太郎「幸福」から）



【問】「心の底からわいてくる喜び
 」を感じたのは、どうしてか。


1　車窓から見える家々に灯がともり、その美しい夜景を見たので。


2　雨上がりの新鮮な空気を吸い、明るい気持ちになったので。


3　切符を売ってくれた駅員の親切さに感動したので。


4　釣り銭の五円札を無事に返したという充実感を覚えたので。






（5）「おとうさんがいま怒っとったのは、この雀のことかや。」「うん。」「どれ、かわいい子だね、どこにおったや。」いつも、父といっしょになって殺生を許さない母が、いつになくやさしく、この子雀に愛情を示してくれたので、私は、うれしく感じるとともに、多少奇異な気持ちにとらわれて、母の顔を見つめないではおれなかった。「柱時計のところに、籠があったな。」といいながら、母は家の中へはいった。私は、しめたと思って
 、母を追い越し、すぐ柱時計のところからほこりにまみれた籠をとり出してきた。母は、その中に綿を敷いて、その上に子雀をおいた。母と私は、頬がすりあうほど顔を近づけあって、のぞいていた。まもなく、殺生を犯している母と私を発見した父は、母とひともんちゃく（注）起こさないではおかなかった。「そんなものは、子どものおもちゃではないか。」と、父はにがにがしげにいった。「子どものおもちゃでもええ。」と、母はいった。父と母のせりあいの結果が、かわいい子雀の運命を左右するのであったから、私は小さい心の中で、父のほうが折れるように、と祈っていた。私の願いはききとげられたのか、やがて父はその場を去っていった。母と私は夜遅くまでえさをやろうとしたが、その夜、子雀はとうとうたべようとしなかった。



（新美南吉「雀」から）



（注）ひともんやく：もめごと、紛争



【問】「私は、しめたと思って
 」とあるが、なぜ「しめた」と思ったのか。


1　私が父からきびしくしかられずにすむから。


2　母がこのかわいい子雀を見て愛情を示してくれたから。


3　私が籠のあるところをよく知っていたから。


4　母のことばで子雀を飼えるかもしれないと思ったから。


第8课　填空问题

对于针对母语不是日语的人士的能力考试而言，读解重点考察的一项就是，这些非母语人士是否具备母语人士对母语文章的预测能力。

填空问题所考察的就是这种预测能力，并且此题型在考试中一直占据较大比重，特别是近五年的考试中，属于每考必出的问题。

能力考试的填空问题属于询问文章大意的问题，答题时，要注意理解前后文章的脉络。

读解考试中涉及的填空问题主要有三大类：

1）层次关系上的补充

这部分主要是考察连词、接续助词和部分副词，即读者是否理解段落和句子之间的层次关系。

2）信息内容上的补充

主要是考察内容上的关键词，即读者是否理解文章中的重要概念和文章要传达的主要内容。

3）观点评价上的补充

这部分主要是问题句所表达的观点和评价。考察读者是否把握了文章中出现的观点（包括对立观点）和对内容的主观评价。

通常解答填空问题首先要先观察问题的选项，对选项的性质做出判断后，再去观察文章中的问题。
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 层次关系上的补充

层次关系上的补充的问题，主要涉及的是连接段落和句子的连词（参考本书第3课）、接续助词以及常用的副词。

我们将段落和句子间的层次关系整理为：

[image: alt]
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常用副词的呼应关系:
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另外，如下例所示：


例1：
 いっしょけんめい走ったのに、二位だった。
 （拼命跑，但才是第二名）。


例2：
 いっしょけんめい走ったので、二位だった。
 （拼命跑，所以是第二名）。

两个句子之间的意义关系，不是唯一不变的，关键取决于作者对于这两句关系的主观把握。所以在处理实际问题时，除了问题所涉及的部分之外，还要扩大阅读范围，确定作者对问题的认识。

在这个意义上，填空问题的实质不是考察对连词等的掌握程度，而是对作者意图的理解。虽然使用本节所介绍的技巧会有助于提高答题能力和准确率，但在考试时间允许的情况下，能确保万无一失的做法仍然是仔细阅读文章，准确把握作者的真正意图。
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 例题1



（前略）「恩や義理は、日本人の人間関係の根幹にかかわる問題だ。それをコストだ利益だなどというのはけしからん」と思う人もいるだろう。（　①　）、「恩を売ったり」「借りを返したり」、見舞いの半返しをしたり…日本人の人間関係だって意外と計算高い。（後略）



【問】（　①　）に入る最も適当な言葉はどれか。


1　だから


2　それに


3　いわゆる


4　しかし



（1996年　一級問題から）



【解析】


（1）先观察选项，可知

1　因果

2　添加

3　概括

4　转折

（2）观察问题，先观察前句。本题存在一个重要线索，就是「…と思う人もいるだろう」
 （大概有人会这样想……）。这是读解文章为了引出作者的主要观点所常用的一种让步的表达方式，类似的表达方式还有：


「…と思われるかもしれない
 （（大家）可能会这样认为……）


…と思われがちだが
 （（大家）容易认为……）


…と思う方がいらっしゃるかもしれない
 （可能有人会认为……）


…という考え方があるかもしれない
 （可能有看法认为……）」

通常此类表达的后句都表示转折关系。即表示“虽然一般人会这样认为，但其实是……”。

观察文章中填空部分的前后两句“大概有人认为将关系到日本人的人际关系的根本问题的恩情和义理等，用成本和利润的角度来讨论太过荒唐”，但作者认为其实日本人的人际关系，如“卖人情”、“还人情”等所表达的那样，“出人意料地会算计”。整段表达的是大众观点和作者所观察到的现实之间存在的差距，因此应确定为转折关系。

（3）选出答案4。
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 例题2



（前略）



「少年の脳の損傷具合はかなりひどいものだったので、医師は両親にその旨を告げ、たとえ手術がうまくいっても植物人間になることは免れないと宣告。その上で手術をしたわけだが、リハビリの段階で少年に対してできるかぎりの愛情を注ぐことを、両親に勧めたらしい。たとえ寝たきりで反応がなくても、一日中手や足をさすっており、やさしく励ましてやるようにと指示したのである。両親は愚直なまでにこの指示を守り、来る日も来る日も少年の手足をさすり、励まし続けたという。（　　）、本来なら障害が起きてしかるべきであるはずの少年の脳は活発に働き始め、植物人間どころか、退院の日にジョギングをしても大丈夫なほど回復したのだそうである。（後略）



【問】（　　）に入る最も適当な言葉はどれか。


1　その場合


2　そのかわり


3　そのとき


4　その結果



（2000年　一級問題から）



【解析】


（1）先观察选项，可知

1　条件

2　选择

3　时间条件

4　因果

（2）观察问题句。因为选项带有指示词，首先要分析指示词的所指内容，根据近邻原则，先分析前句。但因为问题句和前句较长，所以要简化出句子主干部分，两句分别为：「（少年の）両親は、（少年を）励まし続けた」和「（少年）は、回復した」
 。套入问题选项后进行观察，最合适的是因果。即“由于父母的不断鼓励，少年复原了”。

（3）选出答案4。
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 例题3



（前略）



読書すれば賢くなる幻想は、どうして出来上がったのだろうか。僕はその誤解の根源を子供たちに見た。いつも図書館に現れない子供は無理に広げた本を前に煩悶しているではないか。これはほとんど拷問に近いものがある。（　③　）彼らは勉強の姿勢で本を読んでいるのだ。こんな読み方では楽しくないだろう。（後略）



【問】（　③　）に入る最も適当な言葉はどれか。


1　しかし


2　ゆえに


3　ただし


4　つまり



（2008年　一級問題から）



【解析】


（1）先观察选项，可知

1　转折

2　因果

3　补充

4　概括

（2）观察问题句，本题中也存在一处重要线索，即句末表示说明和强调的「のだ」
 。此时的「のだ」
 表示作者对前文的孩子们勉为其难去读书的论断，并且经常同「つまり」
 连用。即便不了解这一点，在上一节的因果关系中，我们讲到，表示说明的「のだ」
 经常有解释成因的用法。所以我们观察前句“这（＝平时不去图书馆的孩子们面对着不情愿打开的书而烦闷）基本上接近于拷问”，为什么说是“接近于拷问呢”，这是因为“他们在用学习的姿态来读书”，进而导出作者的观点（这种读法（＝以学习的姿态读书的做法）是不快乐的。）

（3）选出答案4。
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 例题4


（前略）


電車やバスなどの公共交通機関の中では、携帯電話の使用の禁止を呼びかけている。心臓のペースメーカーに悪い影響を与えるからと呼びかけているが、禁止についての明確な理由はあまり説得的ではないようだ。結局、多くの携帯電話使用者は、電話による会話ではなく、メールを使うようになった。（　④　）、携帯電話でコミュニケーションしていることには変わりない。どれほど、多くの他人に囲まれていようと、携帯電話を使った会話にしろ、メールにしろコミュニケーションが始まると、意識は電話やバスの中にあるのではなく、ネット空間の中に入り込んでしまう。どれほど、多くの他人に囲まれていようと、そこにいる他人とは全く異なった空間の中にしきられているのである。（後略）



【問】（　④　）に入る最も適当な言葉はどれか。


1　さらに


2　しかし


3　そこで


4　すると



（2009年第2回　一級問題から）



【解析】


（1）先观察选项，可知

1　递进

2　转折

3　因果

4　发展

（2）观察问题句，注意句末的表达为「には変わりない」
 。这类表达通常用于虽然出现一些变化，但究其本质，其实还是换汤不换药的情况。观察原文的前句，“很多使用手机的人，不用电话来对话了，而是使用了短信”，再联系问题句，“（但这）其实还是等于使用手机来交流”。

（3）选出答案2。
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 信息内容上的补充

此类问题是要求根据文章的内容，补充文章中的一些重要概念。考试中，常见的出题方式是正反概念的组合搭配，以及选择适当的关键词。

回答此类问题时，要注意以下几点：

（1）最重要的一点，就是要理解文章中作者对使用的概念所下的定义和说明。

读解考试的文章多选取作者对某类问题存在不同以往的独特看法的文章，这些看法通常以新概念的形式出现，而对这些新概念所做的定义和说明，是做好此类问题的关键。特别是对于常出现的正反相对的对立概念的组合问题，必须要理解这些概念所对应的定义。

（2）同时这些概念的说明通常还会多次以不同形式的类义表现出现，也要加以注意（参考第6课）。

（3）另外还要观察前后句中是否存在隐藏在比喻、类比、举例之中的提示。

（4）对于正反概念的搭配问题，要注意各句之间的层次关系（注意观察连词、副词和句末的表达形式）。
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 例题5



いうまでもなく、木々の葉の緑を見るとき、その葉には緑“色”という“もの”がついているのではない。ある一定の状態の光の中で、その葉を前にしてもつ視覚的な体験のある種のあり方を、人は緑という“色”を見たと表現しているのである。



目の前には“形”と“働き”があり、そこに人は“色”を見る。“色”は人の（　①　）にあるのではなくて、人の側にあるものなのだ。“色”とは、この地上で人が外界に対してもつ視覚的な対応の仕方の一例であり、それは人の内側で起こる出来事の一例なのである。それに対して、“形”や“働き”となると、そのあり方の把握は人の（　②　）でのことであるとはいえ、基本的には人の（　③　）で起こっている出来事であるといえるだろう。



【問】（　①　）～（　③　）には、「内側」と「外側」が入る。その組み合わせとして最も適当なものを選びなさい。


1　①外側　②内側　③外側


2　①外側　②外側　③外側


3　①内側　②内側　③内側


4　①内側　②外側　③内側



（1994年　一級問題から）



【解析】


（1）鉴于文章较短，建议从起始处阅读。在第一段，发现关键词“色”一个定义：「色＝ある一定の状態の光の中で、その葉を前にしてもつ視覚的な体験のある種のあり方」
 。接下来，发现问题句之后也有一个定义「色とは」＝「この地上で人が外界に対してもつ視覚的な対応の仕方の一例であり、それ（色）は、人の内側
 で起こる出来事の一例」
 。可知「色＝人の内側≠人の外側」
 。所以，问题句1，应为「①＝外側
 にあるのではなく＝内側＝人の側＝人の内側」。


（2）继续向下观察，观察时要先观察主干关系，再观察从属部分。从句子之间的层次结构来看，最后一句的主干「（色＝内側）、それ（内側の色）に対して、“形”や“働き”は、基本的に③で起こっている。」
 ，为表示对比的「に対して」
 ，可知「③＝外側」
 。接着观察最后一句的内部之间的意义关系。「（形や働きは）、②であるとはいえ、基本的には③」
 ，我们已经分析出了「③＝外側」
 ，而②和③之间为「～とはいえ」
 （转折关系），所以②和③应该是相反，即「②＝内側」
 。

（3）选出答案1。

[image: alt]
 例题6



生まれてすぐから人を注視し、人の動きを目で追い、3ヶ月頃にはおとなの表情と同じ表情をつくり、半年もたつと相手の感情もわかり始めるような幼児が、他者を利用して必要な知識や技能を学ぶのはきわめて自然なことだと思われる。こうした仕組みのひとつが「社会的参照」（social referencing）である。



アメリカ合衆国の発達心理学者キャンボスは、1歳前後で、ハイハイや歩行によって自分で移動ができるようになった子どもの社会的参照の様子を実験的に確かめた。たとえば、子どもが実験室になじんで母親といつものように遊んでいる状態になった時に、突然大きな音をたててみる。するとそれまで遊んでいた子どもは、あわてて母親の顔を見る。その時に母親に恐怖の表情をしてもらうと、このグループの子どものほとんどが遊ぶのをやめ、あわてて母親に近づいたり抱かれたがったりした。ところが、この時に母親が（　③　）を見せるように指示されたグループの子どもでは、母親の顔を見て、心配することはないと判断したように再び遊びに戻ったのである。これは子どもが自分では処理できない事態になると、周りの人々、特にもっとも好きな人がいればその人の表情を参照して、どうしたらよいかを判断しているのだと解釈できよう。



【問】（　③　）に入る最も適当な言葉はどれか。


1　あわてた表情


2　厳しい表情


3　笑顔


4　涙



（2006年　一級問題から）



【解析】


（1）鉴于文章较短，建议从起始处阅读。第一段中找到文章的关键概念「社会的参照＝幼児が他者を利用して必要な知識や技能を学ぶ仕組み」
 （幼儿利用他者学习必要的知识和技能）。第二段的问题是关于该关键概念的实验事例（注意段中存在，たとえば）。


（2）在了解该实验的具体内容时，要注意印证关键概念的定义。实验内容是观察「幼児」
 听到巨大声响时的反应。注意实验当中出现的另一个人物，即幼儿的母亲（＝他者）
 ，当母亲（＝他者）
 表现出恐惧时，孩子也相应地变得慌张。证明了「社会的参照」，即幼儿通过母亲这个他者对周围情况的判断来得出自己的判断，也就是幼儿和母亲的判断具有同质性。

（3）接下来的问题句是对比性实验，即孩子观察母亲的（③）表情后，没有产生担心继续游玩。根据上述的「社会的参照」原理，可以推论③应该为“放心”类的表情。观察是否存在表示“放心”含义的选项。

（4）选出答案3。
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 例题7



人間は、本能的に何らかの刺激を求めるのではないだろうか。その刺激のひとつは味であり、また、味以外のものもある。今、この刺激ということばを人間の嗜好といったものにいいかえてみると興味ある事実がいくつも出てくる。



さて、嗜好品というものを考えてみよう。嗜好品はかならず刺激というものを持っているのが発見できるだろう。味では、塩味や甘味はつねにないとどうにもならない味であるが、苦味や酸味は、ときどきそれを味わうことで、刺激として感じる。香辛料のピリリとした辛さなども刺激のひとつだ。アルコール飲料も同じである。



また、こういった嗜好品をたしなむ場合、その刺激が強いほど満足感がえられる。そしてその刺激が、生きることのひとつの大きな刺激となってはね返ってくる。酒がなくて何が人生ぞなどということばは、あきらかに酒という嗜好品が生きることへと（　　）を与えているひとつの証拠とみてもよいだろう。



【問】（　　）に入る最も適当な言葉はどれか。


1　興味


2　嗜好


3　刺激


4　満足感



（2008年　一級問題から）



【解析】


（1）鉴于文章较短，建议从起始处阅读。在第一段，发现关键词“刺激”和类义表达「（刺激）＝味＝嗜好品」
 ，第二段整段是举例说明。第三段阐释了「嗜好品」
 和「刺激」
 之间的关系，“（必ず刺激をもっている）嗜好品はその刺激が強いほど満足感が得られる”
 （必然包含刺激在内的嗜好品本身的刺激越强，就越能获得满足感）。而且，这种（嗜好品本身包含的）刺激又会演变人生中的一个更大的刺激（＝その刺激が生きることのひとつの大きな刺激となって）。


（2）在搞懂「嗜好品」
 和「刺激」
 之间的关系的基础上，继续向下观察问题句。问题句是用「酒」
 这种「嗜好品」
 来例证上述的「嗜好品」
 和「刺激」
 之间的关系，即「酒という嗜好品（＝その刺激）が生きることへと（　？　）を与えている（＝生きることのひとつの大きな刺激
 となって）」。


（3）选出答案3。
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 例题8



（前略）



ある有名女性キャスターが、とても興味深い話をしていました。



それは彼女がまだ新人の頃のこと。プロデューサーに見せられたビデオに、ニューヨークの女性ホームレスを取材しているレポーターの姿が映っていました。



ビデオを見ながら、プロデューサーは、彼女にこういいました。



「君とこのレポーターの違いは、カメラマンとの位置関係だ。君はいつもカメラマンの（　ア　）にいるが、この女性はカメラマンよりずっと（　イ　）にいる」



ここでプロデューサーがいいたかったのは、「自分の視点を持て」ということだったのです。自分なりの視点があれば、カメラマンよりも先に、自分の行きたいほうへ行く。自分の視点がないからいつも、カメラマンに遅れをとってしまう。そういうことなのです。



新人だった彼女は、それ以来自分は何がおもしろいと思うのかを考えて、カメラマンより（　ウ　）に行くようにした。それは、女性レポーターの真似だったのです。彼女は「真似」という言葉は使わなかったのですが、結果的には真似をしたのと同じです。（後略）



【問】（　ア　）（　イ　）（　ウ　）に入る言葉として、適当なものはどれか。


1　ア　前　　イ　後ろ　ウ　後ろ


2　ア　前　　イ　後ろ　ウ　前


3　ア　後ろ　イ　前　　ウ　後ろ


4　ア　後ろ　イ　前　　ウ　前



（2009年第2回　一級問題から）



【解析】


（1）问题是要求选择对立概念，首先分析对立概念的指向，观察问题句，发现プロデューサー
 （监制人）的话语是将「君＝女性キャスター＝新人」
 和「レポーター＝この女性」
 与摄像师的方位进行对比，而且监制此话的用意在后句有了具体定义，就是「自分の視点を持て」
 （具备自身的视角）。关于这个定义的意义，文章的后句有具体的解释「自分なりの視点があれば（＝自分の視点がもて）、カメラマンよりも先に、自分の行きたいほうへ行く」
 （有自己的视角的话，可以比摄像师早一步去到自己想去的方向）。

（2）再向下阅读，发现线索，就是「それ以来…ようにした」
 ，这是日语中表示情况转变的表达方式，说明此句中的情况是变化后的状态。也就是「女性キャスター」
 听了监制人的话后，行为发生了转变，因此同属于「女性キャスター」
 的「ア」
 和「ウ」
 两个动作应该是对立的，即相反的。而我们之前看到，「レポーター＝この女性」
 的「イ」
 的动作和「女性キャスター」
 的「ア」
 的动作因为是对比（＝君とこのレポーターの違い）
 ，所以「ア」
 和「イ」
 不同，也因此「イ」
 和「ウ」
 相同。

（3）再联系监制人给「女性キャスター＝新人」
 看录像的目的，就是希望她能像「レポーター」
 那样具备自身的视角（＝カメラマンよりも先に）
 ，而最后「女性キャスター」
 后来也实现了「真似」
 （模仿）。所以「レポーター」
 的「イ」
 应该是「カメラマンの前＝カメラマンよりも先に」
 。

（4）选出答案4。
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 观点评价上的补充

此类问题多要求补充作者或文中人物对于某事的观点、态度和评价。因此，完成填空要求对文章中出现的各类观点和评价做出整理，特别要关注和填空部分含义相同或者形成对比的表达和事例（参考第5课、第6课）。
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 例题9



五十代から先の人生は、住まいなくしては語れない。見通しが立たない。



「子どもが何とかしてくれるだろう」



「夫（あるいは妻）が考えていてくれるはず」



これは、甘い人頼りだ。もっとひどいのになると、



「国、行政がなんとかしてくれる」



漠然と、（　　）と思っている人が意外と多い。しかし、そんな都合のいい話は、どこにも転がっていない。誰も、何もしてはくれない。自分の住まいは、自分の生き方そのものなのだから、これは、自分で考えるしかないのだ。



【問】（　　）に入る言い方として最も適当なものはどれか。


1　自分だけでなんでもできる


2　国、行政は自分と関係ない


3　誰かが何とかしてくれる


4　誰かを頼ることはできない



（1998年　一級問題から）



【解析】


（1）观察问题句。我们发现出现了重要线索，就是「…と思っている人が意外に多い。しかし、そんな都合のいい話…」
 （这样想的人出人意外地多，但是这种好事……）。这是文章为了批驳对立观点，引出作者的主要观点所常用的表达方式，这里看出存在两种看法，一个是很多人的看法（＝设问），而另一个是作者的看法。其中作者使用了表示主观否定的态度的词「そんな」
 引出对「そんな
 都合のいい話」
 （这种好事=很多人的观点）的批评和不赞同态度。

（2）在把握作者的评价的基础上，向前观察，发现也包含了几处评价「これは、あまい人頼り
 だ。」「もっとひどい
 のは」
 ，而这些评价都是针对引言中的具体事例，即「子ども·夫（妻）·国、行政が何とかしてくれる」＝（そんな都合のいい話＝甘い人頼り＝もっとひどい）＝（「　？　」）。


（3）观察选项

1　文章未涉及

2　与文章观点矛盾

3　誰かが＝（子ども·夫（妻）·国、行政）、何とかしてくれる＝（なんとかしてくれるだろう＝かんがえていてくれる＝なんとかしてくれる）


4　与文章观点矛盾

（4）选出答案3。

[image: alt]
 例题10



大人のことばと子どものことばの場合も、大人のことばが「中心」で、子どものことばは「中心」ではありません。だから、普通は、私たちは、「中心」であるところの大人のことばを維持しなければならないと思っており、子どもが何か変わった言い方をしますと、（　①　）。



しかし、その反面、子どものことばというのは、必ずしも全部大人のことばに合わせて直されてしまうわけでありません。それは、ことばというのが、時代とともに変わるということをみればすぐ分かることです。（後略）



【問】（　①　）に入るものとして最も適当なものはどれか。


1　それはおかしいと言って直すことをやります。


2　それはいいと言って大人の言葉に取り入れます。


3　無理に直そうとしないでしばらく様子を見ます。


4　全く直そうとしないでそのまま放っておきます。



（2003年　一級問題から）



【解析】


（1）观察问题句。发现本句的意义：“通常我们会认为要维持居于中心地位的成人的语言，所以当孩子们说法怪异时，（　？　）”，阅读时，发现后句存在「しかし」
 与问题句形成对比，观察后句，“但是，另一方面，孩子的语言并不一定要全部配合大人的语言而被修改”。仔细分析两者的对立，发现「おとなの言葉を維持＝大人の言葉に合わせて」
 构不成对比关系，而构成对比关系的是「こどもが何か変わった言い方をすると、（？）VS必ずしも全部直され
 てしまうわけではありません
 。」
 ，恰好后句用了一个否定句，所以去掉否定的部分，就是设问的部分，即「全部直す」。


（2）观察选项后发现，本题可以采用速答法。

1　それはおかしい（＝変わった）、直すVS（直される）


2　与文章观点矛盾

3　文章未涉及

4　文章未涉及

（3）选出答案1。
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 例题11



家事労働は、やってみると案外と簡単なものだ。嘘だと思う男性諸君は、一度やってみるといい。今はいい洗剤があるから皿洗いは楽だし、研いだ米に分量の水を入れて、スイッチを押せば自然に炊き上がる電気炊飯器という便利な機械もある。やる気になれば男だって一人でご飯を作り、暮らしていけないことはない。（中略）



「最近の女性は耐えるということを知らない」などと世間では言っている。確かに昔に比べると、我慢するということが少なくなったようだが、これは（　　）ことだと思う。



【問】（　　）に入る最も適当な言葉はどれか。


1　つまらない


2　いい


3　驚くべき


4　よくない



（2008年　一級問題から）



【解析】


（1）先观察问题句，属于添加表示评价的形容词的问题。向前阅读发现第一处重要线索，依然是「…と世間では言っている。確かに…が、（しかし）…（　？　）ことだと思う」
 （虽然社会上都说……，当然也确实是……，但是，我认为……）。这依然是文章为了批驳对立观点，使用让步（たしかに）
 的句式，引出作者的主要观点所常用的表达方式，这里看出存在两种看法，一个是社会上普遍的看法（＝最近の女性は耐えるということを知らない＝耐えて欲しい）
 ，而另一个是作者的看法，也是设问的问题。这里首先可以明确一点，相对于社会上的针对“最近的女性不懂得忍耐”这个现实的批评，作者是持反对态度的，即认为“女性不知道忍耐”应该得到赞同。

（2）如果从全文再来把握，我们看到文章的第二句，有「男性諸君は、（家事を）一度やってみるといい」
 的表达，「～といい」
 是表示作者劝说的表达方式，所以也间接表达了作者对于男性分担家务是持赞同态度的。综合起来，对于女性不再甘于做家务这件事情，作者是持赞同态度的。

（3）观察选项

1　对立的错误观点

2　いい（＝やってみるといい＝たしかに…が、これは（賛成））


3　文章未涉及

4　与文章观点矛盾

（4）选出答案2。
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 例题12



金で欲望を満たすのは下品である、という意見がある。はたして、そうなのだろうか。欲望を満たす以外に、金の遣い道なんてあるのか。



ブランド物やホストや美容整形にうつつを抜かした私が、最終的に得た教訓とは、「金で満たせる欲望には、必ず限界が来る」ということであった。なぜなら、消費の快感とはすなわち「欲望を満たす快感」であるから、金を払って欲望の対象を獲得した途端にそれは欲望の対象ではなくなる（あんなにほしかったはずのものが、手に入れた瞬間に、自分にとって大したものではなくなってしまうのだ）、という殺伐とした現象が生じ、その虚しさから逃れるために次から次へと新しい欲望の対象を追い求めたとしても、その最果てには「ついに欲しい物が無くなってしまう」といった欲望の砂漠化しか存在しないのである。



とはいえ、私は「金なんて無価値だ」などと言うつもりは毛頭ない。金で買える幸せは、この世の中に確実に存在する。ただ、（　③　）、と言いたいだけなのだ。金で買える幸せをたくさん累積していけば最終的に大きな幸せを獲得したことになるではないか、という意見もあろうが、私はそうは思わない。消費による欲望の充足は、特に現代のように欲望の対象が多様化している時代にあっては、足し算ではなく引き算だからである。（後略）



【問】（　③　）に入る正しい文はどれか。


1　その幸せには限りがある


2　人々の欲望には限りはない


3　金で買えない幸せもある


4　金で買えない幸せは幸せではない



（2009年第2回　一級問題から）



【解析】


（1）观察问题句。发现问题句出现表示补充说明的连词「ただ」
 和限定词「だけ」
 ，说明该句是对前句内容上的修正。因此，先观察前句「金で買える幸せは、この世の中で確実に存在する。」
 （这个世界上确实存在着能用钱买来的幸福）。

（2）注意「ただ」
 不是用来构成对立性的转折，即不是对前文的全盘否定，而是对前句所说的内容加以条件上的限定，即前句所说内容并不是不受约束的，放之四海而皆准的真理，而是受条件限制的。例如：「外出は自由だが、ただ、夜12時までに帰らなければならない」
 （外出是自由的，但必须在晚上十二点之前回来）。因此，联系前句的内容：“这个世界上确实存在着能用钱买来的幸福”，空白处的内容应该是：“但用钱买到的幸福（是有条件的）”。

（3）观察选项，本题可以应用速答法。

1　その幸せ（＝金で買える幸せ）、限りがある（受限的＝“附加的条件”）


2　虽然是文章前段的内容，但同设问无关。

3　同前句是完全对立的转折关系，不符合连词「ただ」
 用法。

4　是对前句的完全否定，不符合连词「ただ」
 用法。

（4）选出答案1。
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 练习：阅读下列文章，回答问题。

（1）小説が人間の生きる現実の上に成り立つものである以上、その生と死を絶対的に縛る〈時間〉から解き放たれることはあり得ない。というより、より広大な、より豊潤な〈空間〉に向けて飛び立ち、漂い出すことを夢見ながら、常に腰に付けた〈時間〉の皮肉な命綱によってその世界を守られ、限られ、狭められているのが、小説なるものの運命なのではあるまいか。（中略）



小説がそのように〈時間〉に固く結び付けられているとはいっても、小説の中で生きて動いているのは日めくりカレンダーや柱時計ではなく、登場人物としての人間達である。もとより、現実生活においても〈時間〉が見えるわけではない。見えない〈時間〉を何とか目に映るものにしようと努力して、人間は暦や時計を生んできたのだろう。（　①　）小説の中で時の推移を見えるものとするのは、暦や時計それ自身ではなく、溜息をつきながら暦をめくり、不安げな表情で壁の時計を見上げる、あれこれの人物達にほかならない。極言すれば、ここでは人間というものが、ある意味では暦であり時計であるとも言える。とはいっても、人間を単なる〈時間〉の函数として考えようとするのではない。むしろ、人間の存在とは、そのままごく自然に〈時間〉の表現でもあるという一事を述べたかったに過ぎない。



（2006年　一級問題から）



【問】（　①　）に入る最も適当な言葉はどれか。


1　けれど


2　だから


3　その上


4　つまり






（2）悲しみの感情を示すときには、助けを求める気持ちが含まれている場合が多い。全体が協力し合うことをよしとする集団主義の文化には、その求めを受容する備えがある。したがって、悲しみは生じやすい。他方、個人主義の文化では、悲しみは弱みを見せることになるし、人に助けられることを恥と考える。自分が強くなければならず、他者の不当な行為に対しては怒りを露にして戦うことが当然とされる。日本の社会も集団主義から個人主義へと徐々に移行しており、それが（　　）に反映していると考えられる。



（2009年第2回　一級問題から）



【問】（　　）に入る適当なものはどれか。


1　助けの求めの増大と怒りの減少


2　助けの求めの増大と怒りの増大


3　悲しみの感情の減少と怒りの減少


4　悲しみの感情の減少と怒りの増大






（3）（前略）見開いてくれたのは、小学生の少年である。彼と私はときおり「世間話」をする仲だ。あるとき彼は、「あのね、おばちゃん。ぼくね、自分がへんな顔をしてるんで、いやだったんだ」と始めたのだ。



驚いた。彼を知ってから何年かになるが、そんなことを思っているとは、つゆ知らなかった。彼の顔を私はまじまじ眺めた。なるほど平凡な、これといった特徴のない顔である。へんな顔立ちだろうか。わからない。こどもらしさがかがやいている顔ではあるが。



「洗面所の鏡を見るたびにね、悲しかったの」。そうなの、と私は（　②　）に答えた。話がどう展開するのか、緊張していた。彼はごく真剣である。



「見るたびにへんな顔、って思ってた」



へんじゃないとおもうけどなあ。私はさらに（　②　）に言った。



「いや、へんだった。へんなんで、あんまり鏡を見ないようにしてた」。うーん。



「そしたらね、一年前に引っ越した家の玄関に大きな鏡があったの」。うん。



「毎日何回も、玄関で自分を見ることになるんだよ。いやだった。ところがね、ぼく」。



そこで彼は照れて言葉をとぎらせた。ところが？



「そのうち自分の顔をへんじゃないと思うようになったんだ。けっこう可愛いって思うようになったんだよ」。そうかあ、そうなのかあ。よかったね。



（2008　一級問題から）



【問】（　②　）に入る最も適当な言葉はどれか。


1　慎重


2　冷淡


3　愉快


4　親切






（4）「零は数である。」といったところや現在ではこと新しく人の耳には響かないかも知れない。しかし一般の人がこの言葉の意味を真に会得しているか否かは、実は、少々疑問なのではないかと思われる節があるのである。現に戦争前のことであるが、某校の入学試験に際して、受験生全部を三つの組に分ける必要が生じたことがあった。このとき、数学の先生は、受験番号を、



（1）3で割り切れるもの、



（2）3で割ると1が残るもの、



（3）3で割ると2が残るもの、



というふうに組分けすることを提案した。（　　）常識的でないという一般的非難と同時に、これでは番号が1や2の者はいずれの組にもはいらないことにならないか、という批判的質間が出て、大いに驚いたという話である。1を3で割れば、商は0で残りは1である。だから番号1の者は当然（2）の組にはいるわけなのであるが、これは、すでに学校教育をおえてしまった他の先生たちから見れば、すこぶる形式的な不自然な考えかたのように思われるらしい。



（吉田洋一「零の発見」から）



【問】（　　）に入る最も適当な言葉はどれか。


1　しかし


2　すると


3　そして


4　だから






（5）人間的関心は、いつも低俗なもののみに向けられる事はない。人間性を低きに求めることは、究極において人間性の否定となる。人間性は何か積極的なものであって、人間はそれ自体において、すでになんらかの高さに達しているのである。したがって高さに人問性を求めるヒューマニズムも、決して普遍性を欠くことにはならないのである。人間には過失もあれば、弱点もあり、堕落もある。（　　）また向上もあれば、美点もあり、成功もある。そしてこれこそ積極的に人間的なものなのである。



（田中美知太郎「哲学的人生論」から）



【問】（　　）に入る最も適当な言葉はどれか。


1　したがって


2　やはり


3　たとえば


4　しかし






（6）読みに二種類ある。ひとつは経験ずみのことを読む場合で、もうひとつは未知のことを読む場合である。かりに前者をアルファー読み、後者をべーター読みとしておく。



テレビで競馬を見て、翌日の新聞で、その記事を読むとなかなかおもしろい。大体のことは先刻承知しているのだが、活字になっているのを読む感じはまた格別である。経験が一部再現される快感もある。スポーツ紙はそういう読者に支えられている。前の晩にテレビで見た野球試合の経過を満員電車の中で読むスポーツ紙によって再認する。実際には見なかった試合でも、ほかの経験によって代償されて目の前に彷彿させることができる。



こういう読者だけでなくきわめて多くの読者が（　ア　）をしている。読者に理解のパターンのできていない（　イ　）には抵抗が大きく、学校の勉強のような特殊な状況をのぞいて行なわれることが少ない。（　ウ　）の印象は（　エ　）の感じとはまるで違う。だいいちわかりにくくなる。しかし、ゆっくり、くりかえし読んでいると、あるとき、パッとわかる。古典作品の読みは多くこの（　オ　）による。外国文学も同じである。



わかるというのは、表現と読者のもっている、パターンの符合、近似共鳴にほかならない。ある批評家に「（　①　）」という有名な言葉があるが、読みにおいても、読者の理解、パターンに合ったものでなくては出会っても出会いにはならない。



（外山滋比古「文学の方法」から）



【問1】（　ア　）～（　オ　）には、「アルファー読み」と「ベーター読み」が入る。その組み合わせとして最も適当なものを選びなさい。


1　（ア）ベーター読み（イ）アルファー読み（ウ）アルファー読み（エ）ベーター読み（オ）アルファー読み


2　（ア）アルファー読み（イ）ベーター読み（ウ）ベーター読み（エ）アルファー読み（オ）ベーター読み


3　（ア）アルファー読み（イ）ベーター読み（ウ）アルファー読み（エ）ベーター読み（オ）ベーター読み


4　（ア）ベーター読み（イ）アルファー読み（ウ）ベーター読み（エ）アルファー読み（オ）ベーター読み



【問2】（　①　）に入る最も適当な言葉はどれか。


1　人はその性格に合ったできごとにしか出会わない


2　人はその性格に合ったできごとにはめったに出会わない


3　人はその性格に合ったできごとにかならず出会う


4　人はその性格に合ったできごとに出会っても理解しない






（7）会話は社交の原則を守らねばならない。誰でも経験しているように、こちらが何を言っても、必ず「そうです。全くその通りです。」と答える相手と会話してもつまらないものであるし、その反対に、こちらが何を言っても、必ず「違う。僕は反対だ。」と答える相手と会話してもつまらないものである。結局、会話には遊びの要素が含まれていて、互いに相手の主張の一部分を軽く否定するが、実は、軽い否定という迂路を通って、相互の一致や同意を確認し合うところに、会話の面白さがあるのである。一致や同意を確認し合うことが大切で、軽い否定の役割は、（　　）に似ている。自分の意見を固執して大演説をするのは、社交の原則に反している。話し言葉は、一方、沢山の味方によって支えられていると同時に、他方、社交の原則によって縛られている。この原則を無視して、言葉だけが先へ進んでしまうことは許されたい。



（清水幾太郎「論文の書き方」から）



【問】（　　）に入る最も適当な言葉はどれか。


1　湖水に浮かぶ一羽の白鳥


2　大火の原因となった一本のマッチ


3　お汁粉を甘くするために入れる塩


4　寒い時期に熱いお茶


第9课　与文章内容相符

读解考试中的常见问题，还有如「～の内容と合っているものはどれか」
 这种用来询问与文章所陈述的事实和背景等内容相符的问题。

这类问题主要有两种：

1）关于文章整体内容的概括的。

2）关于文章具体内容的理解的。

要做好这部分问题，要求：


一、正确理解文章的脉络和逻辑关系。


要从候选选项和设问的问题中，找到关键词，并从文章中找到包括替代关键词的指示词和类义词，以及对立概念、比喻、事例等相关内容，作为解题的线索。


二、重视文章的“事实”性。


要正确理解文章中的人物关系和事件的各项要素（发生的时间等）。还要判断文章所陈述内容的“事实性”。“事实性”中包括三项内容：“事实的内容”、“非事实的内容”和“反事实的内容”。
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（1）事实的：所叙述的内容已经成为事实的。具体包括：过去发生的事情、正在进行的动作和目前的状态。

如：昨日東京へ行きました。
 （昨天去了东京。）


彼は元気はありません。
 （他没有精神。）

（2）非事实的：所叙述的内容是否为事实还尚未确定的。具体包括：未来的事情、说话人的推测等。

如：明日東京へ行きます。
 （明天要去东京。）


そのとき、彼はそこにいたでしょう。
 （当时他是在那里的吧。）

（3）反事实的：所叙述的内容与事实相反的。在日语中具体如：べきだった·たかった·はずだった·つもりだった
 （本应该、本想、本应该、本打算）等表示期待和希望的表达方式的过去式，…ばよかったのに
 （如果……就好了）、…ていたら…だろう
 （要是……就……）等表示与实际事实相反的句型。

如：夏休みに東京へ行きたかった。
 （暑假时本来想去东京的。）


いま恐竜が生きていたら、人間の友達になるのでしょう。
 （要是恐龙还没有灭绝的话，会成为人类的朋友吧。）


三、重视选项的“属性”分析。


此类问题，选项通常会给出重要的线索。如果能根据选项所叙述的内容是属于“报告”、“推断”还是“评价”来寻找文章中相应的表达，将会起到事半功倍的效果。
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 例题1



（前略）



例えば親の階層（職業や所得）の不利さが子供の学歴達成に支障となることを考えてみよう。親の所得が高くないために子供が大学進学をあきらめたケースはどうだろうか。奨学金制度が充実しておれば、本人の能力と努力がある限り、大学進学の道は開かれている。わが国には機会の不平等は残っていると言える。逆に、アメリカでは機会の平等への執着は強いといえる。もっともわが国においても、国民の所得水準が向上したことによって、親の経済力が原因となって進学できないというケースは以前より減少しており、この問題の不平等性は低下している。（後略）



【問】この段落の内容と合っているものは、どれか。


1　日本では親の経済力が高くないために子供が進学できないケースは減ってきている。


2　日本では親の経済力が高くないために子供が進学できないケースが依然として多い。


3　アメリカでは機会の平等が重視されるが、奨学金制度は日本ほど充実していない。


4　アメリカでは機会の平等が日本ほど重視されないが、奨学金制度は充実している。



（2001年　一級問題から）



【解析】


（1）先观察选项，可知

1和2选项着重点在日本的“父母经济能力对孩子升学的影响”，并且内容上互为相反。而3和4着重点在美国的“奖学金制度”，并且内容上互为相反。

（2）根据选项的提示来阅读文章，注意文章中「わが国＝日本」
 的关系。同时注意最后一句，「わが国においても、親の経済力が原因となって進学できないケースは以前より減少しており、」
 说明日本因父母经济能力导致的无法升学的现象比以前减少。注意“减少”是已经出现的事实情况。

（3）选出答案1。文章中只是使用美国的事例来对比，主要是论述日本的情况。
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 例题2



アメリカの青年男女が日本の青年達より服装に金をかけず、豪華なレストランなどへもあまりいかないのは、18歳以降は親から独立して生活すべきだという社会規範が強く、経済的に貧しいからである。アパート代はアメリカでも高く、独立して生活している青年たちは堅実で、贅沢は中年以降の男女か、あるいは法律家やビジネススクール出のコンサルタントなど高収入の専門職についている人々である。（中略）



それに対して日本の親がかりの大学生やＯＬは、自分のアルバイト収入や給料をすべてこづかいとして自由にできるが、いうまでもなくこのような栄華は期限付きである。いつかは親の代わりに扶養してくれる男性、身の回りを世話してくれる女性と結婚しなければならず、とうてい自立しているとはいえない。



【問】この文章の内容と合っているものはどれか。


1　日本には収入があるにもかかわらず、経済面や生活面で親に頼る青年達がいる。


2　アメリカでは高収入の専門家はたいていビジネススクール出の中高年の男女である。


3　アメリカで日本でも若者は経済的に貧しく、アルバイトをして堅実に暮らしている。


4　日本の青年たちは働いて得た収入をすべて親に渡すので、自立しているとはいえない。



（2003年　一級問題から）



【解析】


（1）先观察选项，可知

1和4的着重点在“日本青年”，并且内容上存在对立。2的着重点在“美国青年”，而3是“日美两国均有涉及”而且日美两国年轻人情况相同。

（2）阅读文章，发现文章主要是对比日美青年在经济上的独立情况，相比于美国的独立，日本年轻人则正好相反，首先是打工收入和工资都可以用于自己的零花钱，不像美国的年轻人要支付基本的生活支出，而且有朝一日要找个代替父母来抚养自己的男人，或者是能照顾自己生活的女人来结婚，所以是最后一句所表达的「とうてい自立しているとは言えない」
 （无法说是已经自立）。

（3）选出答案1。
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 例题3



「男は仕事、女は家事と育児」という役割分担が伝統的な家族の形態であると思い込んでいる人間が多いが、実態は違う。そうした役割分担は、近現代の産業化と都市化がつくりだしたものである。上層の武家や公家の家族は、伝統的な家族の典型ではない。庶民の家族の場合、生業を維持するために男と女が協力して働くのがあたりまえであった。



【問】この文章の内容に合っているものはどれか。


1　近現代に入ってから、男女が協力して働く家族形態が武家や公家から庶民に広まって言った。


2　近現代より前は、男女が協力して働き、生活を維持するのが庶民の典型的な家族形態だった。


3　産業化と都市化が始まる前から、庶民の間では男女分業が典型的な家族形態だった。


4　産業化と都市化によって、武家や公家にも男女分業の家族形態が広まっていった。



（2006年　一級問題から）



【解析】


（1）本文较短，可以先通读文章，发现第一句为「…と思い込んでいる人間が多いが、実態は違う」
 这个句型（参照第8课例题1的解释）。作者主要表达的内容为“男主外、女主内这种分工形态是近现代工业化和城市化导致的”。同时举出事例，在近现代之前，日本社会的上层的贵族和武士阶层不能算是典型家庭的代表，多数的平民家庭中，是男女共同工作养家的。

（2）先观察选项，可知

1　与文章内容矛盾。男女共同工作是近现代之前，而不是近现代之后。

3　与文章内容矛盾，产业化和城市化开始之前，男女是不分工的，而是共同工作养家。

4　属于文章未涉及的内容。「武家」
 和「公家」
 的男女分工的家庭形态与产业化和城市化的关系，文章没有涉及。

（3）选出答案2。

[image: alt]
 例题4



街中や乗り物の中でのアナウンスは、必要な情報以外は聞き流してしまうことが多い。



先日ある私鉄電車に乗っていて、耳に残るアナウンスを聞いた。もうじき終点というとき、車掌らしき男性の声で「本日も日が沈み、寒くなってまいりました、皆様お気をつけてお降りくださいませ」と、確かこのような言葉だった。車中の人々は、一瞬間聞き耳をたてたり、顔や見合わせクスリと笑ったり、それぞれ反応は違ったが、なんとなく和やかな雰囲気になって降りていった。



飛行機や新幹線などでは聞いたかもしれないが、この私鉄でこのようなアナウンスを聞いたのは初めてだ。ゆっくり考えつつ言っているような口調だったので、たぶん個人的なサービス精神で言ってみたのではないかと思う。それとも、わたしが知らないだけで、日没時にはそういう決まりになっているのかもしれないが、マニュアルを棒読みしているアナウンスが多い中で、たまに機転をきかせた言葉にふれると、それだけで新鮮に思え、人間味を感じてしまうから不思議だ。とはいえ感じ方もいろいろなので、よけいな情報を聞きたくない人もいるだろう。口調や、タイミング、時間帯などによってうるさく感じる場合もあるのかもしれないので、そこは難しいところだが、乗り物などの場合、動かしているものと乗っている者、お互いに人間なのだと意識できるという意味では事故抑制にもつながるかもしれない。



印刷された年賀状でも、たったひと言直筆の言葉が添えてあるだけで、親しみを感じられるように、マニュアル化された言葉の中にもほんのわずか、自分の言葉が含まれていると人間味を感じることができるのだと思わせられる出来事だった。



【問】本文の内容に合っているのはどれか。


1　アナウンスでは、乗客に直接語りかける言葉を使わない限り、情報が正確に伝わりづらい。


2　マニュアル通りのアナウンスだけでなく、自分の言葉を付け加えれば、乗客にその温かさが伝わる。


3　車掌はマニュアル化されたアナウンスに自分の言葉を足すことで、乗客の安全を確保すべきである。


4　自分の言葉が入っていなければ、どんなによくできたアナウンスのマニュアルも効果が発揮されない。



（2009年第1回　一級問題から）



【解析】


（1）先观察选项，发现各个选项中带有表示评价内容的词，

1　「情報が正確に伝わりづらい」
 （难以正确传达）

2　「その温かさが伝わる」
 （传递出温情）

3　「自分の言葉を足すことで、安全を確保すべき」
 （应确保安全）

4　「自分の言葉が入っていなければ、効果が発揮できない」
 （不能发挥效果）

因此，此题的关键是了解作者对关键词「アナウンス」
 的评价（意见和态度）。

（2）阅读文章，重点阅读带有作者评价的句子。从以下句子中，


「車中の人々は、一瞬間聞き耳をたてたり、顔や見合わせクスリと笑ったり、それぞれ反応は違ったが、なんとなく和やかな雰囲気になって降りていった。」



「マニュアルを棒読みしているアナウンスが多い中で、たまに機転をきかせた言葉にふれると、それだけで新鮮に思え、人間味を感じてしまうから不思議だ。」



「マニュアル化された言葉の中にもほんのわずか、自分の言葉が含まれていると人間味を感じることができるのだと思わせられる出来事だった。」


可见，作者对于关键词「アナウンス」
 的评价是正面的。

（3）观察选项。

1　与文章内容相反

3　以偏概全，只概括了文章部分内容。

4　加入自编内容并不是要发挥「アナウンスのマニュアル」
 的效果，而是让人感到「人間味」
 （人情味）

（4）选出答案2。
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 例题5



環境破壊がなぜ問題なのかというと、それによって私たち人間が困るからです。「地球にやさしい」とか「地球を守れ」などといった言葉にだまされてはいけません。地球上の生物のなかでもっとも総量がおおく、なおかつあらゆる場所にはびこっているのがおそらくバクテリアのような単細胞生物です。万一地球上の生態系がずたずたになり、人間が生きていけないような環境になってもバクテリアは存在しているでしょう。また、もうひとつ重要なのは、環境破壊を生み出しているのも私たち人間だということです。人間ほど大規模に環境を改変してしまった種は他にいません。



【問】本文の内容と合っているものはどれか。


1　環境問題は、人間にはそれほど問題にならない。


2　環境問題は、人間にとっての問題にほかならない。


3　地球を守るために、環境を大切にしなければならない。


4　地球を守るために、人間を大切にしなければならない。



（2009年第2回　一級問題から）



【解析】


（1）先观察选项，发现每个选项都包含评价内容。

1　「問題にならない」
 （不成问题）

2　「人間にとっての問題にほかならない」
 （对于人类而言是重要问题）

3　「環境を大切にしなければならない」
 （必须要重视环境）

4　「人間を大切にしなければならない」
 （必须要重视人类）

（2）阅读文章，找到作者观点的关键句。


「環境破壊がなぜ問題なのかというと、それによって私たち人間が困るからです。」
 （为什么环境破坏是一个问题，是因为它会让我们人类陷入困境。）同时文章提出两个见解，①如果地球的生态系统遭到破坏，即便环境变得人类无法生存，但细菌还是会存在的（即环境问题真正影响到的是人类）。②正是人类这个物种对环境进行了大规模的改变。

（3）再观察选项。

1　与文章内容矛盾

3　注意文章中的「『地球にやさしい』とか『地球を守れ』などといった言葉にだまされてはいけません」
 （不要被保护地球等说法欺骗）。保护环境不是为了保护地球，而是为了保护人类自己。

4　与文章内容矛盾

（4）选出答案2。

[image: alt]
 例题6



だれであれ、自分らしい生き方や自分に都合のよい生き方を志向しながら、他者との共同生活にも満足できるための条件を探ってみると、法律婚にせよ、非法律婚にせよ、共通して認められる条件は、男女ともに、それぞれが「自分らしい生き方をしたい」と期待するだけでなく、お互いが「パートナーの行き方を尊重したい」というレディネスを持っていることであった。



「自分の生き方を尊重してほしいから相手の生き方も尊重したい」という、このようなごく当然の意識が、「自分らしさ志向」を「共同のもの」にできる条件ではないかと、私自身は考えている。言うなれば、「自分らしさの共同化」である。



【問】本文の内容と合っているものはどれか。


1　お互いに相手の生き方を大切にしたいと考えていても、結局は自分の都合を優先させてしまう。


2　相手の生き方を認めるという気持ちがお互いにないと、もともと共同生活は成立しない。


3　共同生活を通して、相手の生き方を尊重したいという強い気持ちがお互いに育っていく。


4　自分に都合のよい生き方は相手にもよい条件となると信じることで、お互いに満足できる。



（2009年第2回　一級問題から）



【解析】


（1）先观察选项，找出选项内容之间陈述的关键词「生き方」之间的逻辑关系。

1　（让步关系）无论多么相互重视对方的生存方式，结果都是优先自己。

2　（条件关系）只要不具备认同对方的生存方式的心理，就无法共同生活。

3　（因果关系）通过共同生活，才能培养相互尊重对方的生存方式的心理。

4　（因果关系）坚信对于自己有利的生存方式对于对方也是好的条件，就可以相互满足。

（2）阅读文章，找到明确表示作者观点的关键句。


「『自分の生き方を尊重してほしいから相手の生き方も尊重したい』という、このようなごく当然の意識が、『自分らしさ志向』を『共同のもの』にできる条件ではないかと、私自身は考えている。」


作者考虑的共同生活的条件是“因为希望对方尊重自己而尊重对方的生存方式的这种正常不过的意识”。

（3）重新比对选项，选出答案2。
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 练习：阅读下列文章，回答问题。

（1）辞書は、言葉の学習になくてはならないものである。自らの言葉であっても、外国語であっても、辞書を用いた経験のない者はいまい。辞書には使用されている言葉のあるがままの姿が載せられていると同時に、言葉の使用を規制する働きもある。つまり、「辞書に載っていない使い方は正しくない」とか、「使ってはならない」とい考え方である。しかし、実際問題として、辞書に言語活動の表現すべてを記述することは不可能である。辞書を活用することは大切だが、辞書に書いてあることを重視するあまり、言葉の自由な使用が規制される方向に向かうことは、好ましいことではない。



（1999年　1級問題から）



【問】この文章の内容と合っているものはどれか。


1　辞書を引いた経験がない者もいるが、辞書は多くの人に使われていて特に外国語の学習には必要なものである。


2　辞書には言葉の使用を規制する働きもあるから、辞書に載っている使い方から外れないようした方がよい。


3　辞書には言語の表現すべてが載っているわけではないから、むしろ辞書にない自由表現を求めるのがよい。


4　辞書に書いてあることを必要以上に重視して、辞書に載っていない使い方を規制しすぎることは望ましくない。






（2）英語では自分および相手を指す言葉は、アイとユーの一つずつしかない。ところが、日本語の場合は、自分を指す言葉は、わたくし、ぼく、おれ、わし、てまえという日常的に使っている言葉から、今は使われていない拙者、麿、朕等々数十あり、相手を指す言葉も、きみ、あなた、お前、きさま等々、ちょうど自分を指す言葉に対応するぐらいある。日本語の場合は、誰にたいするかによって、目上か目下か同僚か等々、相手が何者であり、自分はそれにたいしてどのような関係にたつものであるかによって自分を指す言葉、相手を指す言葉が違ってくるのである。



（中略）



いずれにしろ、日本語には英語のアイとユーのように自己自体、相手自体をその語の本来的な意味において指し示す語はない。相手との関係いかんによって自己を表現する呼称を用いるのである。それは、日本人が自分自身より、むしろ自分と他人との関係そのものを重くみていることを示している。他人との関係より自分自身の意志を「我」といい、他との関係を認めないで自分を表明することを「我を出す」といい、自分の意見を主張することを「我を張る」という。この我はアイに相当する言葉ではない。だから、「われは黙っとれ」、「われはしてはならんぞ」などと、われを相手を指す言葉として用いるという、奇妙なことが起きる。



日本人は関係、全体によって規定せられている地位や役割を重くみて、それに自己を埋没せしめる。全体と規定せられた地位や役割はもちろん欧米人にとっても重要である。だが、あくまでも個人それ自体がまずたてられ、その上で地位や役割は選びとられたものとして演ぜられるものである。



（三戸公「公と私」から）



【問】この文章の内容と合っているものはどれか。


1　日本人は、自己を中心にして、自分と他人との関係を規定する。


2　日本語では、自分を指す言葉と相手を指す言葉をはっきりと区別する。


3　欧米人は、関係をによって規定される地位と役割より、自己のほうを重くみる。


4　英語では、相手との関係によって、相手を指す言葉が違ってくる。






（3）分析とは何か。そのことを説明するには、城攻めの例を引くのがよさそうだ。



ここに難攻不落を誇る天下の名城があって、それをある武将が是が非でも攻め落とし自分のものにしようと目標を定めたとする。この場合、いかなる名城でもわが大隊をもってすれば攻め落とせるだろう、「それ行け！」と命令を出すとすればそれは二流、三流の武将といえる。一流の武将は、城の構造や、その周囲の地形や敵の兵力などの条件をバラバラに解体して考究するに違いない。これがすなわち、分析である。



人は生きていく中で、およそ想像もつかなかった難しい問題に出くわすものである。そのような時、棚からボタモチ式に問題をひとまとめに解決しようとする態度は、右の例でいえば、城の周囲を包囲して一気に攻めこんでいく態度に等しいのだ。その姿勢では難攻不落の城は落ちないのと同じように、難しい問題は解決できないに違いない。



そこで、分析ということが必要になる。問題をバラバラにして一つ一つ深く考え、武将が針の穴ほどの攻め口をさがし求めるように、解決の糸口を見いだすことが必要なのである。



過去五百年、欧米の、特に自然科学の発展がめざましかったのはほかでもない、欧米人が東洋の人間とは比較にならないほど、この分析において優れていたからだ。そのことは数学の世界でも言える。



たとえば、日本の江戸時代の数学者である、関考和の残した業績を見ても、発想の点では同時代の西欧の数学者と比べても甲乙つけがたいが、分析能力において、はるかに力不足なのである。



ある哲学者が指摘するところによれば、欧米人は一つの問題があると、それをいろいろな要素に分けて、あらゆる角度から徹底的に調べ上げる。



これに対して東洋人は、一つの問題があるとそれに似たような問題をどんどん集める。いわば大きな知恵袋をもっていて、その袋の中に似たような問題をつめこんでいく。そして袋はやがて宇宙的な大きさになって、したがってその内容に関する議論も宇宙的な議論になって、最後には初めの問題などはどこかに消え失せてしまうというのである。私の経験からいっても面白い指摘だと思う。



（広中平祐「生きること学ぶこと」から）



【問】この文章の内容と合っているものはどれか。


1　分析とは、徹底的に調べあげ、似たような問題を集めることだが、欧米人と比較してみると、東洋人のほうが優れている。


2　分析とは、問題を集め、宇宙的な大きさにする能力をさすが、東洋人·欧米人ともに、全体をとらえる目をもつべきだ。


3　分析とは、要素に分けて徹底的に調べあげることだが、この能力において、東洋人よりも欧米人のほうが優れている。


4　分析とは、問題をひとまとめに解決する能力をさすが、欧米人と比べて東洋人は力量不足なので、見習うべきだ。






（4）「ケシゴムの悲シミ」という表現を考えて見ましょう。はじめはちょっと変な感じがするかもしれません。「少女ノ悲シミ」とか「太郎サンノ悲シミ」とかであればすぐわかりますが「ケシゴムの悲シミ」はそうではありません。しかし、まったくわけの分からない表現かというとそうでもありません。むしろ、なんとなく面白い表現だという感じがするのではないでしょうか。



ケシゴムの身になって考えてみましょう。買われてきたばかりのケシゴムは、新しくまっしろで、角もピンとしているかもしれません。それからまいにちまいにち、ケシゴムはまちがって書かれた字があると、すぐそこへとんで行っては自分の身体をなんどもなんどもこすりつけて、いっしょけんめいにそれを消してまわります。こうしていつも働いているうちに、ケシゴムの角はだんだんと丸くなり身体も汚れ、小さくなっていきます。とうとう指で持ちにくいくらい小さくなったとき、ある日とつぜん、どこからともなく、まあたらしい、きれいなピカピカの別のケシゴムが表れます。そして自分は…、ポイとごみ箱か何かに捨てられてしまって、どこかへ消えていく…。そのときのケシゴムの気持ちはどんなものでしょうか。きっと悲しいでしょうね。思えば、ケシゴムはかわいそうなものです。



（中略）



日常生活で私たちはいろいろなことを頭で考えたり、心で感じたりします。そして、それを外へ表したいとか、他の人に伝えたい、と思うときには、ことばを使います。これはもちろん、ことばの大切な働きです。でも、ことばはいつもすでにできあがったことを表したり、伝えたりしているだけではありません。逆に、ことばがあることを先につくりだして、それを私たちがはじめて考えたり、感じたりするということも起こります。私たちの日常の生活では、ケシゴムはごくありふれた文房具にすぎませんでした。でも、「ケシゴムノ悲シミ」という表現との出会いのあとでは、私たちはケシゴムのようなものとも気持ちが通じると感じます。私たちはケシゴムが私たちの文房具でなく、仲間になってくれるような新しい世界へ導き入れられたのです。ことばは私たちの日常の世界のことがらを表したり、伝えたりするだけでなく、自分で新しい世界を生み出していく力を持っています。



（池上嘉彦「ふしぎなことばことばのふしぎ」から）



【問】この文章の内容と合っているものはどれか。


1　「ケシゴムノ悲シミ」という表現は、変なことばとして使われるものだ。


2　ことばの最も大切な働きは、心で感じたことを相手に伝えることだ。


3　表現を工夫することで、ことばは新しい世界を生み出すことができる。


4　ことばはいつもできあがったことを表現したり、伝えたりしている。


第10课　特定的主宾语问题

正确理解文章中的人物和事物的关系的问题，经常以询问主语（誰が）
 和宾语（何を/何が＋感情类谓语）
 的形式出现。

做好此类问题，只要牢牢把握日语中的“修饰成分在前，中心成分在后”的这条规律，按照以下方法整理出句子的主干部分，问题就会迎刃而解。

具体步骤为：

1．先整理出问题句中出现的中心词（分清主语/宾语的中心词、主要谓语和次要谓语）。勾勒出句子的主干部分。

整理时应针对词、短语、从句等各种句子成分，按照从小到大的顺序。

例如：

（1）对于单个的修饰词，如修饰名词的连体词、形容词/形容动词和修饰动词的副词等，用线划掉。

（2）对于修饰短语，如修饰名词的定语性的短语（～ままの、～ような等）
 和修饰动词的副词性短语（～ほど、～ように等）
 ，用（　）圆括号括起。

（3）对于定语从句，如修饰名词的定语从句（～が～した、～が～だった等）
 和修饰动词的副词性从句（条件（～なら·ば·たら·と）
 、原因（～から·ので·ため）
 、目的（～ため·ように）
 、伴随状况（～て·ながら）等）
 ，用｛　｝大括号括起。

（4）对于引用句（～と·～かどうか·という）
 等，用［　］方括号括起。

（5）从句的主语和同级的谓语用单下划线标出，主句的主语和相应的谓语用双下划线标出。

2．对整理好的句子进行分析。

（1）主语（宾语）与谓语同级：当与设问的谓语同级的括号中存在主语（宾语）时，就使用该主语（宾语）。


例1：
 あの女はあの男が自殺を図った事件に首を突っ込まなかったから、無事だったんだ。



【問】「無事だった」とあるが、誰が無事だったか。


1　あの女


2　あの男


根据1中所述的方法进行整理后，


[image: alt]
 女
 は[image: alt]
 ｛[image: alt]
 男
 が自殺を図った
 ）事件に首を突っ込まなかった
 から｝、無事だったんだ
 。


发现主语与问题的谓语同级，即「あの女」。


（2）主语（宾语）在谓语的上级：当同级的括号中不存在主语（宾语）时，则在括号外去寻找最近的主语（宾语）。


例2：
 他人の意見より自分の意見が正しいと思いがちである。しかし、自分の意見は思うほど正しくないことも多い。



【問】「思う」とあるが、誰が思うのか。


1　他人


2　自分


根据1中所述的方法进行整理后，


［（他人の意見より）[image: alt]
 意見
 が正しい
 と］思いがち
 である。しかし、自分の意見は
 （思う
 ほど）正しくないことも多い
 。


与问题谓语同级中不存在主语，所以去上级寻找，找到「自分の意見」
 这个主语，据此判断，主语应为「自分」
 。


例3：
 私は講演を頼まれた時、自分の経験をよく話すのだが、その話が聞く側にとって魅力あるものであることが分かれば
 、内に隠れていた体験や経験が次から次へと出てくるのである。その結果、講演のテーマと大幅にずれ、関係者をあわてさせることがよくある。



【問】「分かれば」とあるが、誰が分かるのか。


1　話をしている自分


2　話を聴いている人


3　関係者


4　話している自分とそれを聞いている人


根据1中所述的方法进行整理后，



私は
 ｛（講演を頼まれた
 時）、[image: alt]
 経験を[image: alt]
 話すのだが
 ｝、｛（[image: alt]
 話が（聞く側にとって）魅力あるものである
 ）ことが分かれば｝、（内に隠れていた
 ）体験や経験
 が[image: alt]
 出てくるのである
 。


与问题谓语同级中不存在主语，所以去上级寻找，找到「私は」
 和「体験や経験
 」
 这两个能做主语的成分，但是如果是「体験や経験が分かる」
 的话，像「日本語が分かる」
 一样，「体験や経験
 」
 只能当「分かる」
 的宾语成分。所以选择「私は」＝話をしている自分。



例4：
 手紙がめんどうなのは、さよう、自分が書くがわにまわったときのことである。電話不精ということばはまだないけれど、（個人的に私にはあるのだが）、筆不精という悩みは確実に存在する。と、ここでちょっと不安になって
 、ひょっとすると、不精ではなく無精だったかしら…と思いまどうところが、すなわち手紙を書くのはくたびれるという理由の一つに相違ない。



（1995年　一級問題から）



【問】「不安になって」とあるが、何が不安なのか。


1　電話不精という言葉は本当にまだないのかということ


2　自分は本当は筆無精ではないのかもしれないということ


3　「不精」は漢字で本当に「不精」と書くのかということ


4　確実にあるのは筆無精という悩みだと本当に言えるのかということ


本题询问“不安”的对象，属于宾语问题。问题句可分析为：


と、｛ここでちょっと不安になって
 ｝、［ひょっとすると、不精ではなく無精だったかしら…と］思いまどう



＝［ひょっとすると、不精ではなく無精だったかしら…と］、｛不安になって
 ｝思いまどう。


所以，不安的内容为［　］的内容。即汉字写法是否正确的问题。选择3。

（3）主语（宾语）在句外：当问题句中找不到相应的主语时（或主语省略时），先要考虑主语是否是文章的作者（或是文章的话题人物），然后再到前一句去用同样的方法来寻找主语。

如果是宾语问题时，先要考虑缺失的宾语是否是文章的主题内容，然后再按照上述的方法去寻找宾语。

其中，特别要注意的一点是，补充好省略的主语和宾语后要通读一遍，以便检查句意是否通顺。


例5：
 …用を済ませてマンションに戻り、十階についてエレベーターの扉が開いた瞬間、ニャーといってさっきの猫が中に入ってきた。屋上を見物したあと階下に下りるべく、エレベーターの前で待っていたらしい。化かされているような気がしたが、一階まで送ってやると、ものたりなそうな顔をしながら、そのやみに消えていった。



（1990年　一級試験から）



【問】「降りるべく」とあるが、降りるのは次のどれか。


1　猫


2　だれか。


3　エレベーター


4　私


根据1中所述的方法进行整理后，


用を済ませてマンションに戻り、十階についてエレベーターの扉が開いた瞬間、ニャーといってさっきの猫が中に入ってきた。｛（屋上を見物した
 あと）[image: alt]
 下りる
 べく｝、[image: alt]
 [image: alt]
 待っていた
 らしい。


可知、「降りる」
 和「待っていた」、「見物」
 的主语相同，但是在问题句中没有出现。因此是主语省略，于是向前一句寻找。

对前一句进行同样的分析后，


（用を済ませてマンションに戻り、十階についてエレベーターの扉
 が開いた
 瞬間）、（ニャーといって
 ）[image: alt]
 猫
 が中に入ってきた
 。


可知主语为「猫」
 。


例6：
 （私の知っているすし屋の若い主人）高校を出たときから彼は父親に、すしの握り方、ご飯のたきかた――寿司屋になるすべてを習った。父親は彼のご飯の炊きかたが下手だとそれをひっくりかえすぐらい厳しかった…。…ある日、たまりかねて、「なぜぼくだけに辛く当たるんだ」ときくと、「俺の子供だから辛く当たるんだ」と言いかえされたと言う。



父親が死に、一人前になって店をついでみると、その辛く当たられた技術が役にたち、なるほど、なるほどと彼はわかった
 そうである。



（1991年　一級試験から）



【問】「なるほど、なるほどと彼はわかった」とあるが、彼がわかったことは何か。


1　父が死んだ理由


2　店をついだ理由


3　父親が辛く当たった理由


4　筆者が彼を羨ましいと思っている理由


本题是宾语的问题，而且宾语省略，但「なるほど」＝「以前理解できなかったことが理解した」。
 所以要寻找文中的「以前は理解できなかったこと」
 。可知前文中出现的父子间关于「なぜぼくだけに辛くあたるんだ」
 的对话。「なぜ（＝询问理由）」
 。其实这是这部分文章所主要讨论的内容，即文章的主题。所以选择3。

3．注意文章叙述的视角（讲述者）和主题。

能力考试中的有关主语的问题，经常涉及到文章的叙述视角的问题，即文章是从谁（作者还是文章中出现的某个人物）的角度来叙述的。

而宾语的问题，多数是与叙事中的主题和主要事件的内容有关。因此在阅读过程中要留意叙事者的转换和重要内容的省略。

我们以中文为例。


例7：
 ①有一次，我有个朋友骑车撞了人。

②“你怎么不长眼睛?”

③“真对不起。”

④“对不起有什么用？快说怎么办。”

⑤见对方不依不饶，他只好找警察来处理（⑥）。

此例中的叙事者和省略的情况如下：

①叙事者为作者（我）

②叙事者为对方（被我朋友撞到的人）

③叙事者为我的朋友（他）

④叙事者为对方（被我朋友撞到的人）

⑤叙事者为作者（主语为我的朋友）

⑥此处省略了宾语（主题=撞车这件事）

[image: alt]
 例题1



男の古典的な勘違いの最たるものは、女性は家事がきらいではないという手前勝手な信仰だろう。



誤解である。女性の十中八、九は、家事がきらいなのである。それも、大っきらいなのだ。



きらいだが、それが仕事だし、ほかにやる人がいないから、しかたなしにやる
 ①
 。「手伝え」ったって
 ②
 、夫は連日仕事で忙しい。本当は、なにをしてる
 ③
 のか、わかりゃしないのだが。



会社を辞めて家にはいる
 ④
 となったら、もう猶予はきかない。夫にも、それ相応の家事をやってもらおう。今までの償いの分も含めてだ。たいがいの女性はそう考えているのではないか。



【問】①「しかたなしにやる」、②「『手伝え』ったって」、③「何をしてる」、④「家にはいる」、とあるが、①やる、②「言う」、③「している」、④「はいる」のはそれぞれだれか。適当な組み合わせを選びなさい。


1　①：夫　②：夫　③：妻　④：妻


2　①：妻　②：夫　③：妻　④：夫


3　①：妻　②：妻　③：夫　④：夫


4　①：夫　②：妻　③：夫　④：妻



（2000年　一級問題から）



【解析】


（1）本题是填空问题（对立概念填空）和主语问题的复合题。可以综合运用填空问题和主语问题的解题方法。

（2）首先，「しかたなしにやる」
 句中不存在同级的主语，所以向前一句寻找，找到「女性の十中八九は」
 这个主语。综合句意为：大部分女性讨厌做家务。而且是非常讨厌。虽然讨厌，但是因为这是工作，而且也没有其他人来做，所以只能去做。然后观察第二句「手伝え」
 为命令句，即命令对方（这里是丈夫）来做某事，这是站在妻子角度的发言，要注意这里的「夫は」
 的「は」
 是表示对比的用法。到这里要注意到，此篇文章是以女性的视角来写的，所以主谓语所对应的主语默认为女性（即妻子）。

因此，第三句可分析为：（妻
 は）本当は、［（夫
 が）なにをしてる
 のか、］わかりゃしない
 のだが。


第四句为（妻
 は）{（夫
 が）会社を辞めて家にはいる
 となったら}、[image: alt]
 猶予はきかない
 。夫にも、[image: alt]
 の家事をやってもらおう
 。


（3）选出答案3。本题中由于涉及到主语的省略，所以在还原主语时一定要通读一遍，确认句意通顺。

[image: alt]
 例题2



（前略）（小学生の少年は）「洗面所の鏡を見るたびにね、悲しかったの」。そうなの、と私は慎重に答えた。話がどう展開するのか、緊張していた。彼はすごく真剣である。



「見るたびにへんな顔、って思ってた」



へんじゃないと思うけどなあ。私はさらに慎重にいった。



「いや、へんだった。へんなんで、あんまり鏡をみないようにしてた」。うーん。



「そしたらね、一年前に引越しした家の玄関に大きな鏡が合ったの」。うん。



「毎日何回も、玄関で自分を見ることになるんだよ。いやだった
 。ところがね、ぼく」そこで彼は照れて言葉をとぎらせた。ところが？



「そのうち自分の顔をへんじゃないと思うようになったんだ。けっこう可愛いって思うおようになったんだよ」。そうかあ、そうなのかあ。よかったね。



「よかったよ」。彼は嬉しそうに頷いた。



（後略）



【問】「いやだった」とあるが、少年は何がいやだったのか。


1　おおきな鏡がある家に引っ越したこと


2　毎日へんな顔の自分と向き合うこと


3　洗面所の鏡をみることができなくなったこと


4　自分の顔がへんだと自分自身で認めること



（2008年　一級問題から）



【解析】


（1）本题为选择宾语的问题，因为在问题句中宾语省略，即不存在同级宾语，所以去前一句寻找，找到「毎日何回も、玄関で自分を見る」
 。对比选项中的同意表达，「自分を見る＝自分と向き合う」


（2）选出答案2。

[image: alt]
 例题3



心理学は昔から心について研究してきたわけですが、実は肝心の感情（情動）についてはまだよくわかっていないのです。えっ、感情こそ心理学が得意とするところではないのですか、と不思議に思われる
 かもしれません。しかし、現代の心理学が得意としているのは、どちらかというと、私たちが目や耳で周囲の世界をどのようにとらえるかという感覚や知覚の働きであり、どのようにものを考えるかといった認知と呼ばれる働きについてです。



【問】不思議に思われる
 とあるが、人々は何を不思議に思うのか。


1　心理学では感情機能についてまだ十分わかっていないこと


2　心理学では認知と感情の関係がまだ解明されていないこと


3　心理学は感情の働きを研究するのが得意だということ


4　心理学が昔から心について研究してきたということ



（2010年第1回　一級問題から）



【解析】


（1）观察问题句：［感情こそ心理学が得意とするところではないのですか、と］不思議に思われる
 かもしれません。
 可知「不思議」
 的内容是「感情こそ心理学が得意とするところではないのですか」
 （感情不正是心理学最擅长的吗？）。由于［　］中的内容为反问句，而且未出现在选项中，所以观察前一句，可知「実は肝心の感情（情動）についてはまだよくわかっていないのです」
 （事实）导致了「感情こそ心理学が得意とするところではないのですか」
 （反应）。

（2）观察选项

1　「感情機能についてまだ十分わかっていないこと＝肝心の感情（情動）についてはまだよくわかっていない」


2　文章未涉及的内容。


3　与文章论述的内容相矛盾。


4　内容虽然正确，但不是设问所问的内容。


（3）选出答案1。

[image: alt]
 练习：阅读下列文章，回答问题。

（1）古今東西、時の流れは川の流れにたとえられます。さらさらと昼夜をと問わず流れていく川の流れです。川の流れは人が止まれと言っても止まってくれないのです。それこそ一時もです。左足を水に入れ、あわてて右足を入れてみても、さっきの川の水は、だから「さっき」という一時はもう眼前から流れ去っているのです。



時間もそうです。だれが何を言おうと、無表情に、さらさらと流れていくのがその本性です。この止められないという性が時の底意地の悪さのもう一つの面です。滅びに向かうのがいやで、いやだいやだと言っているうちにも、時は流れ、私はなすすべもなく、持ち時間を減らし、滅びに近づいていっているのです。



止まってくれない川ですから、川にかかわるものたちが、早く進んで、とか、遅く流れて、とか祈っても、それに耳など貸すわけもありません
 。ただ淡々とすべてのものに同じに流れすぎていくのです。



（左近司祥子「哲学のことば」から）



【問】「耳など貸すわけもありません」とあるが、主語が何か。


1　無表情に流れていく時間


2　止まってくれない川


3　川にかかわるものたち


4　なすすべもない私


（2）若者は日本という国に特別な親愛感を持っていた。



「ジャポン、フレンド」と言ったり、



「アメリカ、ロシア、ノー·グッド」と言ったりする。



そして、チャイハネ（注）の料金を払わせようとしなかった。




チャイハネを出て、また歩きはじめると、道端でリンゴを売っている。値段はいくらくらいなのだろう。どこかに値札は出ていないかと目で探していると、若者が尋ねてくる。



「ユー·ライク？」



好きだと答えると、リンゴを二つ買い、ひとつを手渡してくれる。私は代金を払おうとすることをやめ、ありがとうと言って、リンゴをかじりはじめる…。



（沢木耕太郎「深夜特急」から）



（注）チャイハネ：トルコ語で喫茶店のこと



【問】「チ　ャイハネの料金を払わせようとしなかった
 」とあるが、誰がチャイハネの料金を払ったのか。


1　私


2　りんごを売っている人


3　私と若者


4　若者






（3）もうずいぶん以前のこと、家族みなで四国の森の村に帰省したことがあった。長男は祖母になじんで、とくに二人が一緒に過ごす時間が長かった。



そして東京へ発つ日、帰りの飛行機のなかで娘がしきりに気にかけていることがあった。家を出る時、光はおばあちゃんにそれも大きな声で、



「元気を出して、しっかり死んでください！」といったというのだ。



「はい、元気を出して、しっかり死にましょう、しかし、光さん、おなごりおしいことですな！」と母は答えたそうなのだが…



そのうち光は妹とよく話し合った上で、電話で訂正することになった。



かれが次のように受話器へ向けて話している間、家族みなが脇に集まって、故郷の村での母の反応をはかるようであったことを覚えている。



「誠に失礼いたしました、言い方が正しくありませんでした！元気を出して、しっかり生きてください！」



母は笑って受けとめてくれている様子。彼女はその後大病して、幸いにかいふくも恢復したが、しばらくたった後、世話をする妹にこういうことをいったそうだ。



「自分が病気である間、いちばん力づけになったのは、思いがけないことに、光さんの最初の挨拶であった。元気を出して、しっかり死んでください！その言葉を光さんの声音のままに思い出すと、ともかく勇気が出た。もしかしたらそのおかげであらためて生きることになったのかも知れない。」



光は家族のなかでたいていいつも黙っている。そして田舎の村でも、母が問わず語りをするように、自分が年をとってしまったこと、これからの大仕事が死ぬことだということ、いままでたいていのことは経験してきたけれども、死ぬことだけは初めてだからしっかりしていなければならない、というようなことを話すのを聞いていたのだろう
 。妹も、おなじ内容の話をしばしば聞かされたというから。



（大江健三郎「いかに木を殺すか」から）



【問】「聞いていたのだろう
 」とあるが、誰が聞いていたのか。


1　家族


2　光


3　母


4　妹






（4）音楽とは何か、といわれたら、音による会話だと答えることにしている。音を通してある人の感情や思想が聴く人につたえられる。それが音楽である。



こういう定義はいかにも当り前のようだが、音楽はいつでもそういうものであるとは限らない。早い話が、私どもは、うれしいにつけ悲しいにつけ一人で歌をうたうことがある。誰にきかせるわけでもない。感情は一人で流れてゆく。会話の相手はそこにはいない。



そういう歌も自分自身に対する語りかけて、やはり一種の会話だというなら、寺院や教会でうたわれる歌はどうだろうか。もちろんそれも神への呼びかけにちがいないが、会話という言葉は必ずしも適当ではない。とくに、土俗の宗教などで、音楽が人をはげしいエクスタシーにみちびくような場合は会話とはいい難い。進軍ラッパや狩の太鼓なども、一方的に意味をつたえるのだから本当の会話ではない。



いまあげたような音楽も、音楽であることにまちがいはない。私の定義は、だから、定義でも何でもなくて、私自身が音楽に対してもっている願望でありイメージなのである。



会話という限り、それは一方通行であたえられる刺激や快楽とはちがう。演奏会で音楽をやっているのは演奏家で、私どもはそれを黙ってきいているだけだが、それは決して音を受身でうけとっているということではない。ぼんやりと音をきいていれば、音楽はただの音のつながりにすぎない。それを音楽としてきくためには、実はきく方の側にもいろいろな心の働きが必要なのである。



私がいまでも覚えているのは、小説家の高見順が死ぬ少し前にかいた日記の一節である。体が衰弱して本を読む気力がなくなり、音楽ならばとおもってきいてみたが、やはり駄目だった
 と彼はかいている。音はもちろんきこえるが、音楽としてはきこえない。それは聴覚の衰弱ではなくて、聴覚がうけとったものを自分の内部で意味のある言葉として再構成する精神の能力の衰退である。



音楽にかぎらず、芸術を鑑賞するというのは、他人の世界にふれようとすることである。音や色や言葉によって他人を理解するといってもいい。人は果して他人を本当に理解できるのかということは別にして、それを理解しようとする努力のなかに、芸術そのものの意味があると考えてもそうまちがいはないとおもっている。



（遠山一行「会話の音楽」から）



【問】「やはり駄目だった
 」とあるが、何が駄目だったのか。


1　体が衰弱し音が聞こえなくなるということ


2　体が衰弱し音楽を聴く気力がないということ


3　耳に入った音の鑑賞ができないということ


4　死ぬ前に音楽の快楽も分からないということ



第三部　实战篇





模拟练习（1）


問題1　次の（1）から（4）の文章を読んで、後の問いにたいする答えとして最もよいものを、1·2·3·4からひとつ選びなさい。


（1）


日本の庭は時間とともに変化し、推移することが生命なのだ。ある形を凍結させ、永久に動かないようにとの祈念を込めた記念碑的な造型がそこにあるわけではない。不変の形を作り出すことが芸術の本質なら、変化を生命とする日本の庭はおよそ芸術といえるかどうか。これは少なくとも、ヨーロッパ式の芸術理念とは違った考えに基づいて、作り出され存在しているもののように思われる。



（山本健吉「日本の庭について」による）



問1　この文章の内容と合っているのは、どれか


1　日本の庭は、芸術とは言えないが、記念碑的な造形が特徴である。


2　日本の庭は、「永久不変」の芸術理念に基づいて作り出されたものだ。


3　日本の庭は、不変の形より、絶えずに変化することを重視している。


4　日本の庭は、変化を求めるばかりで、芸術の本質から逸脱している。


（2）


自然の原型が森林である我が国で、保存を図るべき自然の第一は、やはり原生林であろう。原生林を含めて、自然の保存は今までもいろいろ行われてはきた。しかし、過去の保存処置は、その面積が狭くて周囲の影響を受けやすいこと、完全にあるがままに保存されていないこと、指定対象が風景的に優れているとか、珍しい自然であるとかに偏りがちであったことなどが欠点であった。



重要なことは、昔はどこにでもあった本来の自然の姿を残すことである。我が国の本来の自然、すなわち森林帯を代表する原生林は、そこに生育する生物がありふれた種類であるので、保存の価値がないように思われがちである。しかし、照葉樹林のように、かつては大面積を占め、決して珍しいものでなかった自然こそ本来の姿なのであり、その保存こそ重要な意味を持つ。



（只木良也「森の文化史」による）



問2　筆者が考える「原生林」を保存する理由はどれか。



1　原生林は、森の景色が優れているから



2　原生林は、広い面積を占めているから



3　原生林は、珍しい生物が生育しているから



4　原生林は、自然そのものの姿であるから


（3）


共通語というものは、まず東京に育った言葉だということ。このためにいろいろ欠陥
 があるということを、覚えておいていただきたい。



東京という町はその成立のしかたが独特である。東京は京都の町と違い、昔から人が住んで、だんだんに発達してきた町ではない。江戸時代の初めに、全国各地の人が移り住んで、急にできた町である。明治維新以後にもたくさん地方から人が流入してきた。いわば人工都市である。



そういうところに発達した言葉というものは、おたがいにほかの地方から来た相手に通じない言葉はやめようという気持ちが働く。地方の色合いのついていない言葉が、自然にできてしまうわけだ。各地にある、生き生きした豊かな色合いを持った言葉が、どうしても東京の言葉には少なくなってしまう。



（金田一春彦「日本語を反省してみませんか」による）



問3　「欠陥」とあるが、この文章で示した「欠陥」はどれか。



1　歴史が古い京都と違って、東京は人工都市だということ



2　東京に来た人は互いに共通語を使いたくないということ



3　東京に育った言葉は独特で地方の相手に通じなということ



4　共通語には地方の豊かな色合いの言葉が少ないということ


（4）


私たちは外界を、見る、聞く、かぐなどの五感で認知するが、認知したものと親しくなるための強いチャンネルをつくるには、名前を覚えることだ。そのことによって、私たちはその物との一体感の中で、一つの世界を構築するのである。



人との関係も同じことだ
 。街の中を群集に混じって歩いていくとき、すれちがう人々はみんな無縁の人だ。ところが、話しかけ、名前を知りあうことによって、親しさの度合いがずうっと高まるのである。



（河合雅雄「森に語る」による）



問4　「同じこと」とあるが、何を指すか。



1　物の認知と同じように、五感で認知したこと



2　人間同士の一体感の中で人間関係を作ること



3　相手の名前を覚えることで親しくなること



4　すれ違う人々がみんな無縁の人だということ







問題2　次の（1）から（3）の文章を読んで、後の問いにたいする答えとして最もよいものを、1·2·3·4からひとつ選びなさい。


（1）


父は、ある汽船会社の調査室に勤めていて、書斎と調査旅行にばかり時間を費やしている人であったが、母の病気が相当進んでいると知ってからの二年間は、がらりと生活を変え、家庭第一、それも妻の看護に専心した。



病気の性質を考慮して、ぼくたちきょうだいにも、病人との接触を制限するかわり、父は看護に没頭した。雇い人にも注意して若い者は遠ざけ、ぼくが生まれるころに長くいたばあちゃんを呼びもどして、自分の留守中は、この人
 に病人のいっさいを任せたりした。



母の縁者の中には、そういう慎重な父の態度を、情愛がないと陰口をきく者もあった
 。わがままいっぱいに育った子供心に、そのわがままを封じられた不満もあって、そんな陰口が父を疎んじさせる（注）こともあったが、しかし、情愛を心の奥に秘めて慎重に看護に当たり、自分のからだは病人のために犠牲にした父の献身は、ぼくが成人するにつれて胸に響いた
 。母は、それから三年間わずらい続けて世を去った。



永井龍男「胡桃割り」により）



（注）疎んじさせる：よそよそしくさせる




問5　「この人」
 とあるが、誰を指すか。



1　母の縁者



2　ぼくたち兄弟



3　若い雇い人



4　ばあちゃん




問6　「情愛がない」
 とあるが、その理由はどれか。



1　母の病気を二年間も無視していた父は冷酷に見えたから



2　母との接触を制限するなど父の慎重さが理解できないから



3　若い人の代わりに、年配の婆ちゃんを看護に当てたから



4　ぼくたちきょうだいをわがままいっぱいに育てたから



問7　「胸に響いた」
 ものはどれか。



1　母の世話をすべてするばあちゃん



2　父は情愛がないと陰口をきくもの



3　母に対する父の犠牲的献身の態度



4　母が三年間わずらい続けて死んだこと


（2）


吸血鬼ということばは、あのドラキュラ（注1）の名とともに何か恐ろしいイメージと結びついている。けれども動物界では、吸血鬼はちっとも珍しい存在ではないし、おぞましい（注2）姿をしていると限ったわけでもない。そもそも夏になると、ブーンと羽音とともにやってくるカだって、まぎれもない吸血鬼だ。



ドラキュラは人の血を吸うために尖った歯をもっていたが、カはそんな怖いものをもっていない。しかし、その唾液の中に、血を凝固させない物質を含んでいて、吸った血が自分の胃の中で凝固してしまわないようになっている。カに刺されたあとのあの痒みは、この血液凝固防止物質
 のせいである。



たっぷりとぼくらの血を吸ったカは、壁などにとまり、胃の中の血を一晩かけて消化して、その栄養で卵を作る。不思議なことに、血を吸ったカは白っぽい壁に止まることが多い。それに対して、これから血を吸おうというカはむしろ物かげの暗い場所に潜んでいる。だから、カがうるさいので電灯をつけてカを退治しようとすると、見つかるのはもう血を吸ってしまったカばかりだということになる
 。




カはメスだけが人間の血を吸う。オスは果物の汁などを吸っていて、けっして吸血鬼になることはない。
 けれど動物の吸血鬼の多くは、オスであるかメスであるかには関わらない。



（日高敏隆「動物の言い分　人間の言い分」による）



（注1）ドラキュラ：怪奇小説中の吸血鬼の名



（注2）おぞましい：恐ろしい



問8　「血液凝固防止物質」
 とあるが、その役割はどれか。



1　吸った血が固まるのを防ぐ役割



2　人間にかゆみを感じさせる役割



3　卵を生むための栄養を作る役割



4　人間の血をたっぷり吸える役割



問9　「見つかるのはもう血を吸ってしまったカばかりだということになる」
 とあるが、その理由はどれか。



1　電灯の光は血を吸ったカがいる場所にしか届かないから



2　血を吸っていないカは暗い場所に潜んで見つかりにくいから



3　血を吸っていないカより血を吸ったカのほうがうるさいから



4　血を吸ったカは壁にとまっているため退治しやすいから



問10　「カはメスだけが人間の血を吸う。オスは果物の汁などを吸っていて、けっして吸血鬼になることはない」
 とあるが、筆者が言いたいことはどれか。



1　カのメスが人間の血を吸うのは、子孫を増やす栄養のためであり、オスを血を吸わないのだから、吸血鬼とまで言われるほどおぞましい存在ではないということ



2　人間の血を吸わなければ生きていけない吸血鬼のようなカのメスは、オスよりも人間にとっておぞましい存在であり、強くたくましい生き方をしているということ



3　オスよりもメスのほうがおぞましい存在であるのは、吸血鬼として人間の血を栄養とする生き方が動物界において、カだけであるということ



4　人間の血を吸うのは卵を生むためのメスだけであって、果物の汁を吸うオスにとっては人間に勘違いされたままで、かわいそうな存在であるということ


（3）


前々から思っていたのだが、ひらがなの「め」と「ぬ」はよく似ている。ちょっと似過ぎではないかと思う。似ても似つかない（注1）発音をする二つの文字が、こんな瑣末な先端の部分のみの差異で大丈夫なのかと心配になる。




そのことについて、当の「め」と「ぬ」はどのように感じているのだろう。もしかして「①」は「②」のことを自分を土台にして先っぽにちょろりと飾りを付けただけの紛い物（注2）、言うなれば自分の亜種である、などと苦々しく思っているのだろうか。そして、「③」は「④」で自分こそは完成形、末尾の優雅な丸まりのない「⑤」のごときは憐れな欠陥品よ、と蔑んでいるのだろうか。両者は口もきかぬほどの犬猿の仲で、たまに、例えば、「ぬめり」などという言葉で一緒に仕事をしなければならぬ時などはお互い目も合わせず、険悪な空気が「ぬめり」中に満ち満ち、板ばさみになった「り」がひとり対応に苦慮していたりする
 だろうか。



同じ反目の構図は「ろ」と「る」、「し」と「も」、「は」と「ほ」、「わ」と「ね」の間にも生じているかもしれない。傍らからみれば同じ種族に属するものどうし仲良くやればいいと思うのだが、同族内の対立は、それが近親憎悪に根ざしたものであるだけに、逆にこじれやすい（注3）のもまた事実だ。



（岸本佐知子「やぼう」による）



（注1）似ても似つかない：まるで違う様子。



（注2）紛い物：にせもの



（注3）こじれやすい：問題の解決が難しくなりやすい。



問11　「こんな瑣末な先端の部分のみの差異で大丈夫なのかと心配になる
 」とあるが、筆者が考えている「め」と「ぬ」の対立の原因はなにか。



1　同じ種族に属するため近親憎悪が発生したこと



2　発音が似ていないのに形だけが似すぎていること



3　もともとは口もきかぬほどの犬猿の仲であること



4　先端の部分を除いて形があまりにも似ていること



問12　①～⑤に入れる言葉として、正しいのはどれか。



1　①め、②ぬ、③ぬ、④ぬ、⑤ぬ



2　①め、②ぬ、③ぬ、④ぬ、⑤め



3　①ぬ、②め、③め、④め、⑤ぬ



4　①ぬ、②め、③め、④め、⑤め



問13　「ひとり対応に苦慮していたりする
 」とあるが、その理由はどれか。



1　「め」と「ぬ」がきらいなのに一緒に仕事をしなければいけないこと



2　「め」と「ぬ」が似すぎているから両者の区別がよくできないこと



3　「め」と「ぬ」の両者に挟まってどちらにもつけない立場にいること



4　「め」と「ぬ」が仲良くなるようにいろいろ工夫する必要があること







問題3　次の文章を読んで、後の問いにたいする答えとして最もよいものを、1·2·3·4からひとつ選びなさい。



ぼくは毎年、秋も遅くなって、自分の家の花壇が荒れてくるのが楽しみである。そろそろ自分も人生の半ばをとおり越して落とすべき葉を落としはじめているせいか、今年あたりは、かえって荒れた花壇が好きだと言いにくくなってきた。




こうして夏から花の終わっていく姿を見ていくと、三日なり五日なり、実にうらやましいほどの美しさを見せて咲いてから、あっさりと花びらを落とすのもあるし、花びらが褐色になっても名残惜しそうにいつまでもくっつけているのもある。



人間は化粧をすることを覚えてから、自分の盛りを一刻でも長引かせる工夫を怠らない。むしろそのために苦労して老い込んでいくのではないかしらと思うことがある。



ぼくは女の方々でも無理に若々しく装っている姿を見ると、花びらをいつまでもくっつけている花を思い出してしまう。けれども、秋から冬にかけての花壇には、花はなくても、それ以上に美しいものがある。その枯れていく茎や葉や、その先にわずかに数えられる実まで含めて、全体に、夏の盛りには見られない落ち着きと、なにかしら深い知恵
 を感じさせるものがる。



そして、それはまた人間にさまざまなことを教えてくれる。美しく咲いている花ばかりを見ている人、満月の夜ばかり夜空をながめる人
 は、自分の盛りが過ぎても、なお、それのみに執着をもって、盛りを過ぎた自分に美しさを発見することがない。難しいことかもしれませんが、利口なはずの人間が、この点ではひどく愚かな狼狽をしているように思われてならない。



問14　「言いにくくなってきた」
 とあるが、なぜか。



1　今年あたりは、自分の家の花壇が荒れていないから



2　今年の自分の家の花壇が去年ほどきれいではないから



3　自分の人生の半ばを過ぎて次第に老い込んでいるから



4　秋の終わりになっても、葉はまだ落としていないから



問15　「深い知恵」
 とあるが、それは何のことか。



1　それぞれの季節の試練の中で深められた命の美しさを知ること



2　季節の移り変わりの中で自然に覚えた豊かな植物知識のこと



3　化粧などで自分の盛りをできるだけ長引かせる方法のこと



4　盛りが過ぎても盛り以上の美しさを演出できる方法のこと



問16　「美しく咲いている花ばかりを見ている人、満月の夜ばかり夜空をながめる人」とは、どんな人なのか
 。



1　外見の美にとらわれて、深い内面の美に気づけない人



2　内面の美にとらわれて、盛りの外見の美に気づけない人



3　自分の盛りを過ぎても深い内面の美に気づける利口な人



4　自分の盛りを過ぎても外面の美に気づけない愚かな人



問17　筆者がいちばん言いたいことは何か。



1　盛りの美を一刻でも長引かせることも大切にしなくてはいけない。



2　化粧などで盛りの美を長引かせることは無駄だし愚かなことだ。



3　老い込んでいるときの美は人生の盛りの美よりも美しいものだ。



4　一時の盛りの美よりも深い内面の美しさがもっと大切なものだ。







問題4　次のAとBの文章を読んで、後の問いにたいする答えとして最もよいものを、1·2·3·4からひとつ選びなさい。


A


考えるために必要な技術が「書く」ことである。一般に人間が頭の中だけで考える場合には、「①」を忘れやすいものである。人間が頭の中で記憶する限り、なかなかうまくいかない。だから頭の外に記憶装置を設けて、考えたことを常にそこに移しておく必要がある。その一番簡単なものは、考えたことを紙に書きつけておくことである。そうすると、文字や記号はいつまでも紙の上に残っているから忘れることがない。頭の中だけに記憶しないで頭の外側に記憶しておくのである。録音機を使うことも考えられるが、紙と鉛筆よりも録音機は重いしかさばる。また値段も高い。しかも録音した内容を検索し再生するには時間がかかる欠点がある。だから紙と鉛筆とは安上がりで割合に性能のいい記憶装置なのである。



（樺島忠夫「書くことの意味」による）


B


書くということは、どういうはたらきでしょうか。なにか考えたことなり、感じたことなり、「②」、なんらかの内的経験を、ことばを通して、読み手に向けて発出する、これが書くという行為です。ことば、すなわち言語記号というものは、社会共通の慣習であり、ごく大まかな一般的形式にすぎません。これに対して、それによって表現されようとする書き手の内的経験というものは、きわめて具体的な特殊個別的なものです。だから、ことばというものは、その意味では、すこぶる不完全な表現手段だといわざるをえません。しかも、そのことばを用いて表現することによって、われわれの内的経験は、未形成の混沌たる流動的な状態から、形あるものに定着するのです。そうして、われわれの判断や認識は成立します。われわれの精神が形成されます。書くという行為は、こういう性質の行為、こういう意味をもつ行為です。



（大石初太郎「読むということ」による）



問18　「①」に入る言葉として、最もよいのはどれか。



1　考える技術



2　考えた結果



3　考えの基本



4　考えの記録



問19　「②」に入る言葉として、最もよいのはどれか。



1　しかし



2　むしろ



3　だから



4　つまり



問20　AとBの2つの文章を以下のようにまとめる場合、①と②に入るものの組み合わせとして適切なのはどれか。



「Aの筆者は（　①　）と考えているが、Bの筆者は（　②　）と考えている。」


1　①書くことは人間の考えを記録するための技術だ


②書くことは内的経験を記録するための技術だ


2　① 書くことは性能がいい記憶装置だ


②書くことは精神を形成させる手段だ


3　① 書くことは考えたことを記録するための技術だ


②書くことは内的経験の形作りのための行為だ


4　① 書くことは考えを記録するには一番簡単な技術だ


②書くことは書き手の内的経験の不完全な表現手段だ







問題5　次の文章を読んで、後の問いにたいする答えとして最もよいものを、1·2·3·4からひとつ選びなさい。



人生には、ある物事の本質がどういうことかわからないまま、歳月が流れてしまうことがある。しかし、その一見無為なる時間が大いなる気づきの助走となることもある
 。



ああそうか、とわかった瞬間に、脳の中に喜びが走る。発見すること、気づくことの歓喜は、脳が体験するさまざまな喜びの中でも、最大のものである。



だからこそ、古代ギリシャにおいて、王様の冠の材質が何か壊すことなく確かめる方法を発見したアルキメデス（注1）は、「わかったぞ」と叫びながら風呂を飛び出していったのである。



なぞの中には、難しいものもあれば、簡単なものもある。例えば、街でよく見かける「ミキサー車（注2）」。あのドラムが回転している理由には、大抵の人が気付いているのだろうと思う。



私は案外ぼんやりしているところがあって、大学生になって街を歩いている時、「あっ、そうか、あれは生コンクリートが中で固まらないように攪拌しているのか」とやっと気が付いた。それまで、見かけても「何となく回っている」としか思わなかったのである。



「ああ、そうか、固まらないように回っているのか」と叫んで、近くにいた友人にあきられた
 。ふり返ってみてもあまりにも情けなかったが、自分で気付くことの喜びには変わりがない。



高校生の時、休み時間に「エクアドル（注3）」という国名が「赤道」に関係していると突然ひらめいたことがあった。調べてみると、確かにスペイン語で「赤道」という意味である。級友に話したら、「自分で気付きたかった」と悔しがった。他人から見たらどんなに小さなことでもよい。自ら気付くことには、格別の喜びがあるのである。



だから、子どもの学びにおいても、あまり「促成栽培」はよくないのではないかと思う
 。次から次へと答えを教えてしまっては、せっかく脳の中にある「自ら発見することの喜び」をうばってしまう。すでに誰かが発見していることでも、世の中の常識となっていることでも、自ら発見することには深い喜びがあるのである。



（中略）



また、聞くことは、見ることと異なり脳に対する負担が比較的小さい。注意を向けて聞いているだけならば、脳がある程度「アイドリング」（注4）できる
 。その余裕が、思わぬ気付きやひらめきにつながるのである。



（茂木健一郎「脳はもっと遊んでくれてる」による）



（注1）アルキメデス：古代ギリシアの数学者·物理学者。



（注2）ミキサー車：コンクリートを練り混ぜながら輸送するトラック。



（注3）エクアドル：南アメリカ北西部、太平洋岸の赤道上にある共和国。



（注4）アイドリング：機械や自動車のエンジンを、負担かけずに低速で空回りさせること



問21　「無為なる時間が大いなる気づきの助走となることもある
 」とはどういうことか。


1　何もすることなくぼんやりしていたことが、かえって思いがけない体の成長を助けてくれるということ


2　何もすることなくぼんやりしていたことが、かえって思いがけない発見を促してくれるということ


3　何もすることなくぼんやりすることの方が、予想通り思いがけない発見につながるということ


4　何もすることなくぼんやりしていたことの方が、何かをするよりも思いがけない発見を与えてくれるということ



問22　「近くにいた友人にあきられた
 」とあるが、その原因はどれか。


1　多くの人が当たり前のようにわかっていることを知らなかった私に対して、哀れみを感じたから。


2　大抵の人がわかっていることを私が知らなかったことにおどろき、さらに道で叫んだことに恥ずかしさを感じたから。


3　ほとんどの人がわかっていることを私が知らなかった。その常識のなさを軽蔑したから。


4　大体の人がしっているであろうことを私が知らなかったことに、幼さを感じたから。



問23　「あまり「促成栽培」はよくないのではないかと思う
 」とあるが、その理由はどれか。



1　その人が自ら発見する喜びを奪ってしまうから



2　その人の休み時間がなくなって疲れやすいから



3　自らひらめくや気付きなどができなくなるから



4　その人の脳に対する負担が比較的に大きいから



問24　「脳がある程度「アイドリング」できる
 」とあるが、それはどういうことか。


1　聞くことは見ることとは違い、脳に負担がかからないので、聞く作業だけであれば、脳にある程度ゆとりができるということ


2　聞くことは見ることとは違い、脳に負担がかからないので、聞く作業であれば、脳に多くの余裕ができるということ。


3　聞くことは見ることとは違い、脳に負担がかからないので、聞くことで脳はいろんなものを暗記できるということ


4　聞くことは見ることとは違い、脳に負担がかからないので、聞くことでいろんなできごとを感じることができるということ







問題6　次は、清水市図書館の利用案内である。その案内を読んで、下の問いにたいする答えとして最もよいものを、1·2·3·4からひとつ選びなさい。



問25　「図書館利用カードは」の説明について、正しいのはどれか。


1　発行の時は無料だが、貸出などの利用は有料になる。


2　貸出の場合には必要だが、返却の場合には要らない。


3　貸出と返却の場合は、必ず提示しなければならない。


4　貸出と貸出延長の場合だけは、提示する必要がある。



問26　「本と雑誌」の説明について、正しいのはどれか。


1　本と雑誌はそれぞれ10点まで貸出できるが、延長はできない。


2　本と雑誌は2週間貸出できるが、延長は最大2回までできる。


3　本と雑誌の返却はすべてカウンターで行われなければならない。


4　DVD付きの本と雑誌の返却はカウンターでしなければならない。



清水市図書館利用案内


1．利用者登録


●どなたでも無料で登録できます。



住所を確認できるもの（身分証明書、保険証、免許証、学生証）を持って当館のカウンターへお越しください。その場で図書館利用カードを発行します。


●図書館利用カードを紛失したとき、登録の住所·電話番号等に変更があったときには、なるべく早く当館にお知らせください。


2．資料の貸出


●お借りになりたい資料と図書館利用カードを一緒にカウンターへお持ちください。ご利用はすべて無料です。


●資料の貸出点数·貸出期間は、以下のとおりです。


★当館全体での合計貸出冊数です。




	
[image: alt]
 本·雑誌　あわせて10点まで

	
2週間
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 CD·レコード·カセット　各5点まで

	
2週間




	
[image: alt]
 DVD·ビデオ　1点

	
1週間





●貸出期間の延長を希望するときは、必ず貸出期間内に、図書館のカウンターでお申し出いただくか、または電話で延長したい旨を連絡してください。1回に限り、期間を延長することができます。


3．資料の返却


●図書館が開館しているときには、お返しになる資料を図書館カウンターまでお持ちください。図書館利用カードは必要ありません。ビデオとカセットはテープを巻き戻してからご返却ください。


●図書館が閉まっているときには、本と雑誌に限り入口のブックポストに返すことができます。



以下の資料はブックポストに返却できません。開館中に直接カウンターにお返しください。


●袋入りのセット貸しマンガ


●ＣＤ、レコード、カセット、ビデオ、ＤＶＤ（付録でこれらがついている図書·雑誌もご遠慮ください。）


4．図書館からのお願い


●飲酒しての入館、居眠りのための座席利用、ペットや大きな荷物の持ち込み、



携帯電話の使用、館内の器物の汚破損など、他の利用者の迷惑となる行為はご遠慮ください。


●資料はみなさんのものです。ていねいにご利用ください。



資料を紛失や汚損した場合には、弁償していただく場合もあります。


●返却期限はお守りください。延滞資料があると、貸出をうけられなくなる場合があります。


模拟练习（2）


問題1　次の（1）から（4）の文章を読んで、後の問いにたいする答えとして最もよいものを、1·2·3·4からひとつ選びなさい。


（1）


かつてある評論家は現代社会を「無目標社会」と規定して、このような社会に生きる人々にとって必要なのは、そうした無目標社会に、どれだけ癇癪を起こさずに耐え得るか、という訓練だと述べていた。現代社会の無目標的性格は、確かにそのとおりだと私も思う。しかし、それはあくまで無目標的性格、すなわち無目標のように見える性格であって、「目標設定のできない社会」ということではない。たとえば、戦争直後の時期を考えてみるとよい。あのころ衣類の生産はひたすら保温その他肉体を包むという一次的な目的に向けられていた。しかし、一次的目的が達成されると、生産の目的は変質して、衣類は肉体を飾るためという、二次的な目的となり、切実な一次的目標に比べると、そうした贅沢な目標は、目的を喪失したかのよう見える。が、それは実は目的を失ったのではなくて、目的を変えたにすぎない。いや、目的が分化し、多元化したと言うほうがよい。そして、そのような目的の、あるいは価値の分化、多元化こそが現代社会を特徴づけているものだと思う。



問1　筆者が主張したい「現代社会」とはどれか？



1　目標を失っている社会



2　価値が多元化した社会



3　贅沢な目標にした社会



4　忍耐訓練が必要な社会


（2）


A　肥満（太りすぎ）とは脂肪が体の中に必要以上に残った状態を言います。



B　医学的には体内に占める脂肪の割合で判定します。正常な人は男性が15～20％、女性が20～25％です。それ以上に比率が高くなった状態が肥満です。



C　つまり、肥満を予防するためには、日常の活動レベルに合わせた食事の管理が重要です。



D　私たちの体は、生きているかぎりエネルギーを消費しています。たとえ、寝たきりの状態がつづいたとしても、心臓は動いているのですからエネルギーが必要です。



E　私たちは1日に必要なエネルギーを食事から得ているのですが、そのようにして得たエネルギーが消費するエネルギーより多くなれば、余分なエネルギーは体内で脂肪に変えられて残って生きます。



問2　以上の文章の正しい順番はどれか？



1　A－E－B－C－D



2　A－B－C－E－D



3　A－B－D－E－C



4　A－E－D－B－C


（3）


われわれは平生、「時がたつ」その仕方について、どのようなイメージをもっているであろうか。われわれの日常の経験では人を待つときの時間は長く感じられ、何かに夢中になっているときの時間は短く感じられる。時間の流れ方は、状況によって異なるかに見える。しかし、幼児ならともかく、多くの成人は、そうした時間の流れ方の違いはいわば（　①　）的な感じ方の違いであって、本当の（　②　）的時間は、（　③　）のそのときどきの状況とは関わりなく、刻々均一に経過しつつあり、その均一さは、時代や場所の違いを越えた絶対的なものだ、と考えていることであろう。事実、私が何かに夢中になって、時間を短く感じているその間に、「標準時」に合わせた時計が刻々と時を刻み、それを他の人が見て退屈するということもありうるのであろう。



（滝浦静雄「時間―その哲学的考察」による）



問3　①、②、③に入る言葉の組み合わせとして、適切なのはどれか。



1　①主観　②客観　③主観



2　①主観　②主観　③客観



3　①客観　②客観　③主観



4　①客観　②主観　③客観


（4）


わたしってだれ？



自分って何？



だれもがそういう爆弾のような問い
 を抱えている。爆弾のような、というのは、この問いにとらわれると、今までせっかく積み上げ、塗り固めてきたことがみな、がらがら崩れだしそうな気がするからだ。あるいは、崩れるとまではいかないにしても、何か二度と埋められないひびや亀裂が入ってしまいそうな気がするからだ。この問いには、問う者自身を危うくするところがある。



（鷲田清一「爆弾のような問い」による）



問4　「爆弾のような問い
 」とあるが、なぜそういうのか。



1　その問いは、質問者にとって、破壊力があるものから



2　その問いは、だれでも悩んで解決できないものだから



3　その問いは、何時質問されるか分からないものだから



4　その問いは、今まで得たものを全部奪ってしまうから







問題2　次の（1）から（3）の文章を読んで、後の問いにたいする答えとして最もよいものを、1·2·3·4からひとつ選びなさい。


（1）


近頃の車内広告などでよく目にする決まり文句に「日本最大級」がある。便利なことばだなあ、と思う
 。ポイントは「級」だ。初めてこの「級」に出会ったのは、いつだったろう。「初級」「ミドル級」などは以前からあったが、こういう使い方はなかった気がする。



この仲間に「風」がいる。「手打ち風」「手ごね風」「ホームメイド風」などのように使われる。これも昔からある「洋風」などとは印象が違う。それから「的」。「自分的」「あたし的」などの「的」だ。「個人的」の「的」は前からあったけど、やはりどこかが微妙に、しかし決定的に違っているようだ。



これらの共通点は一文字であること。（　①　）「他人に突っ込みさせない」ために使われていることだ。



「日本最大級」とは「絶対に『日本最大』とは言い切れないがほぼそれに近い」という意味だろう。その背後には「『日本最大』」と断言しているわけじゃないんだから、万一違ってても文句云うな」という意識が感じられる。



同じく「手打ち風」は「『手打ち』っぽいってことは『手打ち』じゃないってことだぞ、わかってるよな」。「自分的」は「とにかく自分の中ではそうなんだから、あんたの意見と違ってても知らないよ」。



いずれも一文字でこのニュアンス（注1）を表現して他者の突っ込み
 に対するバリア（注2）を張れるところが便利なのだ。



（穂村弘「うっかり上手なこと」による）



（注1）ニュアンス：色·音·意味·感情などの細かな特色、微妙なちがい



（注2）バリア：障壁·防壁



問5　「便利なことばだなあ、と思う」
 とあるが、どのような点が便利なのか。



1　前に使ったものをそのまま使うところ



2　車内などよく見える場所に使うところ



3　一文字だけで突っ込みさせないところ



4　一文字で多くのニュアンスを表すところ



問6　「①」に入る言葉として、適切なのはどれか。



1　それから



2　ところが



3　つまり



4　ですから



問7　「他者の突っ込み
 」とあるが、どういうことか。



1　相手の説明に対して異論を唱えること



2　相手のミスに対してうまく指摘すること



3　相手の説明しないことを憶測すること



4　相手の隠していることを非難すること


（2）


イルカはこれまで「頭のよい」動物だと考えられてきた。水族館のショーではすぐに芸を覚えるし、指示されたことはきちんとやる。だが、そういう事実が、イルカの「賢さ」を裏付けることになるかというと、それは簡単にはいえないのだ。



我々、特に日本人は、イルカをこれまであまり、「仲間」だとは考えていなかったように思う。伝統的に、陸に打ち上げられたイルカたちを食べる習慣もあったのだし、近海で漁業をする人々にとって、イルカはやはり邪魔者であった。大切な生活の糧であるアジやサバなどを追いまわして散らし、食べてしまうからである。



一九七八年、壱岐での「イルカ事件」は、こうした西洋と、日本の違いをきわだたせる、象徴的な事件であったといえよう。



事件の経緯はこうだ。この頃、壱岐周辺の日本近海では、イルカの大きな群れがいくつも見られた。漁船がイルカの群れの中へ入ってしまうと、「海がイルカの背中で埋められた」ようになった。



折りしも、漁民たちの重要なブリ（注）漁が、大幅に落ち込んでいった。



当然、思うように水あげ量が確保できない漁民たちの怒り
 はイルカにむけられた。



「イルカたちが魚を追いまわし、食べてしまって、漁場から魚がいなくなる」もちろん、理由は他にもあったかもしれない。狭い漁場での乱獲、産業の高度成長による海洋汚染…けれども、目に見えるイルカたちが最も目立った「敵」だった。漁民はイルカを敵視した。海水温度の変化が公表され、魚の住む領域に変化があったのだという論がでても、イルカが悪いのではないかという考えは残った。漁民たちは漁業の再建計画としてイルカ撲殺の結論に達した
 。



（関邦博「イルカと海へ還る日」の解説文による）



（注）ブリ：鰤、アジ科の海産の硬骨魚



問8　「怒り」
 とあるが、その原因はどれか。



1　海がイルカで埋められて漁船は行動できなくなるから



2　イルカは大切な生活の糧のブリを食べてしまうから



3　漁民たちはいつものように魚をとれなくなったから



4　漁民たちにとってイルカは一番大きな敵だったから



問9　「イルカ撲殺の結論に達した
 」のはなぜか。



1　イルカに関する日本と西洋の考えは違ったから



2　日本人は昔からイルカを食べる習慣があるから



3　ブリ漁が落ち込んだ本当の原因が分からないから



4　イルカを敵視した考えが根強く残っているから



問10　この文章の内容と合っている説明はどれか。



1　筆者もイルカは頭がとてもいい動物だと思っている。



2　イルカは邪魔者ではなく人間の仲間と考えるべきだ。



3　イルカに関する日本人の認識は外国と異なっている。



4　イルカを誤解して撲殺する日本の漁民はとても残忍だ。


（3）



ことばにも装いがいる
 。着物を着せれば、本当の姿があいまいになるのはやむをえない。日本の着物は、肉体の線を殺すようになっている。外国の衣裳が体の輪郭を強調するのとは対照的である。



自分のこと、相手のことも、外国語の多くがそうであるように、はっきり第一人称、第二人称で示せば、わかりやすい。しかし、「わたくしはわたくしの家へあなたがおいでくださることに当惑を感じます」などと言ったらどうであろう。着物を着せて、「わざわざおいでいただいては恐縮です」とやる。論理の線はぐっとやわらかくなり、それだけ曖昧さが漂う。来てほしくないのか、来てもらっては相手に悪いと思っているのか、とりようによってはどちらにもなる言い方が日本語である。



はっきりした誤解の余地のないようなことばでは、相手の気持につよく当りすぎる。わざとぼかして真意をかくし、わかりづらくする。それ
 がていねいな言い方になる。日本の敬語は、ことばを包むヴェール（注）のような役割を果す。裸のことば
 をはばかる心が生み、発達させた体系である。



（注）ヴェール：女性の顔をおおうネットまたは透けた布。面紗。



問11　「ことばにも装いがいる
 」のは、何のためか。



1　言いたいことを強調するため



2　ことばの論理を強調するため



3　真意を隠し誤解させるため



4　真意を隠し丁寧にするため



問12　「それ」
 とあるが、何を指しているか。



1　誤解の余地のないことば



2　真意をぼかして隠すことば



3　日本語の敬語



4　裸のことば



問13　この文章の内容と合っている説明はどれか。



1　日本語には装いがあるが、外国語にはそれはない。



2　日本語はよく誤解されるが、外国語には誤解の余地はない。



3　日本語では曖昧な言い方が丁寧な言い方になる。



4　敬語の分かりづらさは日本語の曖昧さから生まれたものだ。







問題3　次の文章を読んで、後の問いにたいする答えとして最もよいものを、1·2·3·4からひとつ選びなさい。



ひさしは、眠っているらしい人たちに気を遣って声を立てず、指で父親のひざをつついた。驚いて目を開いた父親に、ひさしは片ほおを片手で押さえて、しかめっ面（注）をしてみせた。「歯か？」と即座に父親は反応した。眉の間にしわを寄せたままひさしはうなずいた。父親は、困った、という表情になったが、困った、とは言わなかった。その表情を見た途端、ひさしは、「何かはさまっているみたいだけど大丈夫取れそうだから
 。」と言ってしまった。取れそうな気配もなかった。



今度はひさしの方が目を閉じた。あと一時間の辛抱だ。そう自分に言い聞かせて、自分の手をきつくつねった。一時して目を開くと、父親が呆れ顔で見詰めている。



「まだ痛むか？」



ひさしは、息を詰めたくなるような痛さにいっそう汗ばんでいたが、「少しだけ」と答えた。



すると父親は、手にしていた扇子を開きかけ、いきなり縦に引き裂いた。そして、その薄い骨の一本を折り取ると、あっけに取られているひさしの前で、さらに縦に細く裂き、



「少し大きいが、これを楊枝の代わりにして。」と言って差し出した。



ひさしは、頭から冷水を浴びせられたようだった
 。その扇子は、亡くなった祖父譲りのもので、父親がいつも持ち歩いているのを知っていたし、扇面には薄墨で蘭が描かれていた。その蘭を、いいと思わないかと言ってわざわざ父親に見せられた
 こともある。



ひさしは、「蘭が…」と言ったきり、あとが続かなくなった。



父親に促されるまま、ひさしは片手で口を覆うようにして、細くなった扇子の骨を歯に当てた。



熱が引くように痛みは和らいでいった。ひさしから痛みが消えたのを見届けると、父親はハンカチーフでゆっくり顔をひとふきした。それからまた、元のように目を閉じた。ひさしは、自分の意気地なさを後悔した。



（竹西寛子「兵隊宿」による）



（注）しかめっ面：不快そうに眉や額の辺りにしわを寄せた顔。渋面。



問14　「何かはさまっているみたいだけど大丈夫取れそうだから
 」とあるが、ひさしがそう答えた理由はどれか。



1　我慢すれば何とかなるから



2　父に怒られるのが怖いから



3　父を困らせるだけだから



4　意気地ないと馬鹿にされるから



問15　「頭から冷水を浴びせられたようだった
 」とあるが、その時のひさしの気持ちとして正しいのはどれか。



1　自分の意気地なさのせいだと後悔した気持ち



2　自分への怒りを示していると怖がっている気持ち



3　どうしても理解できず不気味な気持ち



4　非衛生的で全く我慢できない気持ち



問16　だれが「見せられた
 」のか。



1　ひさし



2　祖父



3　父親



4　眠っている人



問17　この文章の内容と合っている説明はどれか。



1　この文章は少年の気弱な心を開こうとする父親の強い愛情を描いた。



2　この文章は父親の愛情に敏感に反応する少年の心の動きを描いた。



3　この文章は気の強い少年の歯痛を背景に父親の厳しい性格を描いた。



4　この文章は厳しい父親と気弱な少年との通い合わない心を描いた。







問題4　次のAとBの意見文を読んで、後の問いにたいする答えとして最もよいものを、1·2·3·4からひとつ選びなさい。


A


振り返って見る時、他方、我々の日常世界、すなわち、情報手段が溢れかえる程の情報化社会の中では、人は人と会話することなく情報を得て、それぞれに生活することができる。 テレビもある。ラジオもある。新聞もある。世間の動きを知るために人と接触する必要はない。 何かを学習しようと思えば、図書館もある。ビデオもある。放送大学や通信教育もある。地域生活の情報を得ようと思えば、タウンページもある。テレホンサービスもある。市役所からは「お知らせ」も来る。近所の人と顔を合わせる必要はない。かつてのように、好まざるにかかわらず、生きるために人と接触する必要はない。
 「人間嫌い」であるならば、孤独な貝のように存在することもできる。しかし、そこにはもう、人と人との間の暖かい心のつながりはない。情報化社会は、このような孤独を可能にする。すなわち、情報化社会は必ずしも人を一体化し親近化し連帯化するとは言えない。むしろ、その逆をも可能にするものである。



（金谷信之「情報化社会の人間疎外性」による、一部改変）


B


私達は、さまざまな分野において、たくさんの情報を世界中から手に入れる事が可能である。その情報量はますます増えており、知りたい情報を知りたい程度に絞り込むのに苦労することがあるほどである。膨大な情報を前にして途方にくれた時、これが情報化社会というものかと感心したりもする。しかし、情報量の増加は、情報化社会と呼ばれる前のこれまでの社会にもみられてきた現象である。例えば、新聞や雑誌、テレビ、ラジオなどで得られる情報はこれまでも年々増えてきている。もっとも、インターネットという強力な情報の獲得手段が加わった情報化社会と呼ばれる今では、以前の時代に入手できた情報量とは比較にならないほど膨大な情報量が短時間で簡単に入手できるようになっている。それでもただ情報量が飛躍的に増えたというだけなら、これまでの社会にも見られてきた出来事であり、本質的な違いはない。情報化社会とこれまでの社会との違いを挙げるとするなら、情報の量ではなくて情報と人との関係の在り方の違いではないだろうか。



（香川弥生「情報化社会と私たちの課題」による）



問18　情報化社会について、AとBの認識で共通しているのは何か。



1　情報の入手手段が豊富になった。



2　人間関係は疎かになっている。



3　情報の処理に悩むようになった。



4　知りたい情報は何でも入手できる。



問19　A文には「生きるために人と接触する必要はない
 」とあるが、筆者はそれをどう思っているのか。



1　無理して人に聞かなくてもいいから、自由になれる。



2　人間同士のあるべき交流はなくなり、孤独になりやすい。



3　人に聞くという面倒なことがなくなり、便利になる。



4　人と会話しないと人間はどうしても孤独になるものだ。



問20　AとBの2つの文章を以下のようにまとめる場合、①と②に入るものの組み合わせとして適切なのはどれか。



「Aの筆者は（　①　）と考えているが、Bの筆者は（　②　）と考えている。」



1　①情報化社会は生きるための人間の接触が不要で便利だ。



②情報化社会は情報量の増加以外に本質的な変化はない。


2　①情報化社会は人間のあるべき接触を奪い人間を孤独にするものだ。



②情報化社会は従来の社会と比べ膨大な情報を短時間に入手できる。


3　①情報化社会は人間が本来持っている孤独を解放するものだ。



②情報化社会は従来の人間と情報の関係を再定義するものだ。


4　①情報化社会は情報手段が増えた一方、従来の人間の連帯感を薄くさせる恐れがある。


②情報化社会の特徴は情報量の増加にあるのではなく、情報と人間の関係にあるのだ。







問題5　次の文章を読んで、後の問いにたいする答えとして最もよいものを、1·2·3·4からひとつ選びなさい。



ある大学生が指導教授に就職のための推薦状を書いてもらおうと思って、電子メールで依頼をしたところ、その指導教授は激怒した
 。そのような依頼は電子メールなどでするものではない、と言うのだ。では、どのような手段で依頼すればよかったのだろうか。電話？ファックス？手紙？面会？



お歳暮やお中元は、現在ほとんどの人がデパートなどから送り先に配達してもらっている。しかし、何十年か前までは、贈り先まで持参して手渡すのが常識もしくは礼儀であった
 。



推薦状依頼の内容にしても、お歳暮、お中元の品物にしても、どのような手段で相手に渡ろうが、内容物としては同一である。手渡したからといって、三千円の海苔が一万円の伊勢海老に化けるわけではない。しかし、贈答品を贈るのは、その品物自体に意味があるからではない。その品物を贈るという「行為」もしくは出来事全体に意味がある。むしろ、物としての贈答品は、「ごあいさつをする」「お礼を申し述べる」などの行為の一部としてのみ意味を成す。そうした行為の中では、何を贈るかという内容選択ではなく、どのように贈るかという方法選択も重要になってくる。



では、推薦状依頼の場合はどうであろうか。依頼という行為の中で最も重要なのは、依頼したいことを確実に相手に遂行してもらう、ということであろう。そのためには、まず依頼内容が相手に確実に伝わる必要がある。相手に伝わっていなければ相手に実行してもらうことは不可能だからだ。



（中略）



電子メールならば即座に相手のアドレスに届くし、相手が都合のいい時間に見てもらえる。その意味では、スピードの点で便利であるだけでなく、相手のことを配慮した「相手に優しい」メディアと考えられる。そのようなことを考えて電子メールで依頼したとしたら、どうして指導教授は激怒するのか。それは不合理なことではないか。




しかし、右で「依頼という行為の中で、最も重要なのは依頼したいことを確実に相手に遂行してもらうということであろう」と述べたが、頼みごとを伝えるだけでは、「確実に相手に遂行してもらう」という効果をもたらすのに十分とは言えないだろう。相手に遂行してもらうためには、依頼内容が伝わるだけでなく、お願いする気持ちが伝わることも重要なことである。「忙しい中、どうして私がこの学生に推薦状を書いてやらなければならないのだ。」という気持ち
 をもたれてしまったら、「依頼内容を遂行してもらう」ために効果的でないことは言うまでもない。



（杉本卓「メディアに軽重はあるか」による）



問21　「その指導教授は激怒した
 」とあるが、なぜか。



1　電子メールの使い方が分からないから



2　頼みたい気持ちが伝わらなかったから



3　一番都合のいい手段を使わなかったから



4　依頼の内容は確実に伝わらなかったから



問22　「それは不合理なことではないか。
 」と思うのは誰か。



1　指導教授



2　筆者



3　大学生



4　相手



問23　「気持ち
 」とあるが、それはどういう気持ちか。



1　失礼だから書いてやりたくない気持ち



2　忙しいので書きたくても書けない気持ち



3　忙しいが書かなければいけない気持ち



4　忙しくないときに書いてやりたい気持ち



問24　この文章で筆者が最も言いたいことはどれか。



1　贈り物をする時は、礼儀にしたがってやるべきだ。



2　人に依頼する時に、相手に優しいメディアが大切だ。



3　内容だけでなく、目的に合う方法の選択も重要だ。



4　内容より、お願いする気持ちを伝えるのが肝心だ。







問題6　次は、東都市が主催する「国際マラソン」の開催案内である。次の文章を読んで、下の問いにたいする答えとして最もよいものを、1·2·3·4からひとつ選びなさい。



問25　この大会の説明について、正しいのはどれか。



1　参会者が病気の場合は、代理出場ができる。



2　地震、降雨によって中止することができる。



3　一人で同時に二種目の申込と参加はできない。



4　足に障害がある人は参加することはできない。



問26　この大会に参加するには、何が必要か。



1　マラソン種目の申込時に、満19歳でなければならない。



2　申込時には、参加する種目を決めなくてもかまわない。



3　申込はインターネットとハガキを同時にする必要がある。



4　10kmの外国参加者は郵便で六千五百円を払う必要がある。



東都国際マラソン開催案内



1．開催日時と競技種目



（1）開催日時：2011年12月5日（日）午前7:30（雨天決行）



（2）競技種目：①マラソン（42.195km）


②10km


2．定員



（1）マラソン:12000人


（2）10km:3000人


3．参加資格と定員



（1）マラソン：大会当日満19歳以上、6時間40分以内に完走できる男女



※障害を持つ方で単独走行が困難な方は伴走者をつけることができます。



（2）10km：大会当日満16歳以上、1時間30分以内に完走できる男女



4．賞金　マラソンの競技成績により賞金を定めます



5．参加料



（1）マラソン:国内10000円、海外12000円



（2）10km:国内5000円、海外6000円



6．参加申込


（1）方法


インターネット又は郵便ハガキで申込んでください。



※郵便ハガキの場合は申込時に事務手数料500円の払込みが必要です。



（2）期間



2011年7月22日から9月22日まで。



7．申込に関する注意事項（必ずお読みください）



（1）マラソンと10kmの同時申込·同時参加はできません。必ず1人1種目での申込としてください。



（2）年齢·性別の虚偽申告、申込者本人以外の出場は認めません。その場合、出場が取り消されます。



（3）インターネットと郵便ハガキなど、同一人物による複数の申込方法による重複申込は、事務局判断により落選となりますのでご注意ください。



（4）自己都合による申込後の種目変更、キャンセルはできません。



（5）地震·風水害·降雪·事件·事故等による中止の場合、参加料の返金は一切行いません。


附录

练习答案

第1课

报告为___


推断为___


评价为___


（1）
私たちの文明は、たしかに進行中である。
 だが、それだけで、未完成なるが故に美しくないのであろうか。
 古代の都市でも、造営半ばにして放棄されたものは少なくない。
 それにもかかわらず、その廃墟は美しい
 。（栗田勇「われらは美しき廃墟をもちうるだろうか」による）


（2）
現代は、情報化社会と言われています。テレビ·ラジオ·新聞·雑誌·パソコン通信などからの多くの情報があふれています。
 新聞からの情報も決して少なくはありませんが、私たちが受け取る情報としては、テレビからの情報に最も多いのではないかと思います。



（3）
現代は情報時代といわれます。マスコミの発達によって、われわれは多くの情報を知らされます。
 科学的な知識についても、新しい理論や発見が行われれば、マスコミはいち早くそれを報道し、われわれはそれをすぐ知ることができます。
 （中略）




たしかに現代のわれわれは物知りです。いろいろのことがらについて「知らされ」ています。
 知識の量からいえば、現代人はおそらく過去のいかなる時代のひとびとよりも多くのものをもっているといえる。




（岩崎武雄「正しく考えるために」による）


（4）
先日。あるサークルで会員名簿をもらった。するとそこには会員の氏名、住所、電話番号といっしょに、会員の年齢も印刷されていた。
 知らない人にとってこれは実際便利であろう。
 でも、やはり気持ちのいいものではない。少なくとも私はには、作る人の気持ちが分からない。



第2课

（1）
教育
 は本来平等を目指すべきものだが、しかし、残念ながらある局面では平等たりえない。ここに教育の矛盾があると思う。（1993年　一級問題から）


（2）まず、ドイツ流の使い方では、一般に「文化」と「文明」を区別し、文化は
 精神的·理想的な価値の実現としてとらえられ、哲学·宗教·科学·芸術など、民族の生み出した高度の精神的な所産を…意味している。（1996年　一級問題から）


（3）
気象と身体の問題
 は、この二者間の相互作用という構図だけで、はたして十分にとらえきれるのだろうか。たとえば、天気が悪くなり、気温が下がると急に頭が痛くなってくる、というのは身体が気象の影響を受けたものだと、一般にはとらえられる。（加賀美雅弘「気象で読む身体」から）


（4）私は学生たちに時間の活用法
 について、「テレビを見ているときコマーシャルの間に大急ぎで何かやる、あの瞬発力を思い出せ」と教えている。（2004年　一級問題から）


（5）問題点にかんして、徹底的に論争を行い、相手を打ち負かした方が人気を得て選挙に勝つという、民主主義の原点とも言うべき選挙のやり方が、なぜ日本では行われない
 のであろうか。（2000年　一級問題から）


第3课

（1）统分型

（2）递进型

（3）例示型

（4）主题转换型

（5）对比选择型

（6）因果型

（7）转折型

（8）视点转换型

（9）概括型

第4课

（1）4


提示：
 先分清指示词的用法，再使用“近邻原则”。

（2）3


提示：
 先观察指示词所在的句子，主语是单数还是多个。

（3）2


提示：
 要注意分别所对应的部分和表达上的褒贬意义。

（4）1


提示：
 属于预告式指示，要注意后文，特别是该词第二次出现时的后文。

第5课

（1）3


提示：
 注意「それ」
 所指为前一句内容「意味がわからないままではわれわれの心は落ち着きません」＝ものごとを理解し心を安定させる。


（2）4


提示：
 注意「日本人と欧米人の異なるところ＝（人々の集団ができると、集団を通底する）一体感」。
 因此作为外在的事例就是「本来なら私などはこのようなところで発表するべき人間ではありませんが」
 其实质是「自分もそれにつながってゆく努力」。


（3）4


提示：
 注意文章最后一句「常にベストを尽くす－それが自分や家族の未来だけでなく、人類全体のよりよい未来に必ずどこかでつながっていることを自覚し、努力する姿勢を保ち続けたいものである。」
 中的「それ」
 所指的具体内容＝「未来のために」。


（4）3


提示：
 注意文章最后一句「国語の違いこそ、人間関係の独自性の証人だということができる。普遍的言語や一般的人間関係というものは存在しない」
 中的「こそ」
 属于作者强烈表达自己意见的表达形式。

第6课

（1）3


提示：
 先对文章中的「人」
 进行分类，然后分析「馬」
 是用来比喻哪类人的。


「のせ上手な人＝リード、その気にさせてしまう人＝こういう人＝聞き上手な人＝馬を水飲み場へ生かせてしまう人」



「のせられる人＝？＝友人＝しゃべってしまう人」


（2）3


提示：
 注意本句中所使用的针对前文进行解释说明的「のである」
 （参考第3课和第7课）。重点理解上一句的内容。「（上一句的）変わる＝（本句中的）影響＝（选项中的）変化」


（3）3


提示：
 先本着由近及远的原则，观察前一句，注意到「実は」
 （原来），通常都是作者的新发现，再联系本句中的「改めて」
 （在存在不足的基础上，再一次重新的意思，所以多是认识上的升华）。知道这两句紧密相关。考虑到四个选项互不相同，先分别遴选出关键词，选用排除法。观察选项中的「生きる基礎」＝「？」。


还要注意作者最后一句的态度是“赞赏”而不是“贬低”。

（4）4


提示：
 注意该句中所使用的比喻，对于茶艺家来说的生活就相当于雕刻家的石头。

第7课

（1）2


提示：
 注意问题句其后的「…のだ。」
 和「つまり、…」
 这两句。说明（強い個性＝自分の考えを強く持ち、他の意見を受け入れない＝他人の意見を聞かない、敵ができてしまう＝反乱を起こし、指導者の地位を追われてしまう）


（2）1


提示：
 注意问题句之前的引语部分内容。（自分の話よりおもしろく＝私の話よりずっとおもしろそう）


（3）2


提示：
 注意后句中对问题的解释。（自然は必ず復元する＝復元力のある自然、自然の最も弱く、敏感な構成要員こそは人間である＝人間は緑の自然なしには生きられない弱い存在）


（4）4


提示：
 文章表达是我做了将多找的钱退还给售票员的好事所带来的喜悦。选项1和2是喜悦的具体表现，选项3同此事无关。选项4（充実感＝満足感）


（5）4


提示：
 「しめた」
 是表示愿望实现时高兴心情的词。要判断“我”的真实愿望。注意后文中有「私は小さい心の中で、父のほうが折れるように、と祈っていた。」
 （我小小的心灵中祈祷着父亲会让步。）表达作者希望养育小鸟的心情。

第8课

（1）1


提示：
 注意问题句之前是关于「現実生活」
 的时间进行讨论，因为在现实生活中，为了将看不见的时间可视化，人类发明了日历和时钟。而「小説」
 是和现实成对比的，销售中不是靠日历和时钟，而是人物。注意此处是那现实生活的时间和小说中的时间来对比，所以注意选择表达对比转折的连词。

（2）4


提示：
 注意「集団主義」
 和「個人主義」
 的文章中的特点定义：


「集団主義」：悲しみが生じやすい



「個人主義」：悲しみ＝弱み/怒りを露にする


而问题句的前一句指出了条件，日本从集团主义向个人主义过渡，那么就是集团主义的特征减少（＝悲しみが生じにくくなる＝減少），
 个人主义的特征增强（＝怒りがもっと露にする＝増大）。


文章中虽然提到了「助けを求める」，
 但是这属于集团主义对「悲しみ」
 的一种外在反映。特别要注意「したがって」
 之后的论断，文章的重点是说明集团主义容易引发「悲しみ」
 。注意文章的关键词是「悲しみ」。


（3）1


提示：
 注意文章中的两个角色：「小学生の少年＝僕＝彼」
 和「私＝おばちゃん」。


然后注意，少年的话语都是单括号圈起的，而我的话是在没有括号的。

注意第一个问题句后的「話がどう展開するのか、緊張していた」
 （我不知道他这话接下去会说些什么，所以很紧张）。在这种情况下，选项3和4都不合适。注意文章中的最后一句「そうかあ、そうなのかあ。」
 表示我听到这里才恍然大悟，也就是一直在认真地听少年讲话，选项2也不合适。

（4）2


提示：
 注意问题句和前一句的主语都是「数学の先生」、「数学の先生が…提案した。（数学の先生が）驚いた」。
 因此是数学老师提出了一个建议，结果没想到该建议遭到反对，很吃惊。表示提议这个动作带来的意外结果。如果是选择对立的「しかし」
 的话，主语应该换成其他老师，即“数学老师提了建议，但是其他老师反对”。

（5）4


提示：
 注意问题句和前句的对比关系「過失もあれば、弱点もあり、堕落もある」
 VS「向上もあれば、美点もあり、成功もある」。



（6）問1：2



提示：
 先要注意第一段中作者对两种读书的定义：「アルファー読み＝経験済みのことを読む」「ベーター読み＝未知のことを読む」。
 然后第二段是关于「アルファー読み」
 使用赛马报道举例，其中注意「アルファー読み＝経験が一部再現される快感
 」。
 出现问题的第三段，先是承接第二段，说出不仅仅是上述的读者在「アルファー読み」，
 很多大多数读者都是（　ア　）。
 通过「だけでなく」
 的表达方式，知道后面出现的同方向的添加。所以「ア＝アルファー読み」。
 之后，相比于大多数都在进行的「アルファー読み」，（　イ　）
 只是在学校学习等特殊情况才出现的。是表示对比关系，因此「イ＝ベーター読み」。
 在接下来注意词的连用，「ウ」＋「印象」
 和「エ」＋「感じ」，
 从第二段可知，「アルファー読み」
 重视的是感觉。而且接下来一句是「（「ウ」＋「印象」）はだいいちわかりにくくなる」
 （首先就是不太好懂＝未知のことを読む＝読者に理解のパターンのできていない），
 所以确定「ウ」＝「アルファー読み」、「エ」＝「ベーター読み」。
 最后的「オ」＝「古典読み＝繰り返し読んでいると、あるとき、ぱっと分かる＝学校勉強＝未知のことを読む」＝「ベーター読み」。



問2：1



提示：
 注意问题句的后句的解释「読者の理解、パターンに合ったものでなくては出会っても出会いにはならない。」
 （如果不是符合模式的，即便相逢也不会相识。＝その性格に合ったできごとにしか出会わない）


（7）3


提示：
 注意选项中均是比喻，分析比喻所对应的本体，即轻微否定。其作用是「会話には遊びの要素」
 （在会话中加入娱乐的要素），其目的是「一致や同意を確認し合うことが大切で」
 （确认取得一致）。选项中只有3项是包含目的在内的。

第9课

（1）4


提示：
 观察选项，均为「必要なもの、ほうがよい、のがよい、望ましくない」
 可知，本题是询问作者的评价的问题。重点观察文章中的评价句。特别是最后一句。

（2）3


提示：
 注意以下的区别：

日语：根据与对方的关系来选择人称代词。

英语：第一人称和第二人称的代词都只有一个。

日本人：比起自己，更重视和对方的关系。

欧美人：优先自己，然后再重视与对方的关系。

（3）3


提示：
 注意文章中关于“分析”的定义：「条件をバラバラに解体して考究するに違いない。これがすなわち、分析である」。
 同时注意哲学家所提到的欧美人的做法「それをいろいろな要素に分けて、あらゆる角度から徹底的に調べ上げる。」。
 这其实也是“分析”的做法。

（4）3


提示：
 本题的关键句是最后一段的最后一句「ことばは私たちの日常の世界のことがらを表したり、伝えたりするだけでなく、自分で新しい世界を生み出していく力を持っています。」。
 即语言除了能传达之外，还能创造新的世界。观察选项，1为明显错误，而2的「最も」
 和4的「いつも」
 都属于过于绝对的表述方式，可以排除。

第10课

（1）2


提示：
 首先注意近邻原则，主语问题首先要在问题句范围内寻找，本句中｛（川にかかわる）ものたちが、［早く進んで、とか、遅く流れて、とか］祈っても
 ｝
 可知“ものたち”
 只是祈求的主语，注意后半句中的“それ”
 （指的就是这种祈求），而不听取这种祈求的，就是再前面的“止まってくれない川”。
 同时本句中还可以观察后面一句，因为后面一句的主语省略，所以省略的主语应等同于前一句，而后句的谓语为“流れすぎていく”。
 从该谓语中也能看出主语应为可流动物，即前句中的“止まってくれない川”。


（2）4


提示：
 注意开始处的「若者
 は…親愛感を持っていた
 。［…と］言ったり
 、［…と］言ったりする
 。そして、（わたしに）[image: alt]
 料金を払わせようとしなかった
 」。
 这几句的主语都是「若者」
 。然后是年轻人没有让我付喝茶的费用。所以是年轻人付的费。

（3）2


提示：
 根据分析，
光は
 [image: alt]
 黙っている
 。[image: alt]
 、｛母が［…、と］いうようなことを話す｝のを聞いていたのだろう
 。「聞いていた」
 句中不存在同级主语，上一句的主语是「光は」。


（4）3


提示：
 注意问题句的后一句：「それは聴覚の衰弱ではなくて、聴覚がうけとったものを自分の内部で意味のある言葉として再構成する精神の能力（鑑賞能力＝心の働き）の衰退である」。


模拟练习（1）


問題1


[image: alt]



問題2
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問題3
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問題4
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問題5
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問題6
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模拟练习（2）


問題1
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問題2
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問題3
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問題4
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問題5
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問題6
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